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●	三越伊勢丹ホールディングスは、2018年より統合レポート
を発行し、当社グループの価値を総合的に判断いただくこ
とを目指しています。
   「三越伊勢丹ホールディングス サステナビリティレポート 
2021」（本レポート）は、「統合レポート 2021」を補完す
るもので、社会のサステナビリティ（持続可能性）への貢
献に向けた様々な取り組みを、パフォーマンスデータととも
に記載しています。

●	対象組織
	 三越伊勢丹グループおよび子会社、関連会社を基本として
いますが、環境・社会関連のデータについては一部集計範
囲が異なる場合があります。

	 掲載するデータについて、集計範囲が異なる場合は、文中
に明記しました。

●	対象期間
	 2020年度（2020年4月1日〜2021年3月31日）を基本とし、
発行時点の最新情報を可能な限り掲載しています。

●	参考にしたガイドライン
	 ・GRI（Global Reporting Initiative）「GRI Standard」
	 ・価値協創ガイダンス
	 ・�気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD提言）�
最終報告書

●	発行時期
	 2021年11月（2022年1月更新）

●	お問い合わせ先
   （株）三越伊勢丹ホールディングス 
	 総務統括部 グループ総務部
	 メールアドレス　csr@imhds.co.jp

刊行物 内容 冊子 PDF HTML

サステナビリティレポート

当社グループが持つ普遍的な価値観や強みを活かして、持
続的な成長を続けていくための姿勢と活動を、ステークホル
ダーの皆さまに理解していただくための網羅的な報告書で
す。ESG（非財務）データ集には、詳細なパフォーマンスデー
タを経年で掲載しています。

◎ ◎

統合レポート
ステークホルダーの皆さまに、当社グループの経営戦略や事
業概況、持続的成長を続けていく価値創造に関する取り組
みをご理解いただくための報告書です。

◎ ◎ ◎

有価証券報告書
金融商品取引法第24条第1項にもとづき作成し、関東財務
局への提出を義務付けられている報告書です。財務状況に
関するより詳細な情報はこちらをご参照ください。

◎ ◎

コーポレート・ガバナンス�
報告書

コーポレート・ガバナンス・コードに従い、当社グループの
コーポレート・ガバナンスの考え方や体制等を記述した報告
書で、東京証券取引所への提出を義務付けられている報告
書です。機関設計、運用状況、実効性評価等のより詳細な
情報はこちらをご参照ください。

◎

編集方針
●	各刊行物の情報提供ツール

●	将来見通しに関する注意事項／免責事項
	 本レポートに記載されている将来に関する記述は、三越伊勢丹ホールディングスが本レポート発行までに入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に
もとづいており、その達成を約束する趣旨のものではなく、様々な要因により大きく異なる可能性があります。

※本レポート内の組織名称および、従業員の在籍所属は2021年11月時点のものです。
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江
戸 明

治�デパートメントストア宣言を
全国紙で発表した広告

創業348年
越後屋創業
「店前現銀掛値なし」
P.06

デパートメントストア
宣言 P.07

創業267年
紅屋創業
※1764年に屋号を 
　「岩田屋」と改称

創業149年
丸井今井
創業

三越洋服店�
開業
※服飾の洋装化に 
　いち早く着目

創業135年
伊勢屋丹治呉服店
創業

三越

1673
伊勢丹

1886

歴史に根差したサステナブルな精神
企業ビジョン
私たちは、時代が変化する中、自ら変革することで、幾度の困難を乗り越えてきました。三越の歴史は、お客さま第一、
変革への挑戦の積み重ねであり、「お客さまのために」という、創業より変わることのない“まごころの精神”が、その礎と
なっています。また、伊勢丹も創業以来、「お客さま第一」の理念にもとづいた「創意工夫」によって、新しい試みに挑戦し、
様々な時代背景のなか、衣食住すべてにわたって伊勢丹らしさを提案し続けてきました。厳しい環境を受け止めながら、
社会や顧客ニーズの変化を先取りして、お客さまに豊かさを届け続ける、それが私たち三越伊勢丹グループのDNAです。

01
三越

1888

岩田屋

1754
丸井今井

1872

三越

1904

呉服店時代の店舗 伊勢屋丹治呉服店今井呉服店駿河町越後屋呉服店 大浮繪奥村政信・画

三越洋服店 外観
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昭
和

平
成

メンズ館正面玄関 経営統合（2007年記者会見） イセタン ミラー

関東大震災発生　本店全焼

女性店員休憩室

ティーンエイジャーショップ

既成概念にとらわれない
売り場づくり   P.09
1956  ティーンエイジャーショップ
1957  ベビーショップ
1963  女性既製服サイズ体系統一
1968  男の新館・大きいサイズ・小さいサイズ

業界初の定休日導入
（第１・第３日曜日）

月曜定休日制導入
※月４回定休制に踏み切ったのは 
　東京地区において初

百貨店初・女性店員初の
役付者誕生（主任５名）

女性係長
10名誕生

女性管理職大量登用
課長・主任の
10%強が女性に

関東大震災
P.08

三越

1919

三越

1931

三越

1979
シニアスタッフ制度
定年を迎えた社員のうち適任者を 
65歳まで再雇用する制度

三越

1998
岩田屋

1980

1923

2008 2012- 2018-

2020

伊勢丹

1933

伊勢丹
メンズ館

伊勢丹

2003 経営統合
三越伊勢丹�
ホールディングス設立

「三越伊勢丹�
リモートショッピングアプリ」�
スタート

小型店出店
2012-  �イセタン ミラー メイク&コスメティクス 

イセタン羽田ストア
2015-  �イセタンサローネ 

イセタンサローネ メンズ

デジタル事業強化
2018  �ISETAN DOOR
2019  �meeco 

MOO：D MARK by ISETAN 
三越伊勢丹ふるさと納税 
Hi TAILOR

伊勢丹

1956

主に販売部門に登用

本店焼け跡に三越マーケットを開店
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裕福な商家、
大名、武士  

顧客拡大 町人

三越の創業者である三井高利は、それまでの商習慣に捉わ

れず、社会の変化によるあたらしい顧客層の誕生にいち早く着

目し、現在ではあたりまえの商売の方法の数々を生み出しまし

た。経済学者のP.F.ドラッカーは、著書の中で、三井高利が世

界で初めてマーケティングを発明したと記しています。

三越の前身である越後屋創業当時、大店（おおだな）といわ

れる呉服店の販売方法は、得意先を回り注文をとる「見世物商

い」と商品を直接持ち込む「座敷売り」で、裕福な商人や大名、

武士の自宅に赴いて商売をしていました。支払いは年2回、盆

と暮れ（8月・12月）と決まっていて、貸倒れや金利がかさむリ

スクを商品価格に上乗せして販売していました。そのため、人

によって販売する価格が異なり、すべての人が平等に買物がで

きる環境にはありませんでした。

高利は、この制度を廃止し、店頭販売・現金決済・正札販

売を基本とした「店前現銀掛値なし」を打ち出すとともに「小

裂如何程にても売ります」を掲げ、反物単位でしか購入できな

かった商習慣を改め、切り売りを可能にすることで、欲しい人

が欲しい量だけ購入できる仕組みを作り上げました。

江戸時代において、町人という潜在顧客の関心ごとに対して

革新的な手法で挑んだことで、顧客層の拡大を図り、現在では

あたりまえの、「誰もが同じ価格で買物ができる店」が世界で

初めて誕生しました。三越伊勢丹グループのサステナビリティ

は、ここから始まったのです。
参考：�P.F.ドラッカー著  上田惇生訳  『マネジメント  課題、責任、実践  上』ダイヤモンド社

誰もが同じ価格で買える店を
世界で初めて創った

越後屋創業以前の商習慣 店前現銀掛値なし

限定された顧客に顧客ごとに
違う価格で販売

誰でも買うことができ
すべての人に同じ価格で販売

対象顧客 限定された顧客
裕福な商家、大名、武士 誰でも

「小
は

裂
ぎれ

如
い

何
か

程
ほど

にても
売ります」
反物単位での�
販売方法から�
切り売りを可能に

販売方法 得意先を回り注文をとる
得意先に商品を直接持ち込む 店頭販売

決済方法 掛売り
（8月・12月に回収） 現金決済

商品価格 商品自体の価格＋金利＋貸倒れリスク 正札販売

1673 （延宝元年）「店
た な

前
さ き

現
げ ん

銀
き ん

掛
か け

値
ね

なし」 お客さまの関心ごとを革新的に提案するイノベーション
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欧米の文化の導入・定着

芸術など文化の振興

1904（明治37）年、三越は、株式会社設立に際し、お取

組先への案内状で日本初の百貨店の始まりを宣言します。翌

1905（明治38）年1月２日には、全国の主要新聞紙上で「デ

パートメントストア宣言」を発表、すべてのステークホルダー

に対して、百貨店誕生とともに、文化の振興を宣言し、ここか

ら日本における百貨店文化の創造が始まったのです。1914（大

正3）年には「スエズ運河以東最大の建築」と称される本店新

館が完成し、現在の百貨店がもつ施設や設備を完成させてい

きます。建物の入口には、三越のシンボルとなるライオン像が

据えられ、店内には日本初のエスカレーターをはじめ、エレ

ベーターなどの最新設備とともに、休憩室や食堂、屋上庭園

などを充実させ、西洋の文化に触れることができる東京の新名

所として大きな話題となりました。また商品面でも、呉服だけ

ではなく百貨全般を取り揃え、あらたに食品部・茶部・鰹節

部・花部を設置するなど、近代百貨店としての形態を完成さ

せていきます。

デパートメントストア宣言と同年には初の文化催事となる

「光琳遺品展覧会」を開催します。「光琳図案会」を併催する

ことにより、「見る楽しさと買う楽しさ」を両立させた、世界に

類を見ないあたらしいビジネスモデルを確立させていきます。

さらに、森鷗外を中心とした知識人による流行研究会「流行

会」を発足させ、歴史に埋もれた文化を復刻し、商品に反映

させるとともに、1907（明治40）年には新美術部を設立し、

作家には作品を発表する場を、お客さまには気軽に美術に触

れる機会を創出します。誰もが文化や芸術に触れ、見る楽し

みと買う楽しみを両立させた、日本独自の百貨店はこうして生

まれたのです。

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言

今
で
は
あ
た
り
ま
え
の
、
日
本
独
自
の
百
貨
店
文
化
を
創
造

目指すは�
東洋のハロッズ

日比翁助が�
欧米を視察した結果�
ハロッズを
モデルとした�
百貨店経営を�
目指す

1914年 本店新館完成　
「スエズ運河以東最大の建築」近代百貨店形態の完成

サービス
百貨店に 

ふさわしい 
サービスの充実

・メッセンジャーボーイ�
・御注意承り係　�
・写真場　・展覧会場�
・食堂　�
・ショーウインドー

施設・設備
快適な環境と 

慰安施設の充実で 
東京の新名所に

・エスカレーター�
・エレベーター�
・屋上庭園　・茶室�
・ライオン像�
・防火体制強化

商品
呉服を中心に 
百貨全般を 
取り揃える

・化粧品	 ・帽子�
・児童用品	 ・洋服�
・洋傘　・旅行用品�
・玩具　・鞄　・靴�

1904年「光琳遺品展覧会」開催
最初の文化催事

1907年 新美術部創設
価格を公にして販売することを創設主旨とし、�
誰もが美術品を楽しめる社会を目指す。

1917年「東北名産品陳列会」開催  
百貨店初の物産展  祭りや歌舞の紹介も

文化催事の開催
日本の芸術や
文化の展覧を通じ、
日本文化の再発見と
その振興を行う

1904-現在
（明治37年）

「デパートメントストア宣言と文化の振興」 あたらしい、豊かな暮らしの提案と、文化の振興イノベーション

当時から続く文化振興の取り組みは、現在、物産展や美術

展の開催にとどまらず、グループの拠点を中心とした地域産業

の活性化やあらたな商品の開発など、より地域に根差した形

に進化しています。

三越と「流行会」による近代百貨店づくり
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東京を中心とする南関東一帯に、マグニチュード7.9の大地

震が発生、家屋の倒壊とその後の火災によって、約30万戸が

焼失、死者は10万人以上に及びました。当時の東京市におい

て、全体の44%にあたる約3,465ヘクタールが焼失し、商業の

中心地であった、日本橋・京橋・神田の３区は全滅したとい

われています。江戸時代以来の市街地が焦土と化したことで、

周辺地域へ移住する住民も多かったといいます。この大震災

は、当時の社会と経済に深刻な打撃を与え、第1次世界大戦

後の不況に追い打ちをかけるとともに、昭和初頭に至るまで影

響を及ぼしました。

三越伊勢丹グループにおいても、地震後に発生した火災に

よって、三越日本橋本店および、伊勢丹新宿本店の前身であ

る、伊勢丹神田店が焼失する大きな被害を受けました。伊勢

丹は神田店のみで当時の資本金の約2倍を超える被害を被った

と記録されています。

このような状況にありながら、三越の重役会では、企業の

存続を揺るがしかねない重要な決定を下します。「いかなる事

情があるにせよ、当社に持ち込まれた商品に対して、商談が

成立している・していないを問わず、申し出があった場合は全

額支払いを行う。そのために店が再建できなくても致し方な

い」。本店が壊滅した非常事態の下で行われたこの措置は、お

取組先はもちろん全従業員に、改めて、ステークホルダーとの

共存共栄による経営の在り方を再認識させました。これに刺激

を受けた従業員一同は、自ら給料減額を申し入れ、それに

よって苦境に立った企業を救ったといいます。また、当時、大

阪に拠点のあった三越は、あらゆる交通手段を使って生活に

必要な物資を東京に運び、被災して日常品にも事欠くお客さ

共
存
共
栄

1923 年 9 月 1 日 （大正12年）「関東大震災」 社会の復興と企業の存続を目指す共存共栄CSV

地域のために人を派遣し貢献する

強健な社員で救護隊を組織し、上野に北海道罹災救護
所を設けました。北海道出身者の安否を国許に無料で連
絡するとともに、日常用品の寄付を行うことで、故郷から
遠く離れた地で被災した人々の心の支えとなりました
（丸井今井）。

地域社会お客さまのために、企業存続のために
できることを

自らが被災しているにもかかわらず、多くの従業員はお客
さま対応や、お取組先対応に従事しました。この未曾有の
危機に際し、従業員は給与の減額を申し入れ、これによっ
て、苦境に立った三越は救われたと記されています。

従業員

お取組先との共存共栄のために
支払いを優先

「取組先には少しも損害をかけぬ」という創業以来の信条
を守り、焼失してしまった商品に対しても全額支払いを行う
（三越）とともに、お取組先への未払い状況を調べた上で、
金策で入手した現金をこれらの支払いにあてました（伊勢
丹）。また、被災した仕入先を訪ね歩き、現金で全額帳尻を
決済する（丸井今井）など、お取組先の存続のためにできる
限りのことを実行しました。

お取組先お客さまの生活安定のために
物資を供給し続ける

お客さまの生活安定のために、焼失を免れた店舗や焼け
跡にバラックを急造しマーケットを開設しました。大阪店
から物資を運び、供給し続ける（三越）とともに、貸売を状
況によって減額する（伊勢丹）など、お客さまの生活と社
会の復興に力を注ぎました。

お客さま

ガバナンス体制を発揮し、
社会の復興と企業の存続を目指す

基幹店の建物および商品がほぼ焼失するという企業の
存続に係る大きな被害を受けましたが、翌日には、焼失
を免れた他の施設に対策本部を設置。重役会を開き、ス
テークホルダーのために何ができるかを議論し、今後の
方針を決定し行動に移しました。

三越伊勢丹
グループ

まの生活安定のために、商品を供給し続けます。ステークホル

ダーの皆さまのお困りごとを、想像を超える手段で解決したこ

とが、その後の企業の存続につながっているのです。

参考：高橋潤二郎著 『三越三百年の経営戦略』 サンケイドラマブックス
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1950年代中頃、伊勢丹の店頭では、中学生ぐらいの少女た

ちが、子供服売場と婦人服売場を行ったり来たりしながら、自

分に合う洋服を探している姿が見受けられました。当時の日本

には子供服と婦人服しかなく、13～17歳の少女たちは、自分

のサイズに合うものを苦労して探すか、母親の手づくりの洋服

を着るしかありませんでした。アメリカではこの年代がティーン

エイジャーと呼ばれ、ファッションのひとつのカテゴリーとして

確立されていることに着目した伊勢丹は、子供服の延長や婦人

服の小型版ではない、あたらしい既製服の開発が必要であるこ

とを確信します。この年代のライフスタイルと特有の体型を徹

底的に研究し、ティーンにふさわしいデザインや、サイズを開

発しながら、1956（昭和31）年の夏休みに合わせて、ティー

ンエイジャー向けのテスト販売を開始します。その後、洋服に

とどまらず、アクセサリーや帽子、バッグ、ハンカチなどの雑貨

に拡大し、ティーンエイジャーショップは「ファッションの伊勢

丹」の基礎となっていきます。

一方、婦人服はイージーオーダーが全盛期を迎えていました

が、パターンが限られているため、顧客の注文に応えるには限

界があり、「ぴったりと体に合わない」「出来上がるまで試着で

きないため、思っていたのと感じが違う」などといった声が上

がっていました。このことから、伊勢丹は欧米で主流となりつ

つあった、オーダーのフィット感とイージーオーダーの簡易性

を併せ持つ、既製服の時代が日本にもやってくることを予感し、

「あたらしい既製服」を研究する部門として1957（昭和32）年、

服飾研究室を新設します。研究を進めるにつれ、あたらしい既

製服には、日本人の体型に合ったサイズの開発とサイズ体系の

確立が重要であることを確信し、イージーオーダーの採寸デー

タをはじめとした資料を分析することで、日本人の体型にフィッ

トするサイズをパターン化していきます。アパレルメーカーや百

貨店各社が独自にサイズを開発し、規格が統一されない課題

がありましたが、髙島屋、西武百貨店と合意し、1963（昭和

38）年、サイズ統一に関する共同記者会見を行います。その

後3社によるサイズ体系統一が「百貨店統一サイズ」になって

いったのです。さらに既製服を浸透させるために、サイズ開発

に力を入れ、1968（昭和43）年には大きなサイズのレディー

クローバーショップを、1969（昭和44）年には小さなサイズ

のストロベリーショップを開設します。どちらも独自の工夫によ

1956-現在
 （昭和31年）

既成概念にとらわれない売場づくり 誰もが自由にファッションを楽しめる土台を創造ダイバーシティ

るサイズ展開を行うことで、既製服を通じて、誰もが自由に

ファッションを楽しめる土台を創ったのです。

今日では、ファッションは洋服という枠を超え、より自由に、

生活を楽しむためのものとして進化を続けています。三越伊勢

丹グループは、ファッションの力を通じて、誰もが自分自身の個

性を愛し、多様な個性を尊重できる世の中を、すべてのステー

クホルダーの皆さまとともに創っていきたいと考えます。

店前現銀掛値なし�
小裂如何程にても�
売ります�
（1673）�
〈誰もが同じ価格で�
必要な量が買える〉
企業PR誌発行�
外売係通信部（1899）�
〈どこにいても流行の�
商品が買える、�
通信販売の始まり〉

ティーンエイジャーショップ�
（1956）
ベビーショップ（1957）�
〈サイズの細分化、�
新パターン導入〉
服飾研究室（1957）
女性既製服サイズ体系統一�
（1963）
紳士服サイズ統一（1965）�
〈スーツに25種類のサイズ�
導入〉
レディークローバーショップ�
（1968）　〈大きなサイズ〉
ストロベリーショップ（1969）
〈小さなサイズ〉

男の新館（1968）�
〈男性のファッション化〉
水着売場（1969）�
〈伊勢丹は真冬でも水着が�
あります〉
ミッシーカジュアルショップ�
（1971）�
〈年代に合わせたサイズ開発
とライフスタイルに合わせた
アイテム展開〉
ダイバーシティを想起させる�
キャンペーン�
「なぜ年齢を聞くの」（1975）�
「女の記録は、やがて男を�
抜くかもしれない」（1980）

メンズ館（2003）�
〈男性ファッションの進化〉
サロン・ドゥ・ショコラ開催（2003）�
〈食のファッション化〉
アトリエ・ロングボトム（2010）�
〈すべての人にフィットするリメイク
サロン、車いすファッション〉
女子制服にパンツスタイル（2013）�
〈案内係の制服に百貨店初の�
パンツスタイル導入〉
メンズコスメ拡大（2019）�
〈スキンケアからメイクまで幅広く展開〉
フェムテック開催（2020）�
〈女性の性を扱うイベントを定期開催〉
三越伊勢丹リモートショッピング�
MIRS（2020）�
〈リモートで店頭と同様の接客が�
できる〉

格差の是正

既製服の浸透
サイズ体系統一

ライフスタイルの
多様化に着目

ファッションとは、
衣食住すべてを包みこむ

フレッシュな感性
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こうしたなかで、事業活動を通じた環境問題への対応や社

会課題の解決に向けた努力が、企業として必須の存続条件と

なっています。

当社グループが事業を展開する百貨店業界を概観すると、

国内人口の減少と少子高齢化、所得と消費の二極化が同時進

行することで、市場の量的、質的な変化が著しくなっていま

す。何より、お客さまの暮らし方と価値観が大きく変わり、購

買行動の変化が顕著になってきました。多様性の時代、マス

マーケティングは通用しない、といわれて久しいですが、お客

さまお一人お一人の要望に真に寄り添わなければならない時

近年、私たちの生活を取り巻く環境は大きく変化し、先々の

見通しがますます困難になっています。特に地球温暖化の進

行は、日本国内における台風や豪雨のみならず、世界各地に

異常気象による干ばつや洪水をもたらし、自然災害の頻発・

激甚化を招いています。さらに新型コロナウイルス感染症の世

界的な拡大が、あらゆる経済活動に影響を及ぼし、社会を一

変させました。感染症は未だ収束の目処が立たず、私たちは

新たなルールや生活様式の受け入れを余儀なくされています。

取締役 代表執行役社長 CEO

細谷 敏幸

代が、ついにやってきたと感じています。今、百貨店に求めら

れているのは、より進化した、新たなビジネスモデルへの転換

です。

そうした転換による方向性の一つとして、今年発表した中期

経営計画のフレームで「“高感度上質”戦略」を重点戦略に掲

げています。「上質」というと富裕層のお客さましか相手にし

ないのではないか、と思われるかもしれませんが、決してそう

ではありません。社会環境や価値観が変化しても、「豊かな暮

らし」「より良い暮らし」をしたい、というお客さまの思いは変

わりません。お一人お一人の豊かな暮らしのご要望に対応でき

るように「個のマーケティング」に考え方をシフトし、「上質な」

マーケットのニーズにしっかりとお応えしていくことで、より多

くのお客さまに憧れを持っていただく。中期経営計画のフレー

ムで「“個客とつながる”CRM戦略」を重点戦略としたのはそ

のためです。もう一つの重点戦略に「“連邦”戦略」を掲げて

いますが、これは、ご要望にお応えするにはグループの総力を

あげて努力する必要があるからです。将来的にお客さまの生活

の中にもっと深く当社グループが関わっていくために、これら

はとても重要なことだと考えています。

また、百貨店業界ではデジタル化の流れが加速し、コロナ

禍がその動きをさらに促進しています。当社グループは、

2020年度に「三越伊勢丹オンラインストア」を大幅にリニュー

アルし、店頭商品をお客さまがご自宅からオンラインでお買い

求めいただける新サービス「三越伊勢丹リモートショッピング

アプリ」の提供など、外出しなくても快適なショッピングを可

能にしました。当社グループは、引き続きリアル店舗とオンラ

インの融合による購買体験価値の拡大を図り、事業環境の変

化に対応した新たなビジネスモデルを確立していきます。

変化する世界の中で、三越伊勢丹グループは今

価値創造と共存共栄の精神、
そして革新と挑戦が拓く
豊かな未来へ
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私たちの未来を展望すると、働き方や生活における価値観

の変化、デジタル化やリモート環境の浸透などによって、地方

への回帰や、人それぞれの価値観に合った住みよい街への移

住といった選択肢が増えてくると考えられます。そして、これ

までの都市一極集中型ではなく、都市とローカル経済圏がつ

ながりを保ちながら発展し、新たな「こころの豊かさ」を求め

る生活スタイルに変化していくのではないでしょうか。

当社グループの原点には、三越、伊勢丹、岩田屋、丸井今

井の４つののれんがそれぞれの長い歴史を通して築き上げ、

社会価値と経済価値の両立をもたらしてきた企業文化がありま

す。それは、「まごころの精神」「共存共栄」「あたらしさへの

挑戦」といった言葉とともに私たちが受け継ぎ、未来へと継承

していく不変の根本精神と言えるものです。

三越は1673年の越後屋創業時、「店前現銀掛値なし」を打

ち出し、世界で初めて「誰もが同じ価格で買物できる店」を創

り上げました。そこにある根本精神は「自他ともに利あり」と

いう経営哲学として受け継がれ、お客さまの暮らしを豊かにす

ることにより持続的な企業の成長を実現する当社グループの

ミッションにつながっています。

1904年には、「デパートメントストア宣言」を発信し、どな

たにも心地よいおもてなしで数多くの商品が提案されている日

本独自の百貨店モデルを世に示しました。「デパートメントスト

ア宣言」は、お客さまのお買物のスタイルだけでなく、暮らし

そのものを変えることにつながった、革新的なイノベーション

だったのです。同じ年「光琳遺品展覧会」を開催し、お客さ

まに「見る楽しみ」と「買う楽しみ」をともに提供することで、

文化の振興を図りました。後年、伊勢丹も「創意と工夫」「感

性と科学」を標榜し、三越と共通する根本精神を確立させ、

お客さまの関心事を革新的に提案するイノベーションに取り組

んでいます。

1923年には、関東大震災が東京を襲いました。三越と伊勢

丹は、それぞれ被災者の生活安定のために物資を調達・供給

し、社会の復興に寄与しました。また、入手した現金をお取

組先への支払いに優先的に充て、事業の継続を図りながら、

そうした未来における百貨店の存在は、原点に立ち返ったも

のとなるでしょう。すなわち、お客さまお一人お一人にまごこ

ろをもって向き合い、新しい、豊かな暮らしを提案し、お困り

ごとを解決することです。それが当社グループの存在意義であ

り、使命です。店舗のかたちは今とは違うものになっているか

もしれません。それでも百貨店は「街の求心力」となるべく、

その街が持つ特色を活かした魅力づくりと回遊性の向上に、

地域と一体で取り組んでいきたいと思います。未来の“まちづ

くり”は、環境に十分配慮がなされ、多種多様な人々が集うコ

ミュニティづくりでなければいけません。そこには当社グルー

プが果たすべき、百貨店の枠を超えた役割があるはずです。

すべてのステークホルダーとの共存共栄を目指しました。

こうした精神は、当社グループの百貨店を中心に取り組んで

いる、「think good」にも受け継がれています。「think good」

を合言葉に、当社グループのサステナビリティ基本方針にもと

づき、①生態系を含む地球環境や、関わる人、社会に配慮し

た品揃え ②4Rの推進 ③文化・技術・感性の発信 の3つを柱

とした本業を通じたサステナビリティ活動を推進しています。

2021年4月にスタートしたばかりですが、案件数は累計で

480件を超え、社内外から非常に注目されています。

このように私たちは、事業活動を通じて利益を上げるだけで

なく、様々な社会課題の解決を図り、ステークホルダーの皆さ

まとともに豊かさを分かち合ってきました。その考え方こそ、

「CSV（共有価値の創造）」であり、当社グループの存在意義

に他なりません。

私たちは、ここに述べた経営哲学と企業姿勢、イノベーショ

ンを創出する価値観を保持し、次の時代に向けて歩み続けて

いきます。そして「日本から世界に発信するナンバーワンかつ

オンリーワンの企業」として、サステナビリティを重視した経

営をさらに推し進めていく考えです。

三越伊勢丹グループの歴史に見るCSVの原点

未来に向けた私たちの“まちづくり”
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これからの私たちは、三越、伊勢丹、岩田屋、丸井今井が

長い歴史を通して培ってきた「のれん」の価値を最大限に活

かしながら、ステークホルダーの皆さまとの信頼関係の上に成

り立つ新しい事業をグループ全体で創出し、それを一つずつ

積み上げていきます。そして、これまでグループ内の各社が

個々に取り組んできたサステナビリティ活動についても、グ

ループ全体の取り組みの中心に据え、「中期経営計画」の「“連

邦”戦略」とともに推進していきます。

“特別な”百貨店による豊かな未来の創造
「中期経営計画」では、私たちが長期に目指す姿を「お客さ

まの暮らしを豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グ

ループ」と定めました。この“特別な”という言葉には、感動的

な解決と革新的な提案をお届けすることで、世界のお客さまに

ご来店いただける、ナンバーワンかつオンリーワンの百貨店を

目指す意思を込めています。当社グループの従業員には、“特

別な”百貨店による未来づくりに臆することなくチャレンジし、

サステナブルな社会の実現に貢献するCSVの担い手として、

一人一人が成長を遂げていくことを求めます。

ステークホルダーの皆さまにおかれましては、私たちが実現

していく豊かな未来にご期待いただきたく存じます。

地域と連携した取り組みにより、街の魅力を発信することで

中心市街地が活性化され、人々が訪れて楽しむ場が生まれま

す。地元の民間企業を中心に、行政も巻き込んで、地域の人々

に豊かさや居心地の良さを提供できれば、街はにぎわい、人

と情報が集まる場に変化していきます。

当社グループの“まちづくり”から生まれるモノ・コトには、

安心感や信頼感があり、お客さまの暮らしに豊かさをもたら

す。そこに行けば、様々な情報やコミュニティとのつながりが

得られる。そこで得られる体験が「すごい！」「楽しい！」「心

地いい！」といった感嘆詞をお客さまから引き出す。それが私

たちの百貨店としての存在意義なのです。
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関係資本
（顧客基盤290万人）

三越伊勢丹グループの価値創造プロセス

サステナビリティ基本方針

歴史に根差した根本精神

経営資本

人的資本
グループ従業員�
約2万人

設備資本
国内・海外百貨店�

50店舗

知的資本
各百貨店ののれん
販売、店づくりの�
ノウハウ

財務資本
（売上高8,160億円）

お客さまのお悩みや
お困りごとに対する

感動的な解決

お客さまのニーズへの

革新的な提案

強  み 機会とリスク 事業活動 事業戦略 提供価値

のれん

お客さま

人財

不動産

国内・海外店舗
グループ基盤
経営基盤

百
貨
店
の
強
み
を
活
か
し
た
事
業
活
動

所得と消費の２極化が加速
● 富裕層の拡大　
● 衣料品消費の減少

顧客構造の変化
● ミレニアル世代の台頭
● 少子高齢化の加速

オンラインの加速
● デジタル化の加速
● 非対面、非接触サービスの拡大

環境・社会意識の高まり

ITによる環境の変化
● コロナ禍でのIT化の加速
● リアルの提供価値の変化

地域社会との共生
● ローカル経済圏のライフスタイル
が定着

基本戦略
高感度上質消費の�
拡大･席巻

最高の顧客体験の�
提供

重点戦略
“高感度上質”戦略

“個客とつながる”�
CRM戦略

“連邦”戦略

お客さまの暮らしを豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グループ
～日本の誇り、世界への発信力を持ち、高感度上質消費において最も支持される～

人・地域を
つなぐ

持続可能な社会・
時代をつなぐ

従業員満足度の
向上

グループガバナンス・
コミュニケーション

長期に目指す姿
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三越伊勢丹グループの事業戦略

重点戦略

グループ
基盤

経営基盤

❶  “高感度上質”戦略 ❷  “個客とつながる”CRM戦略 ❸  “連邦”戦略

❶高感度上質店舗の構築�
（両本店を“憧れと共感の象徴へ”）

❷（個人）外商改革
❸�高感度上質“拠点ネットワーク”の�
構築

❶百貨店レベルCRM
❷グループレベルCRM
❸インバウンド戦略

❶［ステップ1］�
ビジネスプロセスのインソーシング
❷［ステップ2］�
グループ内リソースのB2B外販
❸［ステップ3］�
三越伊勢丹マネージドサービス�
（商流×カード×システム等の外部拡大）

❶ デジタル改革（DX） ❷ CRE･事業モデル改革 ❸ 収支構造改革（百貨店の科学）
❶オンラインショッピング体験
❷接客のデジタル化
❸営業支援のデジタル化
❹オンライン訴求

❶基幹拠点の 
“まちづくり”開発

❷全国保有不動産の 
バリューアップ開発
❸CRE観点による海外事業モデル

❶コスト構造改革
❷百貨店事業構造の再設計

❶ システム･データ基盤 ❷ 人財基盤 　　サステナビリティ／ガバナンス／�
　　経営システム

❶お客さま視点でのデジタルサービス
❷次世代基盤としてのビジネスプラットフォーム
❸営業改革に資するマーケティング機能
❹次世代ネットサークのセキュリティ対応

❶“連邦”戦略に向けた人財力
❷人財制度の構築
❸コミュニケーション活性化
❹ライフワークバランスの実現
❺ダイバーシティ&インクルージョン

❶サステナビリティを重視した経営へ
❷ガバナンス体制とリスクマネジメント体制
❸ステークホルダーコミュニケーション

❸

4つのDX

高感度上質拠点 
ネットワーク構築 
に向けて
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三越伊勢丹グループは、持続可能な経営の実現に向けて

「サステナビリティ基本方針」を策定しました。同方針におい

ては、企業の社会的責任を果たすべく、事業活動を通じて

様々な社会課題の解決に貢献し、人々の豊かな未来と持続可

能な社会の実現を目指すことを掲げています。これは、グルー

プビジョンの実現によって、ステークホルダーの皆さまのお困

りごとを感動的かつ革新的に解決し、持続可能な社会の創造

に貢献していく企業姿勢を示したものです。

同方針にもとづいて設定したマテリアリティ（重要課題）に

ついては、本業を活かして取り組むことができる課題である

か、当社グループが取り組む意義があり、成果を上げること

ができる課題であるか、という観点から①「人・地域をつなぐ」

②「持続可能な社会・時代をつなぐ」③「従業員満足度の向上」

を重点取り組みに定め、それらの土台となる「グループガバナ

ンスコミュニケーション」を掲げました。

また、（株）三越伊勢丹では、お客さまやお取組先の皆さま、

地域社会など、あらゆるステークホルダーの皆さまとともに、

より良い社会の実現について考え、行動するためのメッセージ

ここから、各重点取り組みの2020年度における進捗状況を

ご報告します。

重点取り組み①の「人・地域をつなぐ」では、お客さまの

豊かなライフスタイルの実現に貢献すべく、人の想いや感性に

触れ合える場所づくりの他、地域の行政や産業界との協働に

よる文化や伝統の振興、地域に根ざした取り組み、未来を担

うお子さまの育成を願う取り組みなどを行っています。多様な

視点から「百貨店だからできること」を考え、従業員一人一人

の積極的な参加のもと、全国に店舗を持つ強みを活かし、文

化振興や地域の活性化、地産地消の拡大に貢献しています。

「よい仕事おこしネットワーク」「ふるさと納税」では、新規

ビジネスチャネルの一つとして、地域の活性化を図り、また

「岩田屋三越ファーム」や新潟の銘品を集めた「NIIGATA越品」

の提案では、各店舗がその拠点において地域と連携するなど、

様々なアプローチで地域との協創を推進しました。

執行役常務CFO 
兼 CRO 兼 CAO＊

西山 茂

持続可能な社会の実現に
向けたグループ全体の
取り組み

として、想像力を働かせ、真摯に応えることから始めるという

意味を込めた「think good」を合言葉に掲げ、2021年4月

から百貨店を中心に活動をスタートさせました。

重点取り組み②の「持続可能な社会・時代をつなぐ」では、

安心・安全な商品やサービスの提供、脱炭素化や省資源化な

どの環境負荷低減につながる取り組みを推進しています。

その一環として当社グループは、2018年度に「三越伊勢丹

グループ2030年環境中期目標」を策定しました。これは、

サステナビリティ基本方針による取り組み

人と地域をつなぎ、豊かさを創出・提供

環境負荷低減につながる取り組みを推進

＊	チーフ・アドミニストレイティブ・オフィサー
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当社グループは、持続的な成長と企業価値の拡大に向け、

「2030年度に温室効果ガス（Scope1、2）42％削減（2013

年度基準）」を目指すものです。気候変動対策をグループ目標

に掲げてCO2排出総量削減に取り組み、「三越伊勢丹グループ

長期修繕計画10ヶ年計画」のもと、高効率機器の導入や店舗

照明のLED化を進めています。また2019年度には「2050年

環境長期目標」を定めました。

2020年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事

態宣言の発出を受け、54日間の店舗休業や時短営業を余儀な

くされたこともあり、2013年度比44.1％の削減となりました。

政府目標が引き上げられたことを受けて、当社グループでも

2030年目標を2013年度比50%削減に引き上げました。更な

る削減に向けて、再生可能エネルギー導入拡大等の検討を進

めてまいります。

さらに2020年度は、気候変動が当社グループ事業に与える

リスクと機会に対応すべく、TCFD（気候関連財務情報タスク

フォース）提言にもとづく気候関連シナリオ分析を実施し、本

レポートに記載しました。引き続き気候変動が事業に与えるリ

スクおよび機会の分析と評価、対応を進め、情報開示を行い

ます。

気候変動による不確定要素の拡大に伴い、お取組先との情

報共有や連携はますます重要となり、協働によって強靭なサプ

ライチェーンを築いていく必要が生じています。そのため今後

は、サプライチェーン全体のマネジメントについて、一層注力

していく方針です。2021年7月には、主要お取組先を対象に

したサステナビリティ調達アンケートを実施しました。サプラ

イチェーン全体で課題を特定・共有し、解決を図れるよう、と

もにPDCAサイクルを回していきます。

重点取り組み③の「従業員満足度の向上」では、従業員が

イキイキとして働ける企業を目指しています。

当社グループは、従業員が仕事にやりがいと価値を感じ、

社会に役に立っていることを実感できる職場づくりに努めてい

ます。そして性別の違いや障がいの有無を問わず、年代の異

なる従業員がそれぞれの価値観を認め、成長を高め合い、能

力を発揮できる環境を重視しています。また、業務改革によ

る生産性の向上、風通しの良い職場環境の形成に向けた上司

との対話、制度を活用した十分な休暇の取得を進めていま

す。新経営体制が発足した2021年度は、会社の方向性や考

え方を社長、役員と従業員が語る「対話」の場を260回設け

ました。

特例子会社の（株）三越伊勢丹ソレイユでは、「知的障が

い者の能力を活かした業務の切り出しによる効率化」に取り組

んでいます。百貨店の販売付帯業務（ギフト用リボン、シー

ル作り等）を担うことで、月間4,000～4,500時間相当の店頭

業務削減につながっています。

さらに、今後の労働人口減少を見据え、女性の活躍の場を

拡大すべく、積極的な登用や配置転換を進めています。グルー

プの長期目標として、2024年度末までに管理職における女性

比率を33%以上（2020年度末時点30.8%）、2030年度末ま

でに38%以上と設定し、実現に向けたセミナー等を実施して

います。

仕事にやりがいと価値を感じる職場づくり

コーポレート・ガバナンスを継続的に強化

継続的なコーポレート・ガバナンス強化を図っています。その

一環として2020年6月には、従来の監査役会設置会社から指

名委員会等設置会社へ移行しました。この移行により当社グ

ループは、ガバナンスの実効性と経営の透明性をさらに高め

るとともに、コンプライアンスを徹底し、お客さま、株主さま、

お取組先、従業員、地域社会といったすべてのステークホル

ダーの皆さまから信頼される企業グループを目指します。

そして、経営の意思決定の迅速化や監督機能の強化、内部

統制システムの拡充に努め、経営計画やその進捗状況に関す

る情報開示を充実し、説明責任を十分に果たすことで、ス

テークホルダーの皆さまとのエンゲージメントを強化してまい

ります。
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Executive message



サステナビリティに関する方針

調達方針
コーポレート・
ガバナンス
ガイドライン

企業倫理
行動基準 人権方針 環境方針

人と時代をつなぐ
三越伊勢丹グループ

変化せよ。

1. データが自分をつくる。
2. 時代より先に変わろう。
3. 他者が私を新しくする。

be a newone.

私たちの考え方

社会に対する企業の責任として、 

社会の様 な々課題に向き合い、 

企業活動を通じてその解決に 

貢献することで、関わりのある 

すべての人 の々豊かな未来と、 

持続可能な社会の実現に向け 

役割を果たしていきます。

サステナビリティ基本方針

お客さまの暮らしを豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グループ
～日本の誇り､世界への発信力を持ち､高感度上質消費において最も支持される～

長期に目指す姿
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ステークホルダーエンゲージメント
基本的な考え方
以下の3つの考え方にもとづき、幅広いステークホルダーとの信頼関係を、継続的な対話を通じて醸成していきます。

ファン化 継続的な対話と適切なフィードバックにより、すべてのステークホルダーに当社グループのファンになっていただくことを目指します。

各ステークホルダー間のバランスを重視し、すべてのステークホルダーから信頼される関係性構築を目指します。

ステークホルダーとの相互理解のもと、課題解決を通じて、常に時代の要請に応える企業であり続けます。

バランス経営

未来志向のエンゲージメント

お客さま お客さまの期待に応える努力を怠りません。コミュニケーションを重視しその声に耳を傾け、最良の品ぞろえとサービスをいたします。
安心・安全の確保を最優先に、正確で分かりやすい情報発信を行い、信頼され選ばれる存在を目指します。

お取組先 お取組先とは、共存共栄の精神を尊び、ともに成長する良きパートナーであり続けます。
法令順守、安心・安全の確保、人権と環境への配慮を担保するため、お取組先と信頼関係を構築し、一緒に社会への責任を果たしていきます。

株主／投資家 私たちの事業は株主／投資家の皆さまの出資にもとづいており、我々はその信頼に応える責務を負っています。
日々の対話や適時情報開示などのコミュニケーションを重視して説明責任を果たし、透明性の高い経営を行っていきます。

従業員 対話により一人一人の経営マインドを醸成し、必要な学びと幅広い経験の機会を自律的に作り、失敗を恐れず挑戦できる組織風土をつくります。
多様性のある働き方ができる制度と、納得できる評価と処遇により、働きやすさと働きがいが両立する職場環境を実現します。

地域社会 地域社会とは、良き市民として行動し、地域に寄り添いお互いを尊重し合える関係性を築きます。
地域の要請に合った商品やサービスを提供し、地域の誇る名産品や文化を紹介し、地域社会の発展に貢献する活動を推進していきます。
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Stakeholder engagement



1. 	富裕層の拡大への対応 
2. 	多様な消費形態の拡大への対応 
3. 	少子高齢化・長寿命化への対応 
4. 	都心回帰と地方過疎化への対応 
5. 	AI（人工知能）・ロボットの進化

社
会
へ
の
影
響
度

三越伊勢丹グループ
への影響度

●	社会へも、当社グループ事業へも影響の大きい項目

例年「商品の品質・安全の確保・正確な表示」が、当社グルー
プに期待されている項目の上位にある一方で、ここ数年で身近
な「食品ロスの削減」「従業員が働きやすく成長できる環境整
備、人財育成」について期待度が高まる傾向にあります。ま
た2020年度は新型コロナウイルス感染防止対策へのご要望が
多く寄せられました。

●	2020年12月お客さまアンケート実施� 回答数＝17,021

特定プロセス

企業が持続可能な成長を続
けるうえで、影響があると
考えられる社会課題・環境
変化を100項目抽出

重要項目にKPIを設定しモ
ニタリング実施

お客さまアンケートなどス
テークホルダーへのヒアリ
ングを通じてマテリアリティ
の方向性について確認

社会への影響度と当社グ
ループ事業への影響度をプ
ロットし、14項目に絞り込み、
3つのマテリアリティに分類

KPI設定とモニタリングステークホルダーの評価社内での対話課題項目の選定

人・地域をつなぐ 持続可能な社会・時代をつなぐ 従業員満足度の向上
お客さまのより豊かなライフスタイルの実現に貢献するた
め、人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各地
域の文化や伝統、名産品をご紹介するなど人と地域をつな
ぐ取り組みを推進しています。

未来に向けて持続可能な社会をつなぐため、安心・安全
な商品・サービスの提供、脱炭素化や省資源をはじめとし
た環境負荷低減につながる取り組みを推進しています。

「従業員満足度」を企業の持続的な成長のための最も重要
な土台であると位置づけ、すべての従業員が“働きがい”�
と“働きやすさ”を実感できる様々な取り組みを推進してい
ます。

お客さま・お取組先・地域社会 お客さま・お取組先・従業員・地域社会 お客さま・従業員

お客さま・お取組先・株主／投資家・従業員・地域社会といったステークホルダーとのコミュニケーションを
軸に、株主総会、取締役会、会計監査人等、法律上の機能制度を整備・強化し、経営機構改革とあわせて、
コーポレート・ガバナンス改革を推進しております。

重点取り組み
社会課題、経営会議（現：執行役会）での社内議論、お客さまをはじめとするステーク
ホルダーからのご要望を反映させ、下記のプロセスにもとづいて、３つの重点取り組み
（マテリアリティ）を特定しました。

02
重点取り組み ❶ 重点取り組み ❷ 重点取り組み ❸

グループガバナンス・コミュニケーション
公正な取引と事業活動を推進

１	商品の品質・安全の確保・正確な表示� 24.7％
２	食品ロスの削減� 12.1％
３	新型コロナウイルス感染防止への取り組み� 10.9%

三越伊勢丹グループに
一番期待されて
いること
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Priority



マテリアリティ
重点取り組み ❶  人・地域をつなぐ 重点取り組み ❷  持続可能な社会・時代をつなぐ 重点取り組み ❸  従業員満足度の向上

お客さまのより豊かなライフスタイルの実現に貢献するため、
人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各地域の文
化や伝統、名産品をご紹介するなど人と地域をつなぐ取り組
みを推進しています。

未来に向けて持続可能な社会をつなぐため、安心・安全な商
品・サービスの提供、脱炭素化や省資源をはじめとした環境
負荷低減につながる取り組みを推進しています。

「従業員満足度」を企業の持続的な成長のための最も重要な
土台であると位置づけ、すべての従業員が“働きがい”と“働き
やすさ”を実感できる様々な取り組みを推進しています。

地域社会との協創
● 地域活性化
● 社会貢献活動

文化・伝統の振興・継承
● 文化伝統事業への貢献
● 次世代支援・育成

未来を拓く「人とのつながり」
● 新しい顧客体験の提供

脱炭素社会に向けて
● 2020年環境中期目標に対する結果報告
● 環境に関する中長期目標
● TCFD提言に沿った情報開示
● 温室効果ガス削減の取り組み

サプライチェーン・マネジメント
● 循環型社会に向けて 
● 責任ある調達
● 品質管理の取り組み

コミュニケーション 
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
● 女性活躍推進	 ● 障がい者活躍推進
● シニア活躍推進	
● LGBTQ+ 尊重の取り組み
● 外国人・グループ外人財の活躍推進	
● 人権＆ハラスメント防止

モチベーションの向上
● 人財育成	 �
● 表彰制度・社内資格制度
● 適所適財	 ● キャリアアップ
● グループ内外のつながり

ライフワークバランスの実現
● 総実労働時間の短縮	 ● 多様性のある働き方
● ヘルス＆メンタルケア

“think good” の合言葉のもと、百貨店の本業を通じたサステナビリティ活動にも取り組んでいます

グループガバナンス・コミュニケーション
主な取り組み項目

主な取り組み項目 主な取り組み項目 主な取り組み項目

コーポレート・ガバナンス／ リスクマネジメント／コンプライアンス
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Materiality 



百貨店の取り組み “think good”

“think good”とは、彩りある豊かな未来へ向けて「想像力

を働かせ、真摯に考えることからスタートする」という想いが

込められた合言葉です。2021年4月よりサステナビリティ基本

方針にもとづき、

①生態系を含む地球環境や、関わる人、社会に配慮した 

　品揃え

②４Rの推進

③文化・技術・感性の発信

の３つの柱を打ち出し、“think good”の合言葉のもと、本業

を通じたサステナビリティ活動を行っております。

私たちはこれからも、お客さまやお取組先、地域社会など、

あらゆるステークホルダーの皆さまとともに、多様な価値観を

大切につなぎ、様々な選択肢を増やすことで、持続可能な社会

と彩りある豊かな未来を目指してまいります。

（株）三越伊勢丹では、“think good”にもとづく活動機会を拡

大するため、伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店、

三越伊勢丹オンラインストアを中心に、年に数回“think good”

を掲げたキャンペーンを開催しています。2021年4月から約１ヵ

月間開催した第一弾のキャンペーンでは、「アップサイクル」を

テーマに、多数のお取組先やソーシャルアクティビストの方 と々

ともに企画を実現いたしました。その中で、気候変動対策につ

いて発信するイベントや環境に配慮した品揃え、サービスをご

提案するために、82の企業および団体と商談を重ねました。

“think good”についての考え方 “think good”の取り組みについて
具体的取り組みとしては、アートを通じて社会問題、環境課

題と向き合う美術家・長坂真護氏の展覧会を開催し、伊勢丹

新宿本店では近年最大級の反響をいただきました。また、三

越銀座店では、国内最大規模のサステナビリティの祭典「アー

スデイ東京2021」とともに、アースデイ気候サミットをライブ

中継し、お客さまに加え、環境NPOからも温かいご声援を頂

戴し、取り組み拡大の布石となりました。

今後も活動をより深め、拡大すべく、お取組先をはじめとす

るステークホルダーの皆さまとの情報共有や意見交換を進めて

まいります。

think good

３つの柱 推進事項 累計企画数と企画例（2021年10月現在）

生態系を含む
地球環境や、
関わる人、
社会に配慮した
品揃え

「生態系を含む地球環境や関わる人、社会に配慮した」�
商品、サービス、コミュニケーションを提供する。
●	環境保全	 ●	生物多様性保全
●	動物福祉（アニマルウェルフェア）	 ●	人権、強制労働問題
●	追跡可能性（トレーサビリティ）	
●	透明性（トランスペアレンシー）

●	2021年中元「コウノトリ育む農法」特集
●	しんじゅQuality みつばちプロジェクト
●	�ISETAN Seed「Care for Me」�
（人と地球に優しい商品特集）
●	伊勢丹浦和店�
第12回ワインフェスティバル 累

計
企
画
数
　
４
８
５
件

4Rの推進

4R（リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル）を中心に、�
「長く大切に使う」「美しい手離し方」の価値観を伝え、�
資源活用を目指しアクションする。
●	大量生産大量消費	 ●	廃棄物問題
●	ワンウェイプラスチック	 ●	フードロス	 ●	気候変動

●	クリスマスエコギフト包装
●	i’m green（買い取り、引き取りサービス）
●	LOOP�
（食品容器再利用プラットフォーム）
●	KUROZOME REWEAR�
（衣料品の染め替え）

文化・技術・
感性の発信

生産者や産地、文化支援を通じて、「次代につなぐべき文化の継承」
「新たな感性の発掘と発信」をけん引する。
●	文化、技術の継承	 ●	感性の発掘と育成
●	地方創生、資源活用	 ●	あらゆる資源の相互補完と循環
●	発信のためのインフラ（技術）整備

●	長坂真護展
● 〈ヘラルボニー〉ポップアップショップ
●	移動型コンシェルジュショップ実証実験
●	MITSUKOSHI×東京藝術大学　�
夏の芸術祭

“think good”３つの柱の推進事項と主な企画例
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“think good”



2021年4月にスタートした「think good」は、私たち（株）
三越伊勢丹が、お客さまをはじめとするステークホルダー
の皆さまと共に「ありたい未来」やそのためにできることに
ついて考えたいという想いを込めた合言葉です。
この合言葉のもと、大勢の方の共感と協力によって、480
件を超える様々な取り組みが実施されてきました。

私は、（株）三越伊勢丹のブランディングを起案推進する
部署に所属しており、本業である百貨店事業を通じて、お
客さまをはじめとするステークホルダーの皆さまから、「ど
のような企業としてご認識いただきたいか」「そのために、
私たち自身がどうありたいか」を考えてきました。
2020年、第１回目の緊急事態宣言に伴い、不安を抱えた

ステイホームの日々が続きました。この期間、当社グループ
のブランディングについて考える第一歩として、三越と伊勢
丹それぞれの文献を読み、数百年の歴史の中で積み重ねら
れた、当社グループらしい社会貢献の取り組みの数々に深く
感銘を受けました。戦前・戦後の混乱、自然災害による被
害、大きな時代のうねりの中で、世のため、人のために奔
走し、自然と人と文化を愛した諸先輩方の想いは、長い年
月を経た今も、私たちを励ましてくれる力強いものでした。
その後、当部にて、自分たちの視点から歴史資料を再編

し、同僚にシェアしたところ、瞬く間に拡散され、休業期間
中にもかかわらず、僅か10日で約160名の社員からメッ

企業文化や風土に学ぶ中、皆さまと共にありたい未来を
描き、その一翼を担うためには、私たち自身はもちろん、す
べてのステークホルダーの皆さまと共有できる、取り組みを
つなげるための大きな柱が必要だという思いが、強く芽生
え、多くの議論を経て、「think good」は生まれました。
気候変動や生態系の変化、飢餓や貧困など、環境課題や社
会課題は相互に深く影響し合っています。この複雑な状況
下において、思考停止することなく、「様々な異なる価値観
を大切にすること」そして、「異なる価値観からつくられる
選択肢を増やしていくこと」を私たち自身に対するステート
メントの最上段に掲げています。
2021年4月に開催した第一弾キャンペーンでは、日本最
大規模のサステナビリティの祭典を主宰するアースデイ東京
とタッグを組み、4月22日のアースデイ当日に、三越銀座店
本館７階のシャンデリアスカイより、気候サミットをライブ
配信しました。各国政府の首脳会談により気候サミットが行
われたこの日、三越銀座店には、国内の環境NGOやZ世代
の環境アクティビストが集まり、気候対策に対する声を発信

していただきました。
新型コロナウイルス感染症予防の観点から、来場者数を

制限した開催となりましたが、三越銀座店のお客さまからは、
「いつも利用している三越が、未来につながる素晴らしい企
画を開催してくれて嬉しい」とのお言葉をいただきました。
この企画を運営するなかで印象的だったのは、出会う誰

しもが、未来へ想いを馳せながら、今この瞬間を最大限楽
しんでいたことです。様々な課題を解決するために、忍耐や
自己犠牲を求めるのではなく、胸が高鳴るような方法を、こ
れからも皆さまと模索していきたいと考えています。
現在は、次年度の具体的な取り組みに向けて、準備を進

めています。22年度には、お客さまがより直接的に、楽し
みながら、資源循環や環境保全に取り組んでいただけるよ
う、体験型のコンテンツを充実させてまいります。
社内でも少しずつ「think good」が合言葉として広まっ

ており、「自分たちの会社で、本業を通じて取り組めること」
を社員一人一人が日々の仕事の中で考え、自ら実践し、企
画としてお客さまへお届けしています。
すべては、一人一人の想いが尊重される彩りある豊かな
未来のために、いまできることを積
み重ねてまいります。

I N T E R V I E W　本業を通じて取り組むサステナビリティを、一人一人が考え、行動し、積み重ねる。 

セージが寄せられました。
歴史から学んだ（株）三越伊勢丹のこれまでと、多くの

社内の声によって気付かされた私たちのこれからが重なり、
百貨店は「出会い」や「機会」を生み出すプロ集団であり、「想
いを届け、つなげる」ことで、より良い社会づくりに貢献し
てきたことを再認識しました。

（株）三越伊勢丹
MD統括部ストアクリエイショングループ
ストアプランニング部

鳥谷 悠見

私たちの合言葉“think good”

百貨店が担うサステナビリティ
“think good”の役割
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“think good”



現在（2021） 2024 2030

重点取り組み ❶

人・地域をつなぐ 

重点取り組み ❷

持続可能な社会・ 
時代をつなぐ

重点取り組み ❸

従業員満足度の 
向上

女性管理職比率（グループ計）� 38.0 %女性管理職比率（グループ計）� 33.0 %

従業員満足度調査回答率� 100 %

再生可能エネルギーの導入比率�

60 %（国内百貨店事業の電力に占める割合)
※国内百貨店事業の自社物件は100%

温室効果ガス排出量（2013年度比）� ▲ 50 %後方照明のLED化推進（店舗天井照明は完了）
長期修繕計画による高効率機器への更新
新技術を用いた設備システムの導入による

省エネの推進

人権デュー・ディリジェンスのプロセスが定着している状態
従業員に対する人権教育100%実施

調達方針がすべてのお取組先に開示・説明され、
課題共有、解決への対話がなされている状態

お取組先アンケートの実施に向けた準備
※2021年度実施

温室効果ガス排出量� 44.1 %（2013年度比）

国内外に広がる店舗ネットワークと
商品調達力を活かし、
モノ・コトを通じて人と地域をつなぎながら、
新たな価値を提案するとともに、
日本の技術や伝統文化を次の時代につなげる

地域と一体で、街の魅力を活かし、
百貨店を中心とした
あたらしい“まちづくり”を�
実現させる

三越伊勢丹グループが目指す未来を実現するために、重点取り組み①では当社グループの強みである国内外に広がるネットワークを活かしたまちづくり、重点取り組み②では脱炭素

社会の実現、サプライチェーン全体での社会的責任の遵守、重点取り組み③ではダイバーシティ&インクルージョン、モチベーションの向上、ライフワークバランスの推進を重要な要素

として捉え、それらを実現するために長期目標として設定しております。

調達方針
従業員・お取組先への浸透率 � 100 %

女性管理職比率（グループ計）�30.8 %

従業員満足度調査回答率� 97.0 %

年間総実労働時間1,700時間台
達成企業の割合（※グループ23社対象）30.4 % 年間総実労働時間1,700時間台

達成企業の割合（※グループ23社対象）80.0 % 年間総実労働時間1,700時間台
達成企業の割合（※グループ23社対象）�100 %

男性の育児休業取得率
※（株）三越伊勢丹 21.7 % 男性の育児休業取得率

※（株）三越伊勢丹 100 % 男性の育児休業取得率
※当社グループ全体 �100 %

障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計 2.75 % 障がい者雇用比率

※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計    3.0 % 障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計 � 3.5 %

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 23

INDEX 企業ビジョン01 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07重点取り組み02

○マテリアリティ ○百貨店の取り組み “think good” ○長期目標と描く未来 ○サステナビリティ推進体制○特定プロセス ○● 長期目標と描く未来

Goal & Progress
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サステナビリティ推進体制
2018年度より、ESG（環境／社会／ガバナンス）、SDGs（持

続可能な開発目標）の視点を踏まえ、環境対策を含めた従来

のCSR活動のマネジメント体制を大幅に見直しました。CEO

を議長とする「サステナビリティ推進会議」を創設し、トップ

のリーダーシップのもと、事業を通じた社会的課題の解決と

企業価値向上を両輪とする持続可能な経営を目指します。

三越伊勢丹グループのサステナビリティ活動の方向性・重

点取り組み等について、グループ全社での推進・浸透を図る

会議体。CEOを議長とし、部門長（ビジネスユニットの代表者）、

関係会社代表者で構成。2020年度は、1回開催。

サステナビリティ推進会議傘下の部会で、CAOを議長とし、

各社・各店総務部長などの所属長（ビジネスユニットの構成

組織の長）からなるサステナビリティ施策推進のための会議

体。2020年度は、2回開催。

指名委員会 報酬委員会

執行役会

国内各店舗 各事業部 海外各店舗

各MD統括部 国内各関係会社 HDS各部

監査委員会

事業部門

サステナビリティ推進会議
議長　HDS取締役代表執行役社長 CEO

サステナビリティ推進部会
議長　HDS執行役常務 CAO

取締役会

サステナビリティ推進会議

サステナビリティ推進部会

サステナビリティ推進会議・推進部会の主な活動内容

2021年度推進体制図

●	グループ全体のサステナビリティを推進するにあたり、リスク・機会の確認や必要な方針策定
●	気候変動対応を含むマテリアリティに関する長期計画とKPIの進捗確認
●	グループ各社におけるESGへの取り組みについての事例共有、論議、モニタリング
●	ESGにおける最新の知見を共有化

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 24

INDEX 企業ビジョン01 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07重点取り組み02

○マテリアリティ ○百貨店の取り組み “think good” ○長期目標と描く未来 ○サステナビリティ推進体制○特定プロセス ○●サステナビリティ推進体制

Driving force



人・地域をつなぐ03
考え方

三越伊勢丹グループは、社会・経済の持続的な発展を目指し、地域社会の一員として、
様々な活動に取り組んでいます。
私たちをとりまく人や地域と積極的にコミュニケーションをとることで、様々な視点からみ

た「百貨店だからできること」を考え、従業員一人一人の積極的な参加のもとに実践して
います。
具体的には、主に地域活性化、募金活動を中心とした社会貢献にかかわる活動、文化・
伝統事業への貢献、次世代育成に取り組んでいます。今後も地域社会との信頼構築を推進
してまいります。

お客さまのより豊かなライフスタイルの実現に貢献するため、
人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各地域の文
化や伝統、名産品をご紹介するなど人と地域をつなぐ取り組み
を推進しています。

アプローチ

当社グループの強みである、国内
外に広がる店舗ネットワークと商品
調達力を活かし、モノ・コトを通じて
日本の技術や伝統文化を次の時代に
つなげます。
また、人と地域をつなぎながら、
新たな価値を提案します。

体制・方針

目指す姿

サステナビリティ推進会議

サステナビリティ推進部会

サステナビリティ基本方針

● �地域活性化
● �社会貢献活動

地域社会との協創 文化・伝統の振興・継承
● �文化・伝統事業への貢献
● �次世代支援・育成

未来を拓く「人とのつながり」
● �新しい顧客体験の提供
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地域活性化

三越伊勢丹グループでは、店舗のある地域だけでなく、商

品調達で縁をもった地域とも積極的にかかわり、行政や産業界

などと協働した地域に根ざした取り組みを行っています。

百貨店店舗では、二酸化炭素や食品ロス、気候変動が与え

る農業への影響などの社会的な課題に、経営だけでなく従業

員も主体的に行動できる体制を整備しています。さらに、お客

さまに対しては、商品購入やイベントへのご参加という形で共

創できる仕組みを整えています。

2020年には、全国の信用金庫のビジネスマッチングサイト

「よい仕事おこしネットワーク」との業務提携により、百貨店の

ノウハウを活用して、地域社会のお困りごとを解決していく取

り組みを開始いたしました。

今後も既存の方法にとらわれず、常に新しい視点をもって地

域へ貢献してまいります。

当社グループでは、包装資材の総量抑制を通じたCO２削減

に取り組んでいます。

（株）新潟三越伊勢丹では、最低限必要な包装資材のプラ

スチックも、環境配慮素材に転換しています。その一環として、

2021年4月からライスレジン製プラスチックをギフト包装材に

使用しています。

ライスレジンとは、食品に適さない古米、砕米、削米など

を加工したバイオマスプラスチックです。国内有数の米どころ、

新潟ならではの素材です。地域特性を活かすとともに、食品

に適さない米を使用するので食品ロスの解決にもなります。こ

の事業を進めるにあたりパートナーとなったのが、バイオマス

プラスチック開発技術をもつ、（株）バイオマスレジン南魚沼

です。

包装材での活用に加えて、ライスレジンの認知度向上を図

ることで、ステークホルダーとともに環境と地域貢献について

考える機会を創出しています。

お客さまに対しては、新潟伊勢丹内の新潟の逸品を紹介す

る「NIIGATA越品コーナー」において、ライスレジンが使用

された子ども用玩具、カトラリーや食器などの商品を展示・

販売しています。店内の喫茶やレストランの一部の店舗では、

ライスレジンを使用した箸・スプーン・ストローを導入し、実

際にお使いいただいています。従業員に対しては、従業員食

堂にてライスレジン使用のカトラリーを導入しています。

2021年9月に（株）新潟三越伊勢丹は、（株）バイオマス

レジン南魚沼とライスレジンの更なる使用拡大に向け、販売

代理店契約と物販基本契約を締結しました。今後もライスレ

ジンの取り組みを拡充していきます。

環境に配慮したライスレジン素材を通じた�
地域との協創

「NIIGATA越品コーナー」での展示・販売

ライスレジンを使ったカトラリー
非食用米から作るライスレジン
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地域社会との協創



日本の棚田百選、東峰村の「竹棚田」 収穫したお米を使用した商品

（株）岩田屋三越では、農作物の育成や収穫を通して、従

業員が主体的に地域の現状や社会課題を知ることを目的とした

「岩田屋三越ファーム」プロジェクトを実施しています。

このプロジェクトは、2017年度に佐賀県唐津市「大浦の棚

田」で米作りをしたことから始まります。その後、2018年度

には、福岡県筑後市でお茶の栽培を、福岡三越屋上で屋上養

蜂を、2020年度には熊本県菊池市で栗の栽培を開始し、同じ

2020年度には銘茶のふるさと、福岡県八女市でもお茶の栽培

を開始しました。育てる農作物の種類や作業する場所が増え

ることは、多角的な社会課題の発見につながっています。

最近は気候変動に伴い、九州地方は災害に見舞われること

が増えています。その影響で、米作りは2020年度より地元、

福岡県朝倉郡東峰村竹地区に生産の場を移しました。竹地区

の棚田は、蛍の生息地の名所です。しかし、2017年の九州北

部豪雨による水害で壊滅的な被害をうけ、蛍の姿はほとんど

見ることができなくなりました。竹地区の棚田の復活と維持の

一助となるため、2020年度から棚田米作りを開始。蛍が戻る

日に向けて活動を続けています。

収穫した農作物は、商品として店頭で販売しています。中

には、お中元・お歳暮のギフトになるものもあります。手間暇

かけて農作物を育てることは、従業員の意識を変えています。

また、商品の販売時にその体験をお客さまにお伝えすること

で、農業を中心とした環境問題への関心を高めていただいて

います。

（株）岩田屋三越では今後もこの取り組みを強化してまいり

ます。

従業員が主体的に地域の課題を学ぶ�
「岩田屋三越ファーム」プロジェクト

I N T E R V I E W　地元の農作物を、地元の人 と々共に育み、伝えます。
私たち４人は、ファームプロジェクトメンバーの一員と

して、説明にあるように、農作物の育成から商品化・販
売まですべての工程に参加しています。実際の作業、特
に農作業は想像以上に体力的にきついです。その体験だ
けでも収穫ですが、苦労して作ったものをお客さまの手に
届ける喜びは地域により強い思いを抱くきっかけをつくっ
てくれました。
近年は気候変動に伴い、九州は毎年のように災害に見

舞われています。同じ福岡に住んでいながら、それまで
ニュース上の出来事のように感じていたことも、このプロ
ジェクトの活動を進めていくうちに各地域の被災を、自分
事として捉えるようになりました。生産者の皆さまの苦労
がわかるからこそ、募金活動やボランティアだけでなく、
継続的な復興支援のために米作りの場を移転した理由も
そこにあります。
当初はモノづくりの過程を知る、という観点で始めたプ

ロジェクトですが、ともに作業をすることでできた地域の
方 と々の絆を通じて、（株）岩田屋三越が地元の企業であ

るからこそ、より福岡の活性化に関わりたいと、その実施
目的が次のステージに上がったように思います。
2022年１月に「福岡県ふるさと物産展」を開催します。

そこでは、作り手を取り巻く環境、後継者問題も含めて、
プロジェクトを紹介します。農家の方をお招きして、お客
さまと接する機会を設け、農家の方が、商品開発のタネ
を発見できるお手伝いができればと考えております。この
機会を通じ、私たちがプロジェクトで学んだことを、生産
者の皆さまとお客さまにお伝えし、「食を通したつながり
の輪」を広げることで「地域貢献」を目指していきたいと
思います。

（株）岩田屋三越　
食品レストラン営業部　

（左から順に）

青柳 健一
尾崎 秀人
佐藤 克美
石松 瑞樹
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2020年4月7日、（株）三越伊勢丹法人事業部（現・ビジネ

スソリューション事業部）は、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響で苦境が続く中小企業の支援につなげるため、全国の

信用金庫のビジネスマッチングサイト「よい仕事おこしネット

ワーク」と業務提携を行いました。

（株）三越伊勢丹の「商品化のノウハウや販路」と「全国

各地に拠点をもつ信用金庫のネットワーク」というそれぞれの

2019年10月に始まった「三越伊勢丹ふるさと納税」は、こ

だわりの返礼品がたいへんご好評をいただいています。

全国での店舗展開やこれまでの商品調達で培ったネットワー

クを背景に、百貨店バイヤーの目を通して選ばれたこだわりの

特産品をふるさと納税を通じてご紹介しております。その中には、

まだまだ世の中に広まっていない銘品もあり、モノを通じて知ら 三越日本橋本店で開催された「三越伊勢丹ふるさと納税展」

全国の中小企業をつなぐ�
「よい仕事おこしネットワーク」との業務提携

三越伊勢丹ふるさと納税

なかった国内の自治体を応援するきっかけづくりをしています。

現在参加表明している自治体数は114、公開済みの自治体

は89あります（2021年1月現在）。

また新型コロナウイルス感染症拡大で苦境に立つ生産者を

応援する取り組みや、災害支援の取り組みも行っております。

私どもの事業部は主に法人のお客さま（クライアント）の
企業価値の向上に向け、通常、百貨店の店頭にはないよう
なモノ、コトを含めてBtoBの事業を展開しております。
その中で、全国の信用金庫が連携し推進しているビジネ

スマッチングサイト「よい仕事おこしネットワーク」と数年来
のお取り組みをしてまいりました。信用金庫の皆さまは、地
域に根差した企業を主に金融面で支えています。歴史的に
も当社グループは地域の産業や職人の技などを百貨店という
「場」で支援してきており、その意味では、実は地域社会に
おける両者の役割が似ていると感じました。
そこで、コロナ禍で大変厳しい状況にある地域の企業の皆

さまを支援するため、両者が提携し、手を携えて地域の産業
を持続的に発展させる取り組みをスタートすることにいたしま
した。
また、本年度に新設した「ビジネスソリューション事業部」

I N T E R V I E W　パートナーとともに取り組む地域との協創は、百貨店の存在意義そのもの。

（株）三越伊勢丹 
ビジネスソリューション事業部

滝沢 勝則

では、多くの企業が抱える課題、社会課題の解決にも積極
的に取り組むこととし、「サステナビリティ推進」を軸に、「従
来の百貨店ではできなかったこと」も含めて、様々な新規取
り組みにも挑戦していきます。
なかでも「地方創生ソリューション」は重点取り組みと位
置づけており、今後多くの自治体や企業の皆さまとパート
ナーシップを組みたいと考えております。
具体的には、百貨店で培ったノウハウはもちろん、その他、
事業としてふるさと納税や旅行、ECなど、当社グループには
様々なリソースがあり、これらをフル活用することで、まだ全
国には知られていない隠れた銘品や優れた技術の掘り起こ
し、商品化、販路の拡大などにより、「地方創生」に寄与でき
ると考えております。
さらに、当社グループの強みでもある「安心・安全」のの
れんの信頼と、デザインの力を掛け合わせることで、地域産

業のリブランディング等にも取り組んでまいります。
こうした地域への貢献、地域との協創は、創業以来、当
社グループが担ってきた社会的な責任でもあり、地域産業
のレジリエンスな基盤づくり（SDGs⑨）や、住み続けられ
るまちづくり（SDGs⑪）の側面からも、当社グループの存
在意義そのものと言えます。
今後は、「人と時代をつなぐ三越伊勢丹グループ」として、

グループ内のリソース活用はもとより、外部の様々なパート
ナーも含めて、持続可能な地域社会
の実現に向けた取り組みを拡大して
いきます。

強みを掛け合わせることで、新たな地域産物の発掘・販路拡

大や国内の付加価値の高いモノづくり拡大を目指しています。
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「#みんなでマスク」は、当社グループがお取組先や生産者

の皆さまをつないでマスクの製造を依頼、すべての収益は日

本赤十字社（医療関係支援）に寄付をするチャリティ企画です。

様々な所属の従業員が「今できること」、「今やらなければ

いけないこと」は何かを考え、緊急事態宣言下の休業時から

このプロジェクトをスタートしました。

各自が持つ社内外のネットワークを活かして交渉し、お取組

先、デザイナー、今回のメインビジュアル作成のイラストレー

ター長場 雄さんや、タイトルとステートメント作成のコピーラ

イター後藤 国弘さんなどが、「この状況で何か力になりたい」

三越伊勢丹グループでは、公共性の高い百貨店であること

を活かし、募金活動のほか、商品調達力や販売スキルなど商

売を通じて得た知見を活用した社会貢献活動をしています。

ここでは、新型コロナウイルス感染症に影響を受けたビジ

ネスパートナーのために実施した活動をご紹介します。

緊急事態宣言の発出（2020年4月～5月）は、小売業だけ

でなく、様々な業態に影響を及ぼしました。

地域に元気を取り戻すため、宣言終了後、（株）静岡伊勢丹

では、これまでのテイクアウト販売で培ったノウハウ（内容・

価格）と場所や販売業務を、近隣の個人経営の飲食店７店に

提供しました。

メニューがふえたことは、近隣の官公庁やオフィスにお勤め

の従来からのお客さまはもちろん、「お弁当を買うことで少しで

も役に立ちたい」というお客さまに好評で、連日完売しました。

この結果を受け、（株）静岡伊勢丹では地域社会への貢献に

より力を入れることになりました。2020年度より、静岡県と山

梨県が共同で行っている「バイ・ふじのくに」に参画しています。

＃みんなでマスク

近隣飲食店のテイクアウトランチ販売をサポート

と快く賛同、協力してくださいました。

本企画は、新型コロナウイルスの影響により、仕事が減少

した国内の縫製工場や、医療関係者への支援を目的としてい

ますが、同時に、ファッション業界の現状をポジティブな内容

で発信し、「（自宅にいても）ファッションを楽しみたい！」と

いうお客さまのマインドに働きかけることで、賛同の環を拡大

することができました。

お取組先から素材（残反やデットストック生地）をご提供

いただき、その生地で国内縫製工場各社にマスクの製造を委

託、すべての生地のホルマリン検査を実施し、衛生面など品

質管理もしながら、2020年6月に三越伊勢丹オンラインスト

ア限定で発売しました。「#みんなでマスク」としてSNSでも

拡散、お取組先やお客さまからの投稿も数多く頂戴し、ご好

評のうちに約12,000枚を完売、3,112,727円を寄付すること

ができました。

近隣飲食店弁当販売 「バイ・ふじのくに」直売風景

社会貢献活動 伊勢丹新宿本店本館3階センターパーク／ザ・ステージ＃３

では、マスクケースの販売だけでなく、今回ご協力くださった

ブランドの皆さまからのメッセージとともにマスクの展示やメッ

セージ動画の放映も行いました。高いファッション性だけでなく、

お客さまやデザイナーの皆さま、生産者の皆さま、そして当社

グループが「#みんなでマスク」を通じて、想いを「つなぐ」こ

とができたプロジェクトとなりました。

新型コロナウイルス感染症で影響を�
うけた方への活動
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（株）三越伊勢丹では伊勢丹店舗で2007年より、三越店舗で

は2014年より、「ピンクリボンキャンペーン」を実施しています。

お客さま、従業員共に多くの女性に支えられている三越伊

勢丹グループでは、2016年より本活動をグループ全体に拡大

しました。活動開始当初よりご協力いただいている認定NPO

法人「乳房健康研究会」をはじめ、各地域の活動団体と乳が

んの早期発見、早期治療の啓発活動に取り組んでいます。

2020年度も乳がん月間である10月に、グループ全体で「ピ

ンクリボンキャンペーン」を実施。早期発見・治療を呼びか

ける店内放送や店頭でのリーフレットのお渡し、また「ピンク

旧・（株）伊勢丹の創業家が、1963年に創立し、後に公益

認定を受けた、公益財団法人伊勢丹奨学会が運営している奨

学金制度です。

都内および近隣県にある７大学の商業、経済および経営関係

学部に在学する、修学可能な心身で、学力優秀でありながら経済

的理由により修学困難な学生に対して奨学金を給付しています。

リボンバッジ」などによる寄付活動など、お客さまへの啓発活

動を行いました。皆さまのご協力の結果、2020年度の寄付

金額は、合計1,316,596円（13店舗）となりました。

この寄付金は、店舗の所在地域で活動する各団体へ寄付され、

乳がんの早期発見に向けた様 な々啓発活動に役立てられます。

2020年6月より、エムアイカードのポイント交換サイト上で

日本赤十字社への寄付ができるようになりました。集まりまし

た寄付は、新型コロナウイルス感染症対策を含む、日本赤十

字社の活動全般に役立てられます。

また、エムアイカード公式ホームページでは、お買物をしな

がら医療従事者支援につながる取り組みも併せてご紹介してい

ます。

期間 タイトル 金額（千円） 実施店舗 寄付先
6月〜9月 #みんなでマスク 3,113 オンライン 日本赤十字社
7月〜3月 有料紙袋販売枚数に応じた寄付 6,710 百貨店各店舗 WWFジャパン

10月 ピンクリボンキャンペーン 1,317

三越伊勢丹首都圏店舗9店舗・
函館丸井今井・新潟伊勢丹・仙台三越・
静岡伊勢丹・高松三越・松山三越・
岩田屋本店・岩田屋久留米店・福岡三越

認定NPO法人「乳房健康研究会」、
「ピンクリボンかがわ県協議会」、「ピンクリボンえひめ」、
認定NPO法人「ハッピーマンマ」

年間

動物保護 アクセサリー販売 989 イセタンオンライン 一般財団法人「クリステル・ヴィ・アンサンブル」

エムアイカード 1ポイント=1円として
お客さまから寄付

1,022
エムアイカードホームページ

東京国立博物館、京都国立博物館、国立科学博物館、
鎮守の森プロジェクト、名古屋城

1,788 日本赤十字社
エムアイ友の会　
エムアイ友の会の収益から、（株）エムアイ
友の会として一定の金額を寄付

1,621 グループ店舗友の会カウンター 公益社団法人Chance for Children

チャリティ合計 16,560

年間 新型コロナウイルス感染症対応
4,518 グループ店舗 日本赤十字社
54 広島三越 広島県

2020年度 店舗募金合計 4,572

海外店 （千円）

シンガポール伊勢丹 1,404

米国三越 153

ローマ三越 129

上海梅龍鎮伊勢丹 8,776

天津伊勢丹・
天津濱海新区伊勢丹 8,231

成都伊勢丹 6,767

バンコク伊勢丹 2,332

2020年度 
海外店寄付金合計 27,792

2020年度 海外店寄付金2020年度 主なチャリティ・寄付一覧

※2020.12現在のレートで円換算

ピンクリボンキャンペーンへの取り組み

伊勢丹奨学会

エムアイカードポイントの寄付先拡充

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 30

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07人・地域をつなぐ03

○文化・伝統の振興・継承○地域社会との協創 ○未来を拓く「人とのつながり」○● 地域社会との協創

People & community



三越伊勢丹グループの前身である三越は、1907年に新美術

部を創設します。知識がないと購入しづらいイメージのある美

術品を百貨店が紹介することで、誰もが安心して購入できる機

会を提供し、芸術と文化の普及を図りました。

美術部の歴史を振り返ると、日本美術の歴史を彩る数々の

巨匠が作品を発表してきたことがわかります。横山大観、東山

魁夷、平山郁夫、濱田庄司、バーナード・リーチなど、名を

あげるだけで日本美術史を語れるほどです。こうした作家の展

覧会を開催したことは、三越の美術の名を高め、作家にとって

憧れの場となっていきました。今後の活躍が期待される若手作

家にも、グループによる発表の場を提供することで、芸術と文

化を未来につないでいます。

現在でもその精神を受け継ぎ、文化に関心のある誰もがそ

のすばらしさを体感できる催事を継続的に開催しています。

また、国立博物館・美術館と協業し、美術作品のすばらし

さの普及に努めております。

ここでは、それらの活動をご紹介します。

当社グループの文化展の歴史は、1904年に三越日本橋本

店で開催された「光琳遺品展覧会」に始まります。この展覧

会は、モノを売るだけにとどまらず、日本の文化、特に芸術を

誰もが自由に楽しむことを近代百貨店の使命のひとつに据え

た、日本独自の文化の創造を目指したものでした。

現在、当社グループでは、「春の院展」と「日本伝統工芸展」

日本が世界に誇る文化財を守り、未来へと守り継ぐことを目

的に、パッケージに国立博物館・美術館の所蔵作品を使用し

た日本の美意識溢れる特別なギフトを、中元、歳暮の商品と

して販売しています。商品代金の一部は、その作品を所蔵して

いる博物館・美術館の運営に役立てられます。

を中心に文化展を実施しています。「春の院展」は、1945年11

月に三越日本橋本店にて開催された「第一回日本美術院小品

展」に始まり、途中、現在の名称に代わり、2021年には76回

を迎えました。本年度は、三越日本橋本店を皮切りに、仙台三

越、福岡三越、新潟伊勢丹で開催しました（開催会場は年に

よってかわります）。一方、「日本伝統工芸展」は、1954年に

第1回を三越日本橋本店で開催して以来、2021年には68回を

迎え、三越日本橋本店を皮切りに、名古屋栄三越、仙台三越、

福岡三越で開催しました。日本工芸会の諸部会の展覧会（陶

芸・染織・漆芸・木竹工・人形・諸工芸のみ）もまた、各店

で開催されました。

文化・伝統事業への貢献

春の院展・日本伝統工芸展など文化展の開催

国立博物館・美術館との協業

本年度から3D撮影した作品をオンラインでご覧いただける

ようになり、店頭に足を運びづらい方にも鑑賞の機会を提供で

きるようになりました。

このような美術展や文化展だけでなく、外国の文化を紹介

する外国展（イギリス・フランス・イタリアなど）、日本各地の

名品を地域ごとに紹介する物産展（北海道、京都、鹿児島、

沖縄など）を開催しております。

コラボレーション先：
● 東京国立博物館（2016年～）
● 京都・奈良・九州国立博物館（2018年～）
● 東京国立近代美術館（2020年～）
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三越の黎明期は、明治末から大正時代と重なります。経
済的な発展もあり、西洋文化が広く輸入された時代です。
時代の風向きは西洋文化一色になりそうなところ、日本らし
い百貨店づくりのため、当時の三越は日本文化の再発見と
振興にも取り組みました。その方向性を決めたのが、森鷗
外を中心とした知識人による「流行会」です。三越が芸術
文化を支援する礎をつくりました。
三越流行会の功績は、西洋文化を流行、趣味として発信

すると同時に日本文化も振興したことです。例えば、婦人
服や、紳士服の販売はまさに西洋文化の紹介ですが、その
一方で、元禄文化を代表する尾形光琳に注目し、「光琳遺
品展覧会」の開催、またその意匠の呉服への活用など、日
本文化の紹介にも力を注ぎました。この取り組みは、一般
の方が、美術品を鑑賞できる場所として百貨店が役割を担
う文化展に結実します。

戦前は、人気を集めた巨匠作家によるグループ展が有名
です。中でも、横山大観、竹内栖鳳らによる「淡交会」は、
後に大観自身が東西の巨匠が集い切磋琢磨する良いもの
だったと回想するほど、画家たちが鎬を削る頂上決戦のよ
うな展覧会でした。
もう一つ「春虹会」をご紹介します。この展覧会には、
上村松園が出品しています。私見ですが、華やかで女性的
な色使いを強調した出品作に、数少ない東京での発表への

第二次世界大戦の敗戦後、東京は焦土と化しました。日
本人を復興に向けて力づけるため、連合国最高司令官総司
令部は、日本画の展覧会開催を指示します。1945年11月
に三越日本橋本店で開催された第一回日本美術院小品展で
す。三越が会場にえらばれたのは、これまで日本の美術に
果たしてきた役割が評価されてのことと思います。この展覧
会は、「春の院展」として受け継がれ今日に至っています。
1949年の法隆寺金堂火災をきっかけに日本美術の保護と
継承に注目が集まり、1954年第一回無形文化財日本伝統
工芸展が開催されます。本年で68回を数える本展で、入選
作全約600点を一堂に鑑賞できるのは三越日本橋本店だけ
です。文化庁、日本工芸会等の主催者と三越が一体となり
継続して開催し続けたことは戦後の文化振興において重要
であったと思います。
両展覧会の開催は、文化勲章受章者や重要無形文化財
保持者（人間国宝）など我が国が誇る作家の個展の開催に
つながりました。時代が変わっても美術画廊がお客さまに
作品を紹介する場所であり続けたことは、日本の美術史に
おいても重要な意味があると思います。

2020年3月、三越日本橋本店に、コンテンポラリーアート
ギャラリーがオープンしました。現代美術の領域に挑戦する
プロジェクトです。オープニングは、日比野克彦氏の展覧会
でした。1991年に伊勢丹で開催された氏の「Xデパートメン
ト」を継承するもので、当時の出品作品も展示されました。
コンテンポラリーアート界を代表する日比野氏が（株）三越
伊勢丹という舞台で時間を超えて融合した展覧会を開催し
たことは、コンセプトを重視する現代美術の真骨頂となる意
義あるものでした。
美術というのは定義があるようで、曖昧な部分も多いもの

です。時代がアートという価値を創って来たともいえると思
います。時代が変化しても、作家と会話し、作品を理解し、
お客さまと会話し、お客さまの価値観に合った提案をすると
いう原点は変わらないと思います。作品を販売することで、
その時代の美術史を創ることに貢献できる。百貨店の美術
部にはそんな役割があると思っています。こうした活動が文
化振興に貢献し、今後も当社グループのサステナビリティ活
動の推進の一助となればと思います。

I N T E R V I E W　国内外文化・芸術の紹介と発表の場の提供。時代と共に創るアートの価値。
美術部創部の背景

三越美術部の活動

戦後の再出発

これからの美術営業部作家の意気込みを感じます。
このように出品作品から、当時の最高峰の作家にとって、
三越で作品を発表することが特別な意味を持っていたと感
じます。美術館等の作品解説に「淡交会」や「春虹会」の
名称を見つけると少し嬉しくなります。

（株）三越伊勢丹 
MD統括部 
美術営業部 

上野 憲一郎
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呉服店にルーツをもつ企業が統合してできた三越伊勢丹グ

ループは、文化・芸術の振興と継承に長年力を注いできまし

た。これは、百貨店がただモノを売る場所ではなく、その背景

にある文化の紹介を通じて、新しい文化を創造する場であると

考えているからです。

ここでは、新しい文化の担い手である、次世代の支援と育

成についてご紹介します。

「三越伊勢丹・千住博日本画大賞」は日本画にスポットを当

て、日本画に取り組むすべての人を対象とした公募のコンクー

ルです。今後の美術界で活躍する作家を発掘し、広く発信して

いくことを目的としています。「日本画」と題しながら、従来の

画材である岩絵具の使用を必須としない、新しい「日本画」に

挑戦する賞です。2020年4月に初回を開催し、200点を越える

応募がありました。千住博氏を審査委員長に迎え、厳正な審

査を通過した20点は、横山大観、平山郁夫など日本画壇を代

表する作家が作品を展覧した三越日本橋本店美術特選画廊に

て展覧されました。

現在、国内外から注目を集める日本のマンガ・アニメーショ

ン・映画・ゲーム。これらは文化芸術基本法 第9条で「メディ

ア芸術」として定義されています。

当社グループでは、これまで文化振興やクリエイター育成に

取り組んできた実績を活かし、「三越伊勢丹メディア芸術」を

新たに事業化しました。メディア芸術の優れた作品やクリエイ

ターと協業し、様々な企画を実施しています。

2020年12月には、累計1,500万部を超える大ベストセラー

小説を原作としたアニメーション「銀河英雄伝説 Die Neue 

These」とのコラボレーション企画を三越日本橋本店と三越伊

勢丹オンラインストアで開催しました。

2021年5月からは三越伊勢丹オンラ

インストアでも、メディア芸術の魅力

やオリジナル企画を紹介しています。

文化学園大学・文化学園大学短期大学部の学生を対象に、

2021年7月に「第一回  ユニフォームデザイン画コンペティショ

ン」を開催しました。このコンペティションでは、「未来を叶え

るサステナブルユニフォーム  あなたのデザインが社会を変え

る！」をテーマに、ユニフォームを着る業種や、着る人の性別

を問わない、未来に向けたユニフォーム

のデザインを募集しました（一人3デザイ

ンまで応募可）。１カ月と限られた応募期

間にも関わらず、99名104デザインもの

応募がありました。

今後も引き続き、創造力溢れる学生向

けのコンペティションを開催する予定です。
大賞受賞作品　全 民玉
「不確かな世界 ―落ちた星―」

※	40歳未満の大学院在学生および卒業生約90名

次世代支援・育成

新しい日本画に挑戦「三越伊勢丹・千住博日本画大賞」

クリエイターとの協業事業「三越伊勢丹メディア芸術」 MITSUKOSHI×東京藝術大学 夏の芸術祭2020�
次代を担う若手作家作品展

三越伊勢丹ユニフォーム事業部×文化学園大学�
ユニフォームデザイン画コンペティション

「MITSUKOSHI×東京藝術大学 夏の芸術祭」は、お客さま

に身近な環境でアートを感じていただくとともに、若手のアー

ティストに発表の場を提供する、次世代育成につながる取り組

みです。2020年8月で６回目の開催となりました。

「I LOVE YOU」をテーマに、日本画・油画・彫刻・工芸・

デザイン・建築・先端芸術表現・美術教育・文化財保存学の

９部門の現役教授陣がご推薦の、多様性社会

に生きるアーティストとして若き才能※が表現し

た作品をご紹介しました。
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コロナ禍により、国内外でデジタル化が一層進みました。

三越伊勢丹グループでも、進化するデジタル技術を使って

新しい顧客体験の提供に取り組んでいます。2020年度には、

店頭と同様の接客と、商品購入のできる「三越伊勢丹リモー

トショッピングアプリ（M
ミ ル ズ 


IRS）」のほか、バーチャル・リアリティ

（仮想現実、以降VR）※1の世界への参入も開始しました。VR

においては、①仮想店舗（場所や時間にとらわれないオンライ

ン上の店舗）の立ち上げや、その中での②デジタルウエア販売

（百貨店の商品をデジタルデータにしてアバター※2用の着せ替

え素材として販売）に挑戦しています。

ここでは、VRを活用したスマートフォン向けアプリ〈REV 

WORLDS／レヴワールズ〉を中心に当社グループのVRにつ

いて紹介します。

※1	 コンピューターを用いて人工的な環境を作り出し、あたかもそこにいるかのよう
に感じさせる仕組み。

※2	 VR上において、自分の分身として表示されるキャラクター 

新しい顧客体験の提供

2020年11月より、どこにいても、スタイリスト（販売員）に

よる店頭と同様の接客を受け、店頭の商品を購入することが

できる「三越伊勢丹リモートショッピング（MIRS）」アプリを

開始いたしました。伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、銀座

店のほぼすべての商品をスマートフォンでご購入することがで

きる当社グループオリジナルのアプリです。

百貨店の強みである接客は、実際に商品を手に取ることの

松山三越デジタルサロンは、店内ではご紹介が難しいアイテ

ムを、三越日本橋本店、三越銀座店とつながることでお客さま

へお届けしています。

店舗のリニューアルで百貨店の面積は大幅に縮小となりまし

たが、「店舗にない商品はデジタルサロンが他の店舗からお取

り寄せする」役割を担い、幅広いご要望の実現・ご相談ごと

の解決に努めています。

三越伊勢丹リモートショッピングアプリ（MIRS） デジタルで首都圏店舗と地方店舗をつなぐリモート接客

できないお客さまの不安解消につながるため、オンライン

ショッピングにおいても強みとなると考えています。

オンライン上でスタイリストが接客する、実際のお買物に近

いサービスを、2021年11月から開始しました。期間限定商品

や少量生産の貴重な商品など、これまで来店が必要だった商

品もご紹介でき、ご多忙な方、外出が難しい方へのユニバー

サルなサービス提供が可能です。

今後もスムーズなお買物をオンラインで提供できるように、

MIRSは進化を続けます。

お客さまご自身でオンラインショッピングができる時代にお

いて、リアルなサポートをご要望いただくのは、「ふだんから

利用している店舗の誰が対応しているのかがわかる安心感」で

あると考え、お客さまのサポート役として最大限寄り添うこと

をモットーに取り組んでいます。

デジタルサロンではご要望のあった商品の接客のほか、定

期的に店舗ではお取り扱いのないラグジュアリーブランド・ア

イテムのPOP UPを行い、実際にご覧いただきながらリモート

接客を実施しています。

こうした首都圏店舗と地方店舗をリモートで結ぶ取り組み

は、2021年10月に誕生した新潟伊勢丹「THE SALON」でも

始まり、今後も拡大していく予定です。なお、（株）新潟三越

伊勢丹では、このほかに新潟伊勢丹とサテライト店をリモート

で結ぶ取り組みも実施しています。
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これからの未来、人はインターネット上でもライフスタ
イルを求める。
初めてそう思ったのは、2008年のとあるIT企業の新作

説明会です。それ以来、オンライン上で人と人がコミュニ
ケーションをとることができる「仮想世界」をいつか自分で
も実現したく、キャリアを重ねながら挑戦をしてきました。
百貨店業は、お客さまのライフスタイルに幅広くお役に

立つことができる極めて稀な業種です。我々はモノを販売
するだけではなく、コミュニケーションをとりながらお買
物をお楽しみいただくことで、想い出という付加価値を創
造しているのです。この「人と人のコミュニケーションの
プロセス」こそが、付加価値を生み出す源泉となるものだ
と思います。
これらの付加価値は、オンラインでのお買物においても
提供できるはずです。それを実現させるのがVRを活用した
「仮想伊勢丹新宿店」です。一見VRといえば、IT系の仕
事というイメージを持ちがちですが、三越創業300年、伊
勢丹100年以上のノウハウがある（株）三越伊勢丹が参
加することで、よりよいコミュニケーションの場を提供で
きるのではないかと考え、2019年度のイントラプレナー
（社内起業制度）に挑戦し、2021年3月に仮想都市プラッ
トフォーム「REV WORLDS」を立ち上げました。
現在のREV WORLDSは伊勢丹新宿本店とその周辺が
舞台です。

2021年3月からはリアル店舗で実際に行われているイ
ベントとも連動開催をしていきました。例えば、「ISETAN 
MAKE UP PARTY」（2021年3月）は化粧品と連動した
催し物で、女子高校生やメイクに関心のある男性など、
実際の店舗には入りづらさを感じられるお客さまがバー
チャルにご来店になられました。
今、コロナ禍で外出を自粛される方が増えています。

会いたい人に会って話がしたい、というコミュニケーショ
ンの本質がこれまで以上に求められているように思いま
す。実際に、奥様と日ごろから百貨店に足を運んでくだ
さっていた高齢者の方からVRの使い方のお問い合わせな
どもあります。こうしたお問い合わせがあると、自分の想
いが間違っていなかったと励みになります。
今後はリアルではできないことができるVRの良さや、

リアルとバーチャルが連動した新しい体験を通じ、より多
くのお客さまがオンライン空間上で豊かなライフスタイル
をお楽しみいただけるよう、仮想の「都市」を開発してい
く取り組みを行っていきたいと思
います。

I N T E R V I E W　�現実と仮想。新しい二つのライフスタイルに、�
最高の顧客体験を。

（株）三越伊勢丹　 
MD統括部  
オンラインクリエイショングループ  
デジタル事業運営部

仲田 朝彦

三越伊勢丹グループは、24時間いつでもどこからでも仮想

都市にアクセスできるアプリ「REV WORLDS（レヴワールズ）」

を独自に開発しました。

このアプリを使用することで、お客さまは、VR上で、街並み

を楽しめる他、仮想伊勢丹新宿本店でお買物ができます。友

人と一緒に来店し、チャット機能を使ってコミュニケーションを

楽しむなど、「人とのつながり」を体験しながら、街や店内で

思わぬ商品との出会いや新しいきっかけを感じることができ�

ます。

2020年4月にはVR上で行う世界最大級の外部イベント

「バーチャルマーケット4」に出店後、店内の催事とも連動し着

実にお客さまを増やし、仮想店内の充実を図っております。

今後は、お客さまにとって最高の顧客体験を実現するため、

（株）三越伊勢丹でショッピングだけではなく様々な施設やサー

ビスを仮想都市内に盛り込んでいく予定です。

仮想・伊勢丹新宿本店アプリ�
「REV WORLDS（レヴワールズ）」

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 35

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07人・地域をつなぐ03

○文化・伝統の振興・継承○地域社会との協創 ○未来を拓く「人とのつながり」○● 未来を拓く「人とのつながり」

People & community



考え方

持続可能な社会・時代をつなぐ
2015年12月、国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）で「パリ協定」が採択され、世界はより脱炭素社会の
実現に向かって動いています。昨今日本では、平均気温の上昇、猛暑日の増加、ゲリラ豪雨の頻発など気候変動に起因した
災害に数多く見舞われています。これらの災害は三越伊勢丹グループの事業に影響を及ぼすと同時に、社会の消費行動にも
影響を与えています。
2020年度は、経営戦略につながるTCFD提言に沿ったシナリオ分析を行い、引き続き未来に向けた低炭素・脱炭素、資源
循環の取り組みを進めてまいります。

04

● �2020年環境中期目標に対する�
結果報告

● 環境に関する中長期目標
● TCFD提言に沿った情報開示
● 温室効果ガス削減の取り組み

サプライチェーン・マネジメント脱炭素社会に向けて

● 循環型社会に向けて
● 責任ある調達
● 品質管理の取り組み

アプローチ

サステナビリティ推進会議

サステナビリティ推進部会

コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議

環境方針 調達方針 人権方針

目標

体制・方針

当社グループは、未来に向けて持続可能な社会をつなぐため、安
心・安全な商品・サービスの提供、脱炭素社会や省資源をはじめと
した環境負荷低減につながる取り組みを推進しています。
特に消費者の環境意識が急激に高まっており、これまでも環境配慮
型の商品やサービスを積極的にお客さまに提案してきました。これか
らは、店舗だけに限らずオンラインストアでの展開をさらに進め、未
来に向けたメッセージを発信、提案し、コミュニケーションを図って
いきます。

気候変動 資源循環
包装資源使用量の総量抑制2030年 温室効果ガス排出量削減目標

2013年度比で▲50%（Scope1+2）
再生可能エネルギー導入比率 60%
(国内百貨店事業の電力に占める割合)
※国内百貨店事業の自社物件は100%

2050年 温室効果ガス排出量実質ゼロ
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脱炭素社会に向けて
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■ 水使用総量

2020年環境中期目標に対する結果報告

エネルギー使用量（原単位） 水使用量

CO2排出総量（マーケット基準）

三越伊勢丹グループではエネルギー使用量削減に向けた取り組みを継続的に行ってまいりまし

た。2020年環境中期目標「グループのエネルギー使用量原単位〈消費量／（延床面積×営業時間）〉

について2010年度を基準年度として2020年度に▲20%（固定係数を適用）」を目指してきました。

結果は21.2％の削減となり目標を達成しました。今後、2030年環境中期目標、2050年環境長

期目標に移行し、長期修繕計画にもとづいた温室効果ガスの削減に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症拡大により54日間の休業と時短営業要請の影響により大幅な削減と

なりました。2021年度は手順の検証、運用の見直しを進め、引き続き温室効果ガス削減に取り組

んでいます。

2020年環境中期目標に対する結果

2020年度 取り組み結果
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三越伊勢丹グループでは気候変動に対し、「技術」並びに「レ

ジリエンス」を念頭に、最新の省エネ技術、耐浸水技術等に

関わる情報を踏まえ、当社グループの長期修繕10ヶ年計画に

おいて、長期・中期・短期の時間軸で投資優先順位の入れ替

えや、グループ各社の好事例共有を行っています。建物そのも

のの維持管理により安全で快適な環境を提供しつつ、日々の運

用で省エネの取り組みを積み重ね、温室効果ガス削減につな

がっています。

2050年環境長期目標
2019年度、当社グループは2050年環境

長期目標として「温室効果ガス排出量実質

ゼロ」を決めました。その後、TCFD提言に

沿ったリスク分析や、2050年に向けた削減

取り組みについて議論を重ね、ロードマップ

を策定しました。今後の法規制や省エネ技

術の躍進を踏まえ、更新してまいります。

2018年度に、パリ協定の潮流を受け、政府目標※よりも高い

目標として、2013年度を基準に2030年度には温室効果ガス排

出量42％削減を目標に取り組みを進め、2020年は44.1％削減

となりました。要因としては前項と同様に新型コロナウイルス

環境に関する中長期目標

サプライチェーン全体での環境負荷低減、CO2削減の取り組

2020年度 Scope３の結果

2030年環境中期目標結果

感染症拡大に見舞われ、政府の緊急事態宣言発出により54日

間の休業や、その後もたびたびの時短営業要請のため、大幅

な削減となりました。また2021年4月の日本政府の目標修正を

受け、当社グループの目標設定についても見直し、修正を行い

▲50%削減に引き上げました。

排出量
目標

温室効果ガス
排出実質ゼロ

2013年度比
▲50%削減

2013年 2020年 2024年 2030年 2040年 2050年

削減

削減

●	長期修繕計画による高効率機器へ
の更新

●	新技術を用いた設備システムの導
入による省エネの推進

●	温室効果ガス排出実質ゼロ

●	長期修繕計画による高効率機器への更新
●	新技術を用いた設備システムの導入による省エネの推進
●	グループ購入電力の再エネ導入拡大
●	温室効果ガス排出実質ゼロをめざす

Scope1、2 太陽光パネル設置の検討、再生可能エネルギーの調達、省エネ推進
Scope3 サプライヤーの省エネ推進、容器包装等資材の絞り込みや代替素材への転換

みが重要であるとの認識のもと、Scope3 CO2排出量の算定・

開示が求められています。

当社グループでは、2018年度より、「サプライチェーンを通じ

た温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン」と、「同 

排出原単位データベース（Ver.3.1）」（2021年3月改訂 環境省・

経済産業省）にもとづき、Scope３を算定・開示しています。

2020年度の当社グループのScope３は、2019年度比で

87.5％という結果となりました。

また、昨年度に続き、Scope３に関わる第三者検証を受審し、

算定の正確性を確認しました。

※	現在、日本政府の温室効果ガス排出量削減目標は2013年を基準として2030年に
▲46％

2020年度は前年に対し19.9％の削減となりました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大による政府の緊急事態宣言を受け、

54日間の休業に加え、その後も時短営業を行ったことが削減

値に影響しています。

2020年度 Scope1・2の結果

当社グループでは2018年度よりCDP「気

候変動質問書」に回答しています。2020

年は「A－」でした。

気候変動に対する外部評価

●	長期修繕計画による高効率機器への更新
●	新技術を用いた設備システムの導入によ
る省エネの推進

●	後方照明のLED化（店舗天井照明のLED
化は完了）

●	グループ購入電力の再エネ導入開始
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三越伊勢丹グループでは気候変動対応を、企業活動を営ん

でいくうえでの重要課題に位置付けています。

2018年度に当社グループが事業を通じて持続可能な社会の

実現に貢献するためのマテリアリティ（①人・地域をつなぐ、

②持続可能な社会・時代をつなぐ、③従業員満足度の向上）

を特定し、気候変動対応を含むサステナブルな経営を推進し

てきました。

2018年度に2030年環境中期目標（CO2排出量2030年度

に2013年度比▲42%）を掲げると共に、2019年度に2050年

度CO2排出量実質ゼロを目指すことを決め、ロードマップを策

定しました。

このような状況にあって、当社グループとして気候変動対

応をより積極的に推進していくため「気候関連財務情報開示

タスクフォース（Task Force on Climate-related Financial 

Disclosures）」（以下、TCFD）に賛同し、引き続き環境変化

を踏まえ、より定量的な情報をもとに、評価、分析の見直しを

図っていきます。

当社グループでは、気候変動問題を重要課題と捉え、他の

リスクと同様に企業を取り巻くリスクの未然防止対策を講じ、

リスクが顕在化した際に迅速な対応を実行するためのリスクマ

ネジメント体制を敷き、その責任者としてCRO（チーフ・リス

ク・オフィサー）を設置しています。

CROは、代表執行役社長（CEO）の参謀的役割として気

候関連のリスクと機会の評価と管理、気候関連問題をはじめ

とする企業のリスクについて最高位の責任を負い、取締役会へ

の説明責任を有し、報告・モニタリングを行っています。取締

役会は、協議・決議された内容の報告を受け、対応方針およ

び実行計画等についての論議、監督を行っています。

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）とは、FSB

（金融安定理事会）により設置された、企業に対して年次報告

において、財務に影響のある気候関連情報の開示を求めるも

のです。

当社グループの気候変動に関するリスク・機会を洗い出し、

評価し、そして対策を講じることで、企業グループとしてのレ

ジリエンスを高めることはもとより、地域社会の一員としての

役割を積極的に果たしていきます。

気候変動に関するリスクや機会を特定し、移
行リスク・物理的リスクと機会に関してシナリ
オ分析と並行しながら整理し、重要度の評価
を行います。

❶
重要度評価

現状趨勢と２℃未満目標達成のためのシナリオ
を特定し、組織に適した情報へのアクセス（参
照すべき情報）、シナリオ定義を行うことで、
気候変動により影響を受ける事業環境を描き
ます。

❷
シナリオ群の
定義

シナリオ分析によって得られた情報をもとに、事
業インパクト（投入コスト、事業コスト、収益、
サプライチェーン、営業停止、タイミング）を分
析し、情報開示の程度を含めて明らかにします。

❸
事業インパクト

評価

特定されたリスクと機会を扱うために、適用可
能で実現可能な選択肢を特定します。またこ
れによって事業戦略や財務計画へのインプット
としてどのように対応するべきかを決定します。

❹
対応策の定義

TCFD提言に沿った情報開示

はじめに

TCFDとは ガバナンス

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 39

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07持続可能な社会・時代をつなぐ04

○サプライチェーン・マネジメント○脱炭素社会に向けて○● 脱炭素社会に向けて

Society & environment



三越伊勢丹グループでは、2つの将来の姿を思い描き、い

ずれの場合においても適切に対応できるようにシナリオ分析を

行いました。

いずれのシナリオも国際エネルギー機関（IEA）、気候変動

に関する政府間パネル（IPCC）が公表しているシナリオをベー

スに進めました。

具体的には、気候変動対策が思うように進んでいない現在

の延長線上の「4℃の世界」、気候変動対策が進みパリ協定の

目標が実現した「2℃未満の世界」を定め、それぞれの世界

が当社グループに与える財務的な影響等を洗い出し、リスク�

と機会の双方から検討したうえで適切な対応を講じてまいり�

ます。

2030年の世界 事業への影響 財務への影響度
2℃未満 4℃

リ
ス
ク

物理的
リスク

異常気象の
激甚化

●	店舗が被災し損害が発生する財務リスク
●	台風等により店舗が営業できないことによる売上減少のリスク
●	サプライチェーンが寸断し商品調達ができず売上が減少するリスク

▼▼ ▼▼▼

移行
リスク

温暖化の
進展

●	防寒商品等の売上の減少リスク
●	気温上昇に伴い消費者の外出が減り来店客が減少することによる売上減少リスク ▼ ▼▼▼

炭素価格の
導入

●	エネルギーコストの上昇
●	温室効果ガス排出削減に向けた設備等投資コストの発生
●	商品調達原価の上昇

▼▼▼ ▼▼

機
会

消費行動変化 ●	環境配慮型消費への関心の高まりと対応 △△△ ▼

省エネの実現 ●	エネルギーコストの削減が財務に与える影響 △△ △

企業に対する評価 ●	環境対応企業を目指すことでステークホルダーの評価、イメージの向上 △△ △

2℃未満の世界  〜脱炭素化が進み、自然災害の激甚化にも歯止め〜

4℃の世界  〜現状延長線上の世界で、自然災害はより激甚化～

政
府・行
政

● �炭素税の導入が進み、コスト上昇の圧力が高まる
● �温室効果ガス削減目標達成に向けて、省エネ・再エネ普及政策が高度化

政
府・行
政

● �現行の税制や規則継続
● �炭素税などが導入された場合も財務影響は比較的軽微

自 

社

● �自然災害の激甚化に歯止めがかかり、百貨店店舗等の物理的リス
ク減少

● �より高度な省エネ対応、温室効果ガス削減対策の実施が必須
● �再エネ調達手段が多角化し、コスト低下が進展

自 

社

● �自然災害の激甚化によって、百貨店店舗等の物理的リスク顕在化
● �現行の省エネ対応、温室効果ガス削減対策の推進
● �再エネのコスト高が継続し、切り替えが十分に進まず
● �温暖化の進展によって、深まる冬物衣料等の不振
● �頻発する自然災害によって、顧客の消費マインドが停滞し、売上減少

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

● �進む化石燃料から再生可能
エネルギーへの転換

● �脱炭素化を要請する動きが
一般化

● �炭素税の影響で製品価格が
上昇

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

● �自然災害の激甚化により、操
業停止・製品供給が寸断され
るリスクが顕在化

● �化石燃料への依存が継続

消
費
者

● �脱炭素・省エネ・環境配慮型
商品やサービスを選択

● �企業の環境対策が企業イ
メージに直結（環境対策に熱
心な企業に共感を覚える一
方、環境対策に無関心な企業
の商品・サービスを拒絶）

消
費
者

● �高まる脱炭素商品に対する
ニーズ

● �高まる省エネ商品に対する
ニーズ

● �高まる環境配慮型サービス
に対するニーズ

● �温暖化の進行によって、冬物
衣料等への需要停滞

● �頻発する自然災害によって、
停滞する消費マインド

Representative Concentration Pathway 8.5/2.6℃〜4.8℃	 IPCC2015年
Stated Policies Scenario	 WEO
Reference Technology Scenario	 IEA
Sustainable Development Scenario	 WEO
Beyond 2℃ Scenario	 IEA
Representative Concentration Pathway 2.6/0.3〜1.7℃	 IPCC2014年
World Energy Outlook	 IEA
国交省「気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言」

参照シナリオ

▼：事業リスク拡大　△：事業収益機会拡大

戦略
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三越伊勢丹グループでは、気候変動に関するリスク（移行

リスク・物理的リスク）・機会の双方について、以下のプロセ

スにもとづいて評価、分析、対応しています。

また当社グループは、気候変動に係るリスク・機会について、

「サステナビリティ推進会議」において検討を行い、各社・各

部門への共有を図っております。

◆	��環境中期目標：2030年における温室効果ガス排出量を2013
年度比▲50%

◆	��環境長期目標：2050年における温室効果ガス排出量実質�
ゼロ

◆	��環境長期目標の実現に向けて、再生可能エネルギーへの切
り替え計画、お取組先へのアセスメント実施、SBTの認証取
得等について、併せて検討・実施してまいります。

当社グループのマテリアリティ「人・地域をつなぐ」、「持続

可能な社会・時代をつなぐ」では、高まる気候変動などの環

境に対する意識を踏まえた、環境配慮型商品やサービスの提

供を積極的に行ってまいります。

目標

削減

温室効果ガス排出
実質ゼロ

2013年度比
▲50%削減

2030年2013年 2050年

リスク管理 指標と目標

当社グループとして脱炭素社会を実現し、持続可能な社会

にしていくことに貢献するための目標を設定し、実現に向けた

取り組みを推進してまいります。

具体的取り組み策
◆ �照明のLED化の推進
◆ �環境に配慮した店舗づくり
◆ �屋上緑化や建物の環境性能維持管理

リスクに対する取り組み

機会を活かす取り組み

具体的取り組み策
◆ �本業を通じて取り組む“think good”

◆ �日本環境設計のサプライチェーンにてリサイクル

◆ �買い取り・引き取りご相談窓口 i'm green

1. �当社グループに影響を与えると考えられる、気候変動
に関するリスク・機会を抽出

2. �抽出したリスク・機会をお客さま・お取組先・地域社
会・投資家などのステークホルダーに与える影響度と、
リスク・機会発生の可能性の2軸でプロット

3. �プロットされた項目毎の影響度について、定量面・定性
面双方の視点から検討し、重要度を確定
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LED
設置台数 投資金額 全国電力使用量

（kWh/年）
前年比 2010年度比 対前年削減量

（kWh/年）

2010年度 ‒ ‒ 4億6,969万 ‒ ‒ ‒

2011年度 144,510台 1,089百万円 4億4,709万 95.2% 95.2% ▲ 2,259万

2012年度 21,083台 409百万円 4億1,745万 93.4% 88.9% ▲ 2,964万

2013年度 47,631台 1,091百万円 4億2,426万 101.6% 90.3% ▲    681万

2014年度 4,805台 78百万円 4億   689万 95.9% 86.6% ▲ 1,737万

2015年度 5,365台 208百万円 3億9,339万 96.7% 83.8% ▲ 1,349万

2016年度 88,724台 2,135百万円 3億8,070万 96.8% 81.1% ▲ 1,269万

2017年度 146,945台 2,697百万円 3億5,042万 92.0% 74.6% ▲ 3,027万

2018年度 43,067台 828百万円 3億2,478万 92.7% 69.1% ▲ 2,564万

2019年度 1,396台 26百万円 2億9,556万 91.0% 62.9% ▲ 2,922万

2020年度 6,316台 117百万円 2億5,217万 85.3% 53.7% ▲ 4,338万

累 計 509,842台 8,682百万円     

2011年より店頭の天井照明をすべてLED化することを目標と

し、2020年度までに約87億円を投資し約51万台の照明器具を

LEDに交換しました。内容としては、蛍光ランプ、HIDランプ（水

銀灯などの放電管）、および一部残存していたハロゲンランプを

LEDに交換する工事を実施しています。この結果、2013年度比

で年間電力使用量は約40.6％削減、電力由来の温室効果ガス

排出量は26,290t削減しました。

伊勢丹新宿本店は、本館の外壁修繕を2019年度より進めて

まいりました。2020年9⽉25⽇にすべての⼯事が完了し、外壁

照明デザインを刷新しました。従来⽐約50％の消費電⼒で、

温室効果ガスを削減したあたらしい照明デザインは、⽇没から

深夜までの時間の変化や、四季の変化を演出し、新宿の街の

情景に潤いや楽しさを与えています。

2019年度までに当社グループ店舗の天井照明LED化が95％

を超えたため、2020年度は首都圏店舗の後方照明LED化に着

手しています。

温室効果ガス削減の取り組み

LED化の取り組み

伊勢丹新宿本店 外観照明の刷新による�
温室効果ガス削減

首都圏店舗のバックヤード照明のLED化

LED照明設置台数と全国電力使用量の推移

伊勢丹新宿本店
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（株）静岡伊勢丹が運営するコリドーフジは、建て替え、リ

ニューアルオープンに伴い、お客さまに快適な空間を提供しな

がら温室効果ガス排出量削減を実現しています。複層ガラスの

採用により断熱性の向上、LED照明の設置のほか、自然通風

や採光による空調運転負荷軽減に取り組んでいます。

2021年秋から段階的にリニューアルオープンする松山三越

では、地域と協業した店づくりを進めています。

店舗設備の大規模修繕を実施し、屋上熱源機器を既存の大

容量機器から、コンパクトな機器に更新し、日々の天候や店舗

内環境に配慮して、さらに細かな運用を行うことで、年間温室

効果ガス排出量を660t削減することが可能となりました。

屋上熱源機器更新によるCO2削減 地域に根差した、脱炭素な店づくり

静岡伊勢丹 コリドーフジ 取り組みのポイント

複層ガラスの採用 安定採光 自然通風を取り込む開口部 高断熱＋日射抑制 高効率LEDの採用

北側（青葉通側）に設けられた窓面
には複層ガラスを採用し、外部から
の熱負荷の侵入を防ぐと共に、室内
の熱損失を低減する効果をもたら
し、断熱性の向上を図っております。

北側（青葉通側）に設けられた窓面
からは、日中の太陽の動きに影響さ
れない、安定した照度を得ることが
できます。それにより日中の室内照
明の負荷を低減することが可能とな
ります。

中間期（春・秋）には窓面を開口す
ることにより、日中の冷房負荷を低
減する効果を生み出します。また自
然通風によりバイオフィリックデザイ
ンをより強化する働きを生みます。

南側（水路）には開口部を減らし、
かつ倉庫などのバックヤード系の諸
室を配置することで直射日光による
熱負荷を低減しております。また屋
上部は外断熱を施し、室内への熱
負荷の侵入を抑え、空調コストの低
減を図っています。

売場や外部の照明には演色性の高い
高効率LEDを積極的に採用していま
す。北面からの安定採光を組み合わ
せることで、照明負荷によるランニ
ングコストの低減を図っており�
ます。

省エネポイント❶ 省エネポイント❷ 省エネポイント❸ 省エネポイント❹ 省エネポイント❺

（株）静岡伊勢丹  コリドーフジ
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伊勢丹新宿本店「アイ・ガーデン」 三越日本橋本店「日本橋庭園」 三越銀座店「銀座テラス」

屋上緑化は日射を遮断し、コンクリートの蓄熱を防ぐことに

より建物最上階の空調負荷が低減され、建物の省エネを実現

できます。緑化は、建築物を緑で覆うことにより、蒸散作用に

よるヒートアイランド緩和に効果があることから、当社グループ

では温暖化対策の一環として注力しています。

屋上緑化により、①表面の温度上昇の抑制効果 ②省エネ効

果 ③空気の清浄・ヒーリング効果のほか、周

辺緑地をエコロジカルネットワークでつなぐ効

果があり、生物多様性にも貢献しています。

伊勢丹新宿本店「アイ・ガーデン」、三越

日本橋本店「日本橋庭園」、三越銀座店「銀

座テラス」は、都市緑化機構の「SEGES（シー

ジェス）都市のオアシス」に認定されています。

2006年に伊勢丹新宿本店本館屋上にオープンした「アイ・

ガーデン」は、ひろびろとした芝生広場と、桜や紅葉などの雑木

林が織り成す安らぎの庭園です。

2010年には、三越銀座店に「銀座を訪れる方に“憩いと賑わ

い”の提供」を目指した「銀座テラス」がオープン。隣接するレ

ストランやカフェには、お子様連れのお客さまが多く来店し、

ショッピングの合間のくつろぎの場となっています。

2019年5月に、三越日本橋本店本館屋上は、「日本橋庭園」

として生まれ変わりました。

この庭園は、三越日本橋本店本館屋上の高さと、皇居の標高

が同じ百尺（約31ｍ）であることから、皇居の豊かな植生に倣っ

た緑を再生しています。

三越日本橋本店前の中央通りに沿ったビル群の高さは、「日

本橋庭園」と同じ高さ（約31ｍ）で統一されています。「日本橋 日本橋庭園　アキアカネ

屋上緑化の取り組み

庭園」は街の一部として溶け込んでおり、都会の中の自然として、

多くのお客さまにご来場いただきながら、自然を楽しむことので

きる場所となっています。
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伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店は、2016年

3月に「CASBEE不動産評価認証」で最高位のSランクを取得し、

2021年7月に認証を更新取得しました。

評価は建物の環境品質と環境負荷低減の30の配慮項目から

なり、3店舗は「耐震化、維持管理、省エネ対策、屋上緑化な

どの周辺環境への配慮に積極的に取り組んでいること」「築年数

が経過しても良好なメンテナンスと企業としての環境配慮により、

高い環境性能を維持していること」が評価されました。

今後も既存建物を維持しながら、安全で快適な環境を提供

し、また、歴史的建築物である三越日本橋本店本館（国指定重

要文化財）、伊勢丹新宿本店本館（東京都選定歴史的建造物）

の保全と長寿命化を図り、大事に建物を使い続け持続的に後世

に引き継いでいきます。

伊勢丹新宿本店 三越日本橋本店 三越銀座店

安全で快適、環境品質の高い建物維持管理の�
取り組み
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当社グループにおける資源循環と４Ｒ

三越伊勢丹グループ調達方針において「持続可能な循環型

社会・省資源社会を目指し、サプライチェーン全体での廃棄

物の排出抑制と適正処理、資源循環に努めます。」と掲げて

います。その具体的行動の一つが「４R※」です。適切な発注

と在庫管理、長く大切にご利用いただくための上質な品ぞろ

えとアフターケア、買い取りのご提案や衣料品回収など、お

客さまのご要望に対応しながら当社グループだからこそできる

資源循環の形を目指してまいります。

廃棄

二次
流通

※４ＲのRefuse、Reduce、Reuse、Recycle

Refuse
ご辞退を提案

目的に合わせた選択肢をお客さまに 
ご提示しています。
買物袋ご辞退による包装材総量抑制、�
スマートラッピング、カードご利用明細のWEB化等

Reduce
減らす

生産や発注を見直すことで、廃棄量を減らします。
アプリ訴求・オフィスでのペーパーレス化のほか、�
受注販売による適正在庫の実現等

Reuse
再利用する

モノを大切に長く使うライフスタイルの 
ご提案をしています。
修理やリフォーム、衣料品等の買い取りと二次流通、�
レンタルサービス、紳士靴の中古販売等

Recycle
資源を再生する

焼却廃棄ではなく新たな資源につなげています。
各店舗から排出される食品残渣（ざんさ）を飼料、�
肥料、燃料化するほか、お客さまお持ち込みによる�
衣料品回収、ペットボトル回収、リサイクル繊維を�
使用したオリジナルバッグの販売等

良いものを長く使う
◆ 修理  ◆ リペア  ◆ リフォーム

衣料品�
回収

受注販売による
適切な生産量

統一ハンガーの�
回収

フォーマルウエアの�
シェアリングサービス

お客さまの不要になった衣料品や�
雑貨を買い取る、引き取るサービス

つくる

選ぶ

使う

回収する

手放す

食品廃棄物のリサイクル

ISETAN VINTAGE PROJECT

マイバッグのある�
ライフスタイルへ

カードご利用明細の�
WEB化

サプライチェーン・マネジメント
循環型社会に向けて

基本的な考え方

Refuse

Recycle

Reuse

Reduce4R
Reduce

Recycle

Reuse

Reuse

お客さまへ「使う」「手放す」の様々な選択肢をご提案。

Refuse
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三越伊勢丹グループの“think good”活動では、「モノを大

切に長く使う価値観の享受」をテーマに4Rの推進に取り組ん

でいます。

この一環として、2021年3月より、伊勢丹新宿本店リ・スタ

イルおよび、三越伊勢丹オンラインサイトにて、黒染めサービ

ス「KUROZOME REWEAR」をスタートしました。このサー

ビスでは、日本の伝統的な正装である黒紋付を100年間染め

続けてきた（株）京都紋付と協業。独自の深黒加工（しんくろ

かこう）で、深みのある黒に染め替えることにより、お客さま

の大切なお品物に、新たな命を吹き込みます。

また、京都紋付は、『大切な服を長く着られるようにするこ

とで、サステナブルな社会を実現する』という考えのもと、染

め替えの工程での染料にもこだわり、過去にエコテックス®ス

タンダード100認証のクラスⅡを取得したこともある染料を使

用し、地球環境に配慮した加工技術の開発にも取り組んでい

ます。

累計の注文件数は、330点を超え、当初予想を大きく上回

る反響をいただいています。

今後も、「KUROZOME REWEAR」を通じて、愛着のある

一着を長く使う喜びや、限りある資源に関心を持つきっかけを

ご提供していきます。

「KUROZOME REWEAR」�
黒く染め替えて生まれ変わる服

I N T E R V I E W　社会課題を考えながらワクワクドキドキする仕掛けを提案。

（株）三越伊勢丹  
クロージング＆アクセサリー  
Ⅰグループ 新宿婦人営業部 

神谷 将太

（株）三越伊勢丹は長い歴史の中で『ファッション』に
よってお客さまとのつながりを作ってきたことから、環境
に配慮しながらのモノ作りでも、お客さまに高揚感（ワク
ワク、ドキドキ、これ欲しい、かわいい、かっこいい）を
抱いていただく仕掛けが必要だと考えています。私はバイ
ヤーとして、上質な洋服や独自性のある洋服をご提案し
てきましたのでお客さまには修理をしながら長く着ていた
だきたいという想いを常に持っていました。一方で、新た
な高揚感が生まれる消費・サービスの在り方をお客さま
にご提案するのも私たちの大切な仕事だと考えています。
「KUROZOME REWEAR」は、ご購入いただいて終わり
ではない、モノを介しお客さまとお取組先・地域と従業
員の接点やコミュニケーションとなっています。また「ど
んなふうに仕上がるんだろう」といったお客さまの想像力
を掻き立てる取り組みとなりました。

今後もデザイナーやクリエイターなど様々な人たちとの
コラボレーションを通じて、ユーズドストックを蘇らせる
プロジェクトを企画しています。これは単なる衣料品の再
利用や修理ではありません。モノの仕込み、展開・世界
観の仕掛け、販売、そのすべての過程においてお取組先
や地域社会と協力しながら商品の価値を向上させ、お客
さまにお伝えするのが百貨店の役割であり、最も大切な
ことだと思います。

Refuse

Recycle

Reuse

Reduce4R
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三越日本橋本店の食品フロアで、「プラスチック資源循環促

進法」対応に向け、Loop Japan合同会社（以下ループジャパン）

と東京都による「プラスチックの持続可能な利用に向けた新た

なビジネスモデル構築」のための実証実験に参画しました。

惣菜ブランドの桂林プレミアム、サルメリア ガリバルディの

ご協力のもと、2020年2月の2週間、リユース容器のお客さま

の利便性や販売オペレーションを検証しました。惣菜事業にお

ける容器リユースは世界でも稀であるため、当社グループより

事前段階で品質管理や衛生管理の重要性や留意点について報

告するとともに、実際の販売の段階におけるオペレーションや

お客さまの利便性に関する課題点についても提

起しました。上記はループジャパンを通して事業報告書として、

東京都環境局に提出されました。

今後も、循環型の仕組みを利用した容器の継続的な取り組

みを検討していきます。

百貨店業界では、1997年から、アパレル業界とともに廃棄

ハンガー削減に向け「百貨店統一ハンガー」を導入し、三越

伊勢丹グループもこれに参画しています。2020年度は、約23t

のプラスチックごみの削減につながりました。これは約59tの温

室効果ガス削減（杉の木24,521本分の吸収量）に相当します。

国内グループ百貨店では、容器包装リサイクル法関係省令

改正によるプラスチック製買物袋有料義務化に伴い、2020年7

月1日より、自社製プラスチック買物袋を順次廃止しています。

また、プラスチック製買物袋だけではなく、紙製買物袋も

含めた使用量削減のため、「マイバッグはお持ちでいらっしゃ

いますか？」のお声がけを強化し、“マイバッグの利用と持ち

歩き”がスタンダードなライフスタイルとなることを目指してい

ます。

お客さまのご理解とご協力の結果、プラスチック製買物袋の

使用量の大幅減となり、温室効果ガス約1,005ｔの削減（杉の

木約40万本の温室効果ガス吸収量に相当）※に寄与しました

（2020年7月から2021年3月末まで）。

マイバッグのおすすめとともに、ペットボトル等の再生繊維を使用したオリジナルバッ
グを企画販売しています。2020年7月から2021年3月までに9万個を販売しました。

※環境省「３R行動見える化ツール」、林野庁「杉の木換算」にもとづいて計算

24,521本分

❶店舗

❹使用後、容器を
 軽くすすぎ洗い

❺購入店舗へ次回来店時
 使用済み容器を持参

❼店舗にて使用済み容器を
 ピックアップし、洗浄施設へ

❾洗浄・消毒済み
 容器を店舗へ
 配送

❸お客さまは
 購入した惣菜を
 自宅などへ持ち帰る

❽使用済み容器の
 洗浄・消毒

❷来店したお客さまが
 惣菜を購入

❻店舗設置の
 回収ボックスにて
 使用済み容器を返却

容器再利用のスキーム

Refuse

Recycle

Reuse

Reduce4R

マイバッグの利用と持ち歩き推進 リユース可能な容器での販売

統一ハンガーの回収

サルメリア ガリバルディ桂林プレミアム
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三越伊勢丹グループでは廃棄物排出量削減に向けた取り組

みを継続的に行ってまいりました。2020年環境中期目標「廃

棄物リサイクル率について2020年度に75%を達成」を目指し

てきましたが、結果は首都圏では76.8%を達成したものの、

全国では71.3％となり目標達成に及びませんでした。現在、

廃棄物計量器を百貨店店舗に設置し、種類ごとの排出量の

「見える化」を進めています。今後も限りある資源を無駄にす

ることなく、有効活用に取り組んでまいります。

（株）三越伊勢丹では農林水産省が2030年のSDGs達成を

目指し、今だけでなく次の世代も豊かに暮らせる未来を創るべ

く立ち上げられたプロジェクト、「あふの環（わ）2030プロジェ

クト～食と農林水産業のサステナビリティを考える～」に参加

グループ会社のエムアイカードでは、食品ロス削減を支援

するサイトを紹介しています。2020年4月、新型コロナウイル

ス感染症拡大で緊急事態宣言が発出し、当社グループをはじ

めとした店舗の休業や、学校給食の休止による未使用食材の

増加など、食品ロスの問題が大きな話題となりました。エムア

イカードでは、支援活動に貢献されている事業者さまにお声

がけし、エムアイカード会員向けのページにてご紹介させてい

ただきました。

日本橋本店食品フロアでは食品ロス削減への継続的な取り

組みを行っています。特に「資源を無駄にしない」取り組みと

して、フルーツ売場では、ギフトとしての販売のほか、ス

ウィーツやフレッシュジュースにも無駄なく利用してロスを削

減しています。またイベントでは端材を贅沢に活用し、鮨屋で

は太巻きを、精肉店では牛肉コロッケを提供しました。催事

終了後も、メニュー開発を継続して行っています。

2020年環境中期目標結果（廃棄物）

廃棄物排出量の削減に向けた様々な取り組み

(t-CO2)

■ 全国廃棄物総排出量
首都圏廃棄物リサイクル率
全国廃棄物リサイクル率
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廃棄物

「サステナブルウィーク」開催

エムアイカードによる食品ロス削減の取り組み

三越日本橋本店食品フロア
「サステナブルウィーク～Do well by doing good.～」

しています。2020年9月、伊勢丹新宿本店食品フロアでは、

サステナブルウィークを開催。社会課題となっている食品ロス

削減を意識したお弁当のミニサイズ化や、食料資源不足の代

替素材として注目されている大豆ミートの使用、減プラ容器の

利用など、食と暮らしへの小さなヒントを投げかけました。
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「i'm green」（アイムグリーン）はお客さまの使われなくなっ
たお品物を買い取り、お引き取りし、次につなげていくサー
ビスとして2020年10月にトライアルをスタートいたしました。
サービス構築のきっかけは、お客さまの声でした。
以前私が伊勢丹新宿本店でお世話になっていたお客さま

から「たくさん眠っているモノがあるから何とかしてほしい」
とご相談いただき、ご自宅にお伺いしました。
クローゼットにはたくさんの洋服やバッグがありました。

「今は使っていないモノも多く、どうしていいかわからない」
と困っていらっしゃったのですが、当時の私には何もできず
悔しさが残りました。その後新規事業企画の部署に異動し、
当時のお客さまの声をもとに1年半の構想を経て実現したの
がこの「i'm green」です。
i'm greenの特徴として、「捨てない社会」を実現するた

めに、使われなくなったお品物の買い取り、お引き取りをメ

丹が長年培ってきた「安心」と「信頼」に拠るところが大
きいと思います。大切なお客さまの情報を守ることもできる
ため、支持をいただいていると実感しております。
今後は、対応できるアイテムの拡充を行い、お客さまと

の接点をより増やしていきたいと考えております。また残念
ながら買い取りできずにお引き取りになってしまったお品物
をリメイクしたり、形を変えて生まれ変わらせることができ
ないかなど、廃棄の手段をできる限り減らして、環境負荷
低減や社会貢献につながる取り組
みに進化させていくつもりです。

I N T E R V I E W　お客さまの声から生まれた、「捨てない社会」の実現。未来に向けた事業創造。
インにしながら、お値段がつかなかった衣料品などは提携
企業を通じて、原料に戻すリサイクル活動も行っていること
があげられます。
今までの百貨店は、お買い上げいただいたお品物が、ど

のように使われ、最終的にどうなっているのか、追跡するこ
とはありませんでした。i’m greenを通じてお客さまの大事
にされていたものを捨てずに何らかの形で次につなげていく
ことは販売後のサポートとして百貨店が存在する社会的意
義になると思っております。
またもう1つの特徴として百貨店が運営している「安心」と

「信頼」があります。
お客さまの声として最も多いのは、「整理したいけれども、

どの会社・業者に頼めばいいかわからない。心配がある」
というご意見でした。我々が検証スタートから約1年間で
2,000件以上のご相談にお応えできたのは、（株）三越伊勢

（株）三越伊勢丹 
オンラインクリエイショングループ  
デジタル事業運営部 

大塚 信二

「捨てない社会」、「必要以上に作らない社会」を実現するた

め、三越伊勢丹グループでは使われなくなったものをまた新

たに活躍できる未来につなげる場所へと送り出すビジネスを事

業化しました。それが、2020年10月に始まった、i’m green

です。店頭（新宿・日本橋）での承りのほか、宅配でのサー

ビスもあります。

1. 選べるお手続き方法

ご来店や宅配などご希望に
合わせてご利用いただけます。

日本環境設計のサプライチェーン
にてリサイクルいたします。

4. �衣料品の一部は 
資源などにリサイクル

専属スタイリストが最適な
方法をご提案いたします。

3. �（株）三越伊勢丹のスタイ
リストがご相談を承ります

2. お買物のついでに

三越や伊勢丹でのお買物前に
お気軽にお立ち寄りください。

Refuse

Recycle

Reuse

Reduce4R

i'm green

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 50

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07持続可能な社会・時代をつなぐ04

○サプライチェーン・マネジメント○脱炭素社会に向けて ○●サプライチェーン・マネジメント

Supply chain



三越伊勢丹グループでは、「持続可能なサプライチェーン」

「ビジネスと人権」等の社会課題に対応するため、2018年度に

「三越伊勢丹グループ調達方針」「三越伊勢丹グループ人権方

針」を策定、ホームページにて開示しています。

当社グループおよびお取組先におけるサプライチェーン上の

課題を抽出、リスクを排除し、各社単独では実現できない課

題解決を進め、責任ある調達を実現するための第一歩として、

「サステナビリティ調達に関するアンケート」を初めて実施しま

した（対象：百貨店事業の売上上位約7割を占めるお取組先、

その他事業や後方部門の主要お取組先）。

設問は、コンプライアンス、品質管理、持続可能性、環境、

人権のカテゴリーに関して、各社における方針やガイドライン

の有無、サプライチェーンを含めた実効性向上施策で構成し

ています。また、“think good”やコロナ感染拡大防止対策等

への認知度、その他ご要望も伺っています。

当社グループ国内各社のステージB（課長・係長級）以上（約
3,600名）を対象に、「調達方針に関するeラーニング」を実施、
理解と遵守の風土醸成に努めています。

主な内容
◆	責任ある調達とは
◆	三越伊勢丹グループ調達方針策定の目的と内容
◆	ケーススタディ

従業員教育
リスク抽出

重点カテゴリー設定
継続的な改善活動お取組先

三越
伊勢丹
グループ

● アンケート調査
● ご要望や課題のヒアリング

● お取組先説明会
● 各種基準やガイドラインの共有

■ 組織や体制がある
■ 組織や体制はあるが十分に運用できていない
■ 組織や体制はない

商品・サービスが適正な品質で、安全に配慮
されていることを管理、保証するための組織・
体制があり、運用されていますか？

75.3%

9.9%

14.8%

アンケート結果概要　
回答結果　292社（グループ）よりご回答をいただきました（回答率 51%）。

今後の取り組みについて

最も積極的に取り組まれている項目は、品質管理への対応でした。特に組織体

制や運用については多くの企業が専門組織を有しており、安心・安全な商品を共

に提供するパートナーとして引き続き精度を向上させてまいります。

一方で環境（生物多様性保全、水資源、環境データの開示）、および人権（雇用、

不当労働、労働安全衛生等）のサプライチェーン全体のマネジメントに関して、多

くの企業において、自社内については把握しているものの、さらに先のサプライ

ヤーの実態調査は難易度が高いということがわかりました。

当社グループの取り組みにおいては、コロナ感染拡大防止対策への認知度が8割

という結果となりました。出勤・勤務ルールを含む対応方針およびご協力依頼を複

数回にわたって実施したことに対し、ご理解が進んでいることがわかりました。

社内での理解浸透を継続して行った上、お取組先各社とのコミュニケーションを発展させていくとともに、業界特性に応じたアン

ケート実施による実態把握と改善を進めていきます。環境・人権問題については業界全体での取り組みが必要であり、官公庁や業

界団体への提案・働きかけや協業を進めていくとともに人権デューデリジェンスについても検討を進めています。

責任ある調達

お取組先へのアンケートを実施（2021年７月）

お取組先とのコミュニケーション体制
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三越伊勢丹グループは、長い歴史において、常にお客さま

へ安心・安全な商品をお渡しすることを念頭に、品質の確保

に取り組んでまいりました。

お客さまアンケートでも常にご期待の上位である「商品の品

質・安全の確保・正確な表示」は、同時に多くのお客さまか

らの評価も得られてきたところだと考えています。

百貨店は様々な商品を取り扱っていることが特性ですが、す

べての商品に法律の規制があるわけではありません。法律を

遵守することはもちろんですが、法律の規制がない分野の商

品についても当社グループの独自基準やルールを設定すること

で、様々な商品の品質を確保し、お客さまに安心してお買物を

していただけるための土台を作り上げることが品質管理の役割

だと考え、取り組んでいます。

また、基準やルールを定めるだけではなく、その基準や

ルールが守られているかを確認するための自主点検の運営や、

様々なツールを使った社内教育の実施、さらにはお取組先と

の連携を構築することで、より高い品質管理の実現を図ってい

ます。

当社グループの重要方針の１つである「調達方針」にも品

質管理の項目がありますが、日々の業務行動につなげられるよ

う、より具体的な品質管理への姿勢を個別に設定しています。

「調達方針」はもちろん、その上位方針である「サステナビ

リティ基本方針」と連携し、よりよい社会の実現にも貢献して

まいります。

当社グループが安心・安全な商品をお客さまにお届けする

ために、法律遵守に加え、当社グループ独自の品質管理基準

やルールを定めているものがあります。例えば、食品・レスト

ラン、化粧品、宝石・アクセサリー、衣料品などですが、商

品分野に応じて幅や深さを持たせることで、お客さまのご期待

に応えられるようにしています。

また、品質に関連する多くの基準やルールは、お取組先と

の連携を欠かすことができません。お買場の販売員、お取組

先、そして品質管理が一体となって、安心・安全な商品をお

届けするために、基準やルールの適正な運用に日々取り組んで

おります。

品質管理への姿勢
三越伊勢丹グループは、お客さまのニーズとともに 

多様化する商品やサービスについて、 
常に安心・安全を最優先に、お客さまのご満足と信頼に 

応えられる品質を追求します
◆	�関連する法令を遵守するとともに、お客さまにご満足い
ただける品質をご提供するために必要な自主基準や
ルールを作成し、お取組先を含めた社内関係者全員に
周知いたします

◆	�お客さまへ安心・安全な商品をご提供するために、表
示・外観・衛生などの点検活動を推進し、当社グルー
プ社員一丸となって実践します

◆	�品質管理に必要な検査体制を社内に整備し、維持して
いきます

◆	�環境や資源への配慮、適正な商品調達も含め、品質管
理面からのトータルサポートに取り組みます

三越伊勢丹グループ 食品衛生管理計画書�
～�HACCPの考え方を取り入れた食品衛生推進活動～

三越伊勢丹グループ アレルギー情報提供マニュアル

三越伊勢丹グループ 品質管理基準

2021年6月から制度化されたHACCPの考え方にもとづく衛

生管理計画書を作成しました。基本的な内容に加え、当社グ

ループの独自ルール（食品取扱い基準、デリバリールール等）

も含まれ、食の安全を確保するために、食品・レストラン担当

者がバイブル的に活用できるものになっています。また、この

衛生管理計画書をいつでもどこでも確認できるよう、業務用ス

マートフォンで使用できるアプリを導入することで、利便性の

向上も実現しました。

食物アレルギーは一歩間違えれば生命の危機につながる重

要なファクターです。

正しいアレルギー情報を提供することで、お客さまに安心し

て食品を購入し、召し上がっていただけるよう、このマニュア

ルに当社グループルールをまとめています。

衣料品・雑貨・リビング製品の主要アイテムごとに「品質

基準」「機能性基準」「検品基準」を定めており、お取組先と

商品の品質確認を行うために活用しています。特に、法律の規

制がない分野の商品において、品質の拠り所となる一冊です。

品質管理の取り組み

品質管理基準・ルールの策定

※�HACCP（ハサップ）＝Hazard Analysis and Critical Control Point の略で、
国際的な食品衛生管理方法の1つです。
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百貨店の売場では日常的に商品点検を行っておりますが、

そのうち、会社のディフェンスラインの機能を働かせながら重

点リスクの未然防止策として行っている点検を自主点検と位置

づけています。アレルギー強化月間と食中毒予防点検の二つ

の自主点検に加え、商品の安全性を確保するために日常点検

を実施しています。いずれも店頭のスタッフを中心に各店舗が

主体的に取り組んでおり、商品の安全性確保に大きく寄与して

います。

各ショップにアレルギー台帳が整備されているか、アレル

ギー台帳と店頭POPは一致しているかなど、お客さまへ正しい

アレルギー情報が提供できる体制を整えることを目的に、年に

2回自主点検を実施しています。食品・レストラン取扱部門以

外の第三者の目としてスタッフ部門（総務等）が点検すること

により、効率的に不適が発見されます。万が一間違いが見つ

かった場合には速やかに修正し、アレルギー事故の予防を図っ

ています。

HACCPの考え方にもとづく記録（健康管理記録・温度管

理記録等）を適切に行っているか、基本となる衛生管理計画

書が保管されているかなどを点検することで、法対応が適切

全店全売場を対象に、陳列している商品の点検を、品質管

理が発信する年間テーマと月間テーマにもとづき実施していま

す。見つかった不適は現場で速やかに改善されますが、全国

に影響が出るような重大不適が見つかった場合には、品質管

理がハブとなり全店へ情報を共有することで、全店的な事故

予防にも効果を発揮しています。

また、商品点検を行うために商品知識や品質知識を身に付

けることができるため、スタイリストのスキルアップにつながる

相乗効果も図られています。

『アレルギー強化月間』点検フローイメージ

『食中毒予防』点検フローイメージ

各店舗

スタッフ
部門

（総務等）

食品
レストラン
取扱部門

品質管理

STEP 1 STEP 2

不適の
改善確認を行い
最終報告

店舗の点検を行い
不適の改善を指示

※品質管理にも情報共有

品
質
管
理
と
営
業
部
が
協
力
し
て

改
善
指
導
を
実
施

適切に管理されている 品質管理
報告（終了）

報告（終了）
一次報告

2週間後
を目安

各店食品
レストラン
取扱部門
点検実施

適切に管理されている

不備がある場合

不備がある
その場で改善指導を行う

STEP 1

再
点
検
実
施

STEP 2

STEP 3

百貨店の商品点検 アレルギー強化月間（自主点検）

食中毒予防点検（自主点検）お買場商品点検（日常点検）
に行われているかを確認するとともに、食中毒リスクの軽減を

図っています。年2回の自主点検だけでなく、日々の食品衛生

管理は私たちの重要なテーマです。
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三越伊勢丹グループ百貨店各店舗では、「三越伊勢丹グルー

プ品質管理基準」にもとづいたチェックおよび管理を行うこと

で、商品や店舗環境の安心・安全につなげています。

また、化学物質への対応は、「調達方針」の《７．化学物

質の排除》にも連携します。

商品に関連する品質管理の知識は、スタイリストがお客さま

に必要な商品情報をご説明する上でも、お客さまの安心とご

満足につなげるためにも、とても重要です。お買場はもちろん

のこと、イセタン ミラーやふるさと納税などの新規事業担当部

からの教育要請も増えており、より幅広い対応が求められてい

ます。

かねてより、各部署の要望に応じた品質管理教育を講習会

（集合教育）という形で数多く開催してまいりましたが、コロナ

禍となったこともあり、テレビ会議形式の講習会や、テーマを

細かく設定した短編動画の作成など、徐々にDX化を進めるこ

とで、お買場がより便利に教育の機会を得られる環境づくりを

推進しています。ほかにも、品質管理メンバーがその時々のト

ピックスを加えてオリジナルに作成した問題を、通信講座とい

う形で年２回、グループ百貨店全店を対象に実施しています。

すでに15年以上の実績があり、2020年度も延べ9,000名（/年）

以上が受講している基礎的な教育の１つです。

「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」で規制

されている「ホルムアルデヒド」について、特にベビー用品売

場における管理が重要です。当社グループでは、〈商品〉〈販売〉

〈環境〉面からの管理を適正に実施することで、ベビー用品の

有害物質に対する安全性を確保しています。

① �当社グループの直輸入およびプライベートブランドのベビー

用繊維製品（法規制対象品）は、全品番全色のホルムアル

デヒド検査を行い、規制値以下であることを確認しています。

② �ベビー用品売場で販売しているベビー用繊維製品の中か

ら、任意に年間約50商品の「ホルムアルデヒド検査証明書」

をお取組先と相互確認する抜き取り調査を実施し、継続的

に適正な商品管理体制が維持されていることを確認してい

ます。

③ �ベビー用品売場で使用している棚・什器は、社内マニュア

ルにもとづき年１回ホルムアルデヒド環境検査を実施し、ベ

ビー用品へホルムアルデヒド汚染をしない環境の維持・管

理を行っています。

（1）「ホルムアルデヒド」への対応

「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」で規

制されている「特定芳香族アミンを容易に生成するアゾ染料」

の規制対象品に加え、「三越伊勢丹グループ品質管理基準」

では和装や座布団なども対象品として追加指定しています。

この内容に沿って、2016年4月より、お取引を最初に始める

段階において、食品以外のすべてのお取組先から「有害物質

不使用宣言書」（該当商品を取り扱っていない場合は「対象

製品の取り扱いに関する証明書」）をご提出いただいています。

（2）「特定芳香族アミンを容易に生成するアゾ染料」
	 への対応

これら通信講座や動画などの品質管理が持っている多くの

教育ツールを、人事統括部が2021年度からスタートした当社

グループ共通eラーニングシステムと連携し、集約することで、

いつでも自主的に学習できる環境も整えました。学びたいとき、

知識が欲しいときに、いつでも必要な品質知識が得られる環

境づくりに、お買場の希望を取り入れながら、今後も前向きに

取り組んでまいります。

化学物質への対応

品質知識を習得できる社員教育の実施

グループ共通eラーニング画面
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皆さまは、「品質」という言葉にどんなイメージを持って
いるでしょうか。データ偽装、異物混入、産地偽装など、
様々な「品質」に関連する問題がニュースで取り上げられ
ることも多く、高い「品質」を維持することの重要性は年々
高くなっております。社会の「品質」に対する目もより厳し
くなっており、「品質」の問題は、企業の存続にさえ影響を
及ぼすような重大なリスクとなっています。
また、社会環境の変化とともに品質管理を取り巻く問題

も変化しますが、過去に社会的な問題になったことが、忘
れた頃に形を変えて再度問題になることも多くあり、「品質」
の課題は継続的に取り組む必要があると感じています。さ
らに、最近では商品の流行やトレンドの移り変わりが早く、
加えて法律や規則の改訂や新設も多くあり、情報を素早く
キャッチすることがとても重要になっています。

お客さまが三越伊勢丹グループに求める商品品質への期
待は、創業当時から先代が築き上げてきたのれんへの信頼
につながっています。ゆえに、こののれんへの信頼を守るこ
とが、私たちの最大のミッションです。
のれんへの信頼については、まだ私が若手の頃に、多く
のお取組先からも教わりました。例えば、「三越や伊勢丹か
らお墨付きを貰えれば、他社へも自信を持って薦められる」
とか「上司から三越や伊勢丹の品質管理へ確認してから決
定しろと言われた」などなど、相談を受ける責任の重さを感

品質管理は様々な業務を担っていますが、このレポート
でも一部をご紹介させていただきました。
品質管理というと、何か問題が発生した際に対応する役割

だと思っている方もいますが、私たちが考える本来の役割は
〈事故の未然防止〉です。土台としての「基準・ルールの策定」、
事故予防の武器となる知恵を得るための「教育」、そして適
時不適品を排除する「日々の点検」などに力を入れているのは、
そのためです。他にも、直輸入品の適正な検品体制の構築や
表示の指示など、一部メーカー的な役割も果たしています。
一方で、事故の未然防止の観点に加え、万が一の事故発
生時の被害拡大防止においては、品質管理としての専門性
を活かした対応も行っています。例えば、社内に設置してい
る検査室で定期的に店内製造品の細菌検査を実施して衛生
状況を確認したり、食品に重篤な異物が入っていた場合に
はその工場まで出向き、原因を特定し、再発防止策がきちん
と取られていることが確認できるまで商品の再販は認めない
などです。私も実際に、事前確認や改善対応を含め、300
カ所を超える食品関連の厨房や工場確認を経験しています。
このように、品質管理は安心・安全な商品を確保するた
めに努力をしていますが、一緒に取り組んでいる〈お買場の

当社グループがこれからも持続的成長を続けていくために
は、お客さまが商品やサービスを安心・安全にご利用いた
だくことを大前提としながらも、品質管理という狭義の意味
に囚われることなく、今後の社会的な役割（プラスチック問
題、化学物質への対応、フードロス等）へも積極的に関与
したいと考えています。それぞれが持つ得意分野が相乗効
果を発揮し、部門を越えて連携できることが理想です。それ
が実現できるよう、私たちも知見を深めていかなければなり
ません。品質管理が持つノウハウや知識が、様々な現場の
仲間に役立つと思って貰えるよう、メンバー全員が一丸と
なって新たな１ページを作るために努力してまいります。
サステナビリティレポートをご一読

いただき、当社グループの品質管理に
ついて知っていただければ幸いです。

I N T E R V I E W　品質管理は事故を未然に防いでのれんの信頼を守り、社会を守る。
品質管理を取り巻く環境

私たちが大事にしていること

品質管理の取り組み

これからを見据えて

じながら、とても嬉しかったことを今でもよく覚えています。
先輩方が真摯に取り組み築いてきた信頼を損なわないよう
に、私たち後輩はしっかりとその土台を継承していくことが
とても大事だと考えています。

（株）三越伊勢丹ホールディングス 
総務統括部 コンプライアンス部

榎本 明子

スタイリスト〉〈バイヤー〉〈各店舗〉、そして〈お取組先〉
の方々の働きがあることも忘れてはいけません。それぞれが
信頼関係を築き、連携を図ることではじめて、良い「品質」
の商品をお客さまへ提供することが実現できるのです。私た
ちは黒子として、またある時は前面に出て対応できるよう、
今後も精進と関連各所との連携を進めていきたいと考えて
います。

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 55

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07持続可能な社会・時代をつなぐ04

○サプライチェーン・マネジメント○脱炭素社会に向けて ○●サプライチェーン・マネジメント

Supply chain



考え方

企業活動の基盤である「従業員」の働きがい・働きやすさの実現を土台としつつ、幅広いス
テークホルダーとの信頼関係の醸成に向けて、人権、ダイバーシティ＆インクルージョン等、
広範な社会課題の解決に寄与する様々な取り組みを推進していきます。
グループの持続的成長に向けた全従業員の目標として「組織と個人の目指す姿」を掲げています。
	� 全従業員が、すべてのステークホルダーの心を動かし、ファンになっていただけるよう、

自律的に協働・貢献する組織
	� 経営マインド・好奇心・想像力をベースとし、“特別な”百貨店にふさわしい幅広い対

応力で価値を創造できる人財であること

組織

個人

三越伊勢丹グループでは、経営計画を達成する上で最も大切なのは「人」だ
と考えています。全従業員が同じ目標に向かって進むために、「従業員満足度
（働きがい・働きやすさ）」を最も重要な土台であると位置づけています。

05

アプローチ

● 女性活躍推進
● 障がい者活躍推進
● シニア活躍推進
● LGBTQ+ 尊重の取り組み
● �外国人・グループ外人財の�
活躍推進

● 人権＆ハラスメント防止

ライフワークバランス
の実現

モチベーション
の向上

ダイバーシティ&
インクルージョンの推進

● 総実労働時間の短縮
● 多様性のある働き方
● ヘルス＆メンタルケア

● 人財育成
● 表彰制度・社内資格制度
● 適所適財	
● キャリアアップ
● グループ内外のつながり

コミュニケーション

従業員満足度の向上

従業員満足度調査を活用し、「組織と個人の目
指す姿」に向けた課題を明確にするとともに、経営
と各部門との密なコミュニケーションによって、一
体感のある改善に向けた取り組みを行っています。

体制・方針

目標

2030年に38%（2021年度：30.8％）
※グループ計

女性管理職比率

2030年に100%
※グループ23社対象

年間総実労働時間1,700時間台 達成企業の割合

2030年に3.5%（2021年6月1日時点：2.75%）
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計

障がい者雇用率

2024年に100%（2020年度：97％）
※グループ計：�当社グループは時給制契約社員を含めて満足度調査の

対象とし、高い回答率を維持しています。

従業員満足度調査回答率

2030年に100%（2020年度：21.7%）
※グループ計　　　　　　　※（株）三越伊勢丹

男性の育児休業取得率

従業員満足度の向上
～働きがいと働きやすさの向上を目指して～
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 「トップマネジメント層と従業員との対話」　 

▼  経営方針の浸透

 「ミドルマネジメント層とメンバーとの対話」　 

▼  一人一人の心理的安全性向上

 「労使コミュニケーション」　 

▼  働き方と人事制度の質向上

●	社長 × 管理職（�ステージＡ（部長職）・�
ステージＢ（課長・係長級））

●	役員 × 一般職（ステージＣ・メイト社員）

経営方針の浸透を図るため、トップマネジメント層と従業員

の対話を実施しています。「経営方針を理解し行動につなげる

キッカケとする」「参加者同士が課題感を共有する」といった

意識変革・行動変容へとつなげることが目的です。

より多くの対話が実施できるよう、2段階に分けて実施して

います。

上司と部下が定期的に1対1で対話（1on1）を行うことに

より、「個性・感情の理解」や「自律的に考え行動できる人

財の育成」につなげることを目的としています。この対話を通

じて、一人一人の心理的安全性を向上させることで「働きが

い」や「働きやすさ」にもつなげていきます。

2019年度から、（株）三越伊勢丹および三越伊勢丹ホール

ディングスのステージA（部長職）に対して1on1実施の目的

や意義を正しく理解し、メンバーの話を聞くスキルを身につけ

るセミナーを開催してきました。

2021年度までに、部下を持つステージA（部長職）全員（約

200名）と、ステージB（課長・係長級）のうち部下を持つ者（約

会社は「三越伊勢丹グループ労働組合」を唯一の正当な交

渉団体として承認し、グループ各社の直接雇用従業員は、原

則として組合員でなければならないと定めています。グループ

企業37社と労働組合37支部・分会が労使関係や人事・労働

条件を規定する労働協約を締結しています。

当社グループにおいては、人事賃金制度や働き方・労働時

間制度などに関する労使協議を、いわゆる春闘などにおいて短

期集中で交渉するのではなく、通年で継続的に行っています。

また、グループ経営トップと組合本部幹部、あるいは各社

トップと組合支部幹部による懇話会も定期的に開催し、情報

共有を行うことで、相互理解と信頼・協力関係のもとに、円

滑な事業運営と働く環境の維持向上を図っています。

労使関係は相互に協力的で、良好です。

なお、2021年度は社長との対話を計30回程度、役員との

対話を計230回程度を予定しています。
「従業員満足度の向上」に向けたすべての取り組み

のベースとなるのは“コミュニケーション”です。

下記のようなあらゆる関係性における対話・議論を

進め、一体感を醸成していきます。

700名）に教育を実施予定です。

2022年度以降はグループ全体への拡大を図っていきます。

社長と管理職との対話

トップマネジメント層と従業員との対話 ミドルマネジメント層とメンバーとの対話

労使コミュニケーション
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「あらゆる立場・境遇の人々が、自身の存在意義と

幸せを実感しながら活躍できる社会」に向けた取り組

みは、企業の社会的な責任です。

また、不確実性の時代に多様な人財を活用し、イ

ノベーション創出を促進することは、企業成長に直結

すると考えています。

三越伊勢丹グループでは、性別や雇用形態等にか

かわらず、すべての従業員が活躍できる基盤の構築

を進め、多様な人財が能力を発揮する環境づくりに取

り組んでいます。

多様な価値観を尊重し、お互いの違いに価値を認

めて、個々人が最大限に能力を発揮できる組織と環

境づくりにより、従業員満足度の向上を通じた会社戦

略の実現を推し進めています。

当社グループは、従業員の約7割が女性です。

今後の企業成長（戦略実現、イノベーション推進）におい

ても、人口動態の変化においても、女性の活躍は不可欠で

す。今後も、制度・サポートの充実に留まらず、組織風土や

個々人の意識醸成を進めることで、様々なライフステージの女

性が働きがいと働きやすさを実感しながら活躍できる環境をつ

くっていきます。

性別にかかわらず活躍できる環境づくりを行うことで、女性

管理職比率は年々増加しています。女性活躍推進の基盤とし

て、育児関連制度を充実させながら、女性が出産後も継続し

て働き続けられる環境整備を進めており、子供を持つ女性管

理職も多く在籍しています。その結果、女性の平均勤続年数

も年々長くなっています。

ステージB（課長職・係長級）への昇格アセスメントにおいて

も、2020年度は受験者数・合格者数ともに男性を上回り、合

格率も男性と同水準です（20年度合格者の女性シェア＝55％）。

女性人数 総数 女性構成比

ステージA（部長職） 70 442 15.8%

ステージB（課長・係長級） 1,107 3,379 32.8%

合計 1,177 3,821 30.8%

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

女性 20.6 20.7 21.1 21.2 21.4

2021年度の在籍人数� ※グループ計

女性社員平均勤続年数� ※（株）三越伊勢丹

2021年度の女性役員在籍人数

2014年4月に初めて女性役員が誕生しました。それ以降、当

社グループでは継続的に社内外から女性役員を登用しています。

取締役 執行役員 代表取締役社長
（株）三越伊勢丹
ホールディングス

2
（社外） ー ー

（株）三越伊勢丹 ー 2 ー

グループ会社 ー ー 1

新卒（総合職）採用実績人数� ※（株）三越伊勢丹

多様な価値観を尊重し、採用基準を設けています。その結

果として、例年新卒社員（総合職）の約半数あるいはそれ以

上を女性が占めています。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

女性 37 20 15 16

男性 28 14 17 12

合計 65 34 32 28

◆	経済産業省「ダイバーシティ経営企業100選」（2015年）
◆	日本生産性本部「女性活躍パワーアップ大賞」 

優秀賞受賞（2016年）
◆	内閣府 女性が輝く先進企業2018 
「内閣府特命担当大臣（男女共同参画）表彰」受賞

◆	くるみん（2014年）
◆	えるぼし認定（2016年）

女性活躍推進

管理職登用・平均勤続年数

新卒採用

女性の活躍に関わる主な外部評価

役員登用
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1人目の子供を産んだ時に、突然自分の人生に衝撃が走り
ました。それは、これまでできていた時間のコントロールがで
きないという現実です。想像を絶する生活が待っていました。
そして、そのままの状態で仕事に復帰し、今までのようには
働けない現実を突きつけられてしまいました。子供の突然の
病気による保育園の呼び出し等、常に不安定な状態で働か
ないといけない。両親は、遠方のため、頼ることもできず、
夫も仕事で帰りが遅い状況。いつもそのような状態にびくび
くしながら、まず、周りに迷惑をかけないことだけを第一に
考えて、働いていました。会社には、時短勤務など育児制度
が沢山あり、最大限利用することもできました。周囲も育児
ママが無理しないように、いつもサポートしてくれていました。
しかしながら、いつしか、働いていく中で、これが自分の
望んでいた人生なのか、と感じるようになりました。「誰かに
守ってもらう人生を歩み続けたいのか？」「私が出せる価値
は、安定した環境でしか生みだせないものだったのか？」そ
う考えていくうちに、自分に自信がもてなくなってきてしまい
ました。それと同時に女性だからこんな思いをしないといけ
ないのか、と悔しい気持ちもありました。そして、会社の上
司に相談し、自分の悔しい気持ちやもどかしさを伝えました。

は、そんなこと本当にできるのか、と半信半疑でしたが、自
分は、“働く時間”の長い短いだけで物事を見すぎていたかも
しれないと思い、仕事に対する見方を変えて、自分らしい価
値を追求するようにしました。人と同じやり方ではなく、これ
までの延長戦上で行動しないことを徹底しました。
考え方を変えることで、守ってもらうだけでなく、自分らし

い価値を出すため、挑戦しようと思えるようになりました。
例えば、エンジニアと現場をコミュニケーションでつなぐこと
を重視する、これまで自分も気が付かなかった、自分の価
値・スタイルを大切にした新しい働き方です。
そして、上司に「新規プロジェクトのリーダーに挑戦させ

てほしい」と相談しました。上司は、しっかり背中を押してく
れました。その後も不安定な育児はつきものなので、子供が
風邪をひいた時など、陰ながら助けてくれたり、自分が挑戦
するための環境を作ってくれました。メンバーは、いつの間
にか私の働く時間を気にしなくなり、私自身の存在に価値を
感じてくれるようになりました。

上司は答えてくれました。「自分は男だから分からない部
分があるけど、竹前さんの価値や竹前さんらしさは、働ける
時間に関係ないように実現できるんじゃないかな」。その時

考え方を変え、行動することで共感してくれる仲間もでき
始めました。10年たった今でも、いつも助けてくれる仲間を
とても信頼し、感謝しています。上司が背中を押してくれた
ように、私自身の価値が時間で左右されないような働き方が
できるようになりました。そして、自分の夢を更に形にする
ため、ステージB（課長・係長級）試験を受験し、昇格する
こともできました。性別に限らず、人間には様々な価値観が

あります。育児中の方は、確かに数多くの制約があるのも事
実です。しかし、みんな同じ価値観なわけではありません。
それぞれの環境、それぞれの人の価値観の中で、無理がで
きない時や挑戦したい時があるはずです。新しい自分を発見
した時、それは私自身の大きな岐路となり自分らしく生きて
いくために、会社と仲間はチャンスを与えてくれました。
そして、3年前には2人目が生まれました。自分らしさを見

つけていた私は、もう不安はありませんでした。前回の出産
とは違い、復帰も楽しみでした。今までで一番大きな挑戦も
させてもらい、これからも（株）三越伊勢丹が上質なサービ
スをご提供するためのスピードに耐えられるIT基盤のリリー
スを実現できました。前例のない挑戦でしたが、業界紙で特
別賞を取るほどに反響がありました。
私がこんな風にいつも楽しく仕事をしているので、我が家

の子供たちは仕事は楽しいものだと思っています。子供たちは
「いいなぁ、わたしもはやく仕事したい！」といつも言ってくれ
ます。子供ができると、仕事とプライベートをきれいに分ける
ことが難しくなると思います。それでも、自分を犠牲にするこ
となく、自分らしく仕事ができる環境にいつも感謝しながら、
仕事を楽しみ、人生を楽しむことが
できています。これからも自分で限
界をつくることなく、常に挑戦を続
けていきます。

I N T E R V I E W　子育ても、仕事の夢もあきらめない。自分らしく挑戦を続けます。

（株）三越伊勢丹 システム・ソリューションズ 
総務部

竹前 千草

子育てと仕事の両立の難しさ

自分らしさと上司の言葉と周りからのサポート

大きく変わった私自身の考え方と行動
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三越伊勢丹グループでは、「障がい者も社会経済を構成す

る一員として職業生活においてその能力を発揮する機会を与え

られるものとする」という障がい者雇用の理念を引き続き実践

していきます。

百貨店店頭での接客には、多くの付帯業務が発生します。

ギフト用ラッピングの袋づくりや箱の組み立て、リボンシール

貼り、伝票へのショップスタンプの押印など多岐にわたる付

帯業務は、スタイリスト（販売員）が接客に専念する時間を

圧迫してきました。

そこで、手作業による単純反復作業に高度な能力を発揮す

る知的障がい者が主体となって、これらの業務を担う特例子

会社（株）伊勢丹ソレイユ※を2004年に設立しました。現在、

企業就労は難しいと言われている重度知的障がい者80人を中

心に、91人の障がい者が在籍しています。店頭では1カ月約

4,000〜4,500時間相当の業務削減となり、大切な販売支援

戦力となっています。

雇用率
2020年度実績

（※2021年６月１日時点）
2.75%

2030年度目標 3.5%

また、一人の従業員が複数の業務を担えるよう教育体制を

強化しています。その結果、従業員の能力・特性に応じて、日

によって様々な業務を行うことが可能となり、一人一人の成長

促進（働きがいの向上）とともに、生産性の向上（繁閑に応じ

た対応）にも貢献しています。

三越伊勢丹ソレイユでは、重度知的障がい者は反復作業や

人の手でしかできない作業を最も上手く遂行できる人財である

と捉え、当社グループの“高感度上質”戦略において「なくては

ならない存在」として活躍の場のさらなる拡大を目指すととも

に、百貨店以外のグループ各社、および当社グループ外の新

規業務獲得を目指していきます。

2017年10月、三越伊勢丹ソレイユは障がい者雇用におい
て特色ある優れた取
り組みが評価され、
東京都産業労働局
が主催する「障害
者雇用エクセレント
カンパニー賞」を受
賞し、東京都知事よ
り表彰されました。

2017年12月の「障害者週間（内閣府）」に合わせ、天皇
皇后両陛下（当時）
が同社を行幸啓さ
れました。両陛下は
障がいのある従業員
に話しかけるなど、
ご熱心に仕事ぶりを
ご覧になりました。

障害者雇用エクセレントカンパニー賞
障がい者の能力開発や処遇改善を積極的に行う障害者法定雇用率
を達成している都内企業を表彰する東京都独自の制度です。障がい
者が職場で活躍できる環境整備の促進、障がい者雇用に関する周
知啓発を目的にしています。

障がい者雇用率� ※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計

障がい者活躍推進

三越伊勢丹ソレイユ

心のバリアフリーに対する社会的機運の醸成を図るため、

従業員に対する意識啓発等に取り組む企業等を東京都が「心

のバリアフリー」サポート企業としています。三越伊勢丹ホー

ルディングスは、2018年度に登録されました。

東京都「心のバリアフリー」サポート企業に登録

※	同社は三越と伊勢丹の統合に伴い、2011年3月に（株）三越伊勢丹ソレイユとなりました。 リボン製作の様子

三越伊勢丹ソレイユで働く障がい者従業員
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2004年、数名の障がい者従業員から出発した三越伊勢
丹ソレイユは、2005年、障がい者雇用における特例子会社
認定を受けました。現在、91名の障がい者が在籍していま
す。そのうち約88%にあたる80名が重度知的障がい者です
が、様々な工夫により会社の貴重な戦力としてその力を発
揮しています。
主な業務は、百貨店で使用するギフトリボンやシール作

りなど100種類以上に及びます。会社設立以来受け継がれ
てきた作成マニュアルの他、障がい者従業員自らが作成し
た自分用の「仕事ノート」で常に手順を確認しながら作業
を進めています。
作業は各々責任をもって行い、できあがったら支援スタッ

フ（指導員）に自ら報告に行きます。報告を受ける際は、「き
れいにできました」「上手にできていますよ」などまずは良
い点を褒めて、やる気を引き出すことを心がけています。従
業員は障がいがあることで辛い思いをしたり、同情を受ける
ことが多く、褒められると心からの笑顔で応えてくれます。
また、失敗をした時に「必ず自分で支援スタッフに報告
をする」ということを強く指導しています。当社の製品は、
三越や伊勢丹に来店されたお客さまにお渡しするものです
から、不具合なものを納品することは許されません。そのた
めには、「失敗することは悪いことではない、失敗を隠すほ
うが悪いことである」という意識づけが必要と考え、失敗報
告を受ける際には、失敗したことを叱ることはせず、まずは
「失敗によく気づきました」「失敗をちゃんと報告できました

ね」と褒めることを徹底しています。
ほとんどの支援スタッフは、（株）三越伊勢丹からの出向
者およびOB・OGで、障がい者についての専門知識はあり
ません。「障がい者にこんな作業はできないだろう」「障がい
者に刃物を扱う業務は危なくてやらせられない」といった先
入観なく接することができるため、一人一人の能力に勝手に
限界を決めることなく、「どうやったら障がい者がこの作業を
遂行することができるか」を絶えず考え、課題を解決してい
ます。例えば、誰が作っても百貨店クオリティに耐えうる完
成度の高い製品ができあがるように、支援スタッフが独自に
治
ジ

具
グ

（障がい者が業務を遂行するために使用する補助具）
を考案・作成・改良する等の工夫を重ねています。また、
障がい者が作業しやすい現場を整えることは、障がいのな
い者にとっても働きやすい環境となるため、障がい者への配
慮や工夫が職場全体の改善にもつながっています。

当社には、特別支援学校新卒者から定年後再雇用された
者まで、幅広い年齢層の従業員が在籍しており、そういった
側面からもダイバーシティの進んだ環境であるといえます。
三越伊勢丹ソレイユでは、障がいのある従業員に対し、と

もに働く仲間としての「配慮」には十分留意しますが、「特
別扱い」はしません。当社では【三越伊勢丹ソレイユで働き
続けるための10の問いかけ】を設定していますが、その一つ
に「障がい者であることに甘えていないか」というものがあ
ります。これは「障がい者は甘えている」ということではなく、

I N T E R V I E W　工夫と配慮で、障がい者が挑戦できる、働きがいのある職場に。

（株）三越伊勢丹ソレイユ

菅沼 正明（左）

井上 倫子（右）

三越伊勢丹ソレイユの現場から

ソレイユで働くことが、本当に好き

「障がいがあるからこの仕事はできない、できなくてもしょう
がないとあきらめてはいないか」「どうしたらできるようにな
るか、その努力をしているか」という問いかけなのです。肢
体不自由な従業員が、自分の横でリボン作りをしていた同僚
の様子を見て、自分もリボンを作りたいと自ら治

ジ

具
グ

を用意
し、作業工程を工夫してリボン作りに挑戦しています。その
姿こそが【10の問いかけ】に対する答えなのだと思います。
当社の障がい者従業員は、みな「ソレイユで働くことが
本当に好き」と言ってくれます。2020年の緊急事態宣言発
令期間中（4月・5月）、当社も一時休業を余儀なくされまし
た。その間、「なんでソレイユに行けないの？」「早くソレイ
ユで仕事がしたい」という声が多く寄せられました。ソレイ
ユが、障がいのある従業員にとって働きがいがある会社とな
りつつあることを、大変嬉しく思います。
コロナで社会は随分と変わりました。当社で受ける業務も
今後変わってくると思いますが、これからも従業員が社会の
一員として誇りをもって働き続けられる会社でありたいと思
います。
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1991年、鹿児島県大崎町にて知的障がい者授産施設・社

会福祉法人 愛生会を運営していた新平重人氏と岩田屋（現・

（株）岩田屋三越）の社長、中牟田健一（当時）の間で障が

い者に就労の場を提供しようという思いで（株）愛生が設立さ

れました。のち、1998年には（株）岩田屋の特例子会社に認

定され、現在17名の障がい者が在籍しています※。

愛生の主な業務は、岩田屋、福岡三越両店で使われる用度

品やブランドショップの手つき紙袋の製作と野菜づくりです。

愛生は雇用確保と社会参加促進のために、高付加価値な農業

への取り組みを創業以来続けています。焼酎用のサツマイモの

ほか、地元農家の方と協力して育てた野菜の一部を2021年よ

り岩田屋本店の食品売場で販売しています。ここでつくられた

野菜は、安全で高品質な農産品の一貫した生産管理体制が構

築できていることを評価され、世界120カ国以上で運用される

国際標準のグローバルギャップ認証を鹿児島県内の障害福祉

事業所として初めて取得しました。

また、人の交流もあり、愛生にて年に一回開催される「大

運動会」には（株）岩田屋三越の新入社員がサポートとして

参加、また夏に開催される「カブトムシ相撲大会」の応援にも

有志で駆けつけています。

このような機会に愛生の方 と々直接触れ合うことは、従業員

の意識改革、ダイバーシティの理解が進むきっかけになってい

ます。

温暖な気候のもと、大切に育てられた野菜は、
岩田屋本店のお客さまから確かな支持を得ています

店頭で使う用度品も作成しています 2020年度の授賞式の様子

グローバルギャップ認証

G.A.P.（ギャップ）とは、Good（適正な）、Agricultural
（農業の）、Practices（実践）のことです。GLOBAL 
G.A.P.（グローバルギャップ）認証とは、食品安全、労働
環境、環境保全に配慮した「持続的な生産活動」を実践
する企業に与えられる国際基準の認証です。オリンピック
やパラリンピックの選手村の食事など、国際的なイベント
等で使われる作物はすべてこの認証を受けたものでなけれ
ばなりません。

（株）岩田屋三越と愛生の取り組み

※（株）岩田屋三越の障がい者雇用率は3.2％（2021年8月現在）

仙台三越では、障がい者雇用職場改善の取り組みが評価さ

れ、2018年度より仙台市から「障害者雇用優良事業者」に認

定されています。また、2019年には、厚生労働省および独立

行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構より「障害者雇用

職場改善好事例 優秀賞（独立行政法人 高齢・障害・求職者

雇用支援機構理事長賞）」を、2020年には「独立行政法人 高

齢・障害・求職者雇用支援機構理事長努力賞」を受賞してい

ます。

支援学校との連携や、新たな採用枠の創設など、ともに社

会を構成する障がい者と企業が、それぞれにメリットを持てる

ような取り組みを積極的に作っていることが評価されています。

仙台三越では、現在12名がそれぞれの障がい特性に応じた

職務および勤務場所で、健常者の従業員とともに勤務し活躍

しています。

仙台三越の取り組み
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少子高齢化が進行する我が国においては、シニア人財の活

用は必要不可欠です。三越伊勢丹グループでは、再雇用あり

きではなく、従業員が定年後に自身のライフスタイルに合わせ

て最適な第二の人生を送れるよう支援しています。

定年後のライフスタイルの選択肢の１つとして、定年後の再

雇用制度（エルダースタッフ制度）を導入しています。これは、

原則として定年後再雇用希望者全員が65歳まで継続勤務が可

能な制度です。現在は定年退職者の約８割が定年後も勤務し

ており、定年前の役職は次世代に譲り、豊かな経験や知識を

活かして現場における後輩の指導・育成を担っています。

この取り組みにより、経験豊かな60歳以上の従業員が活躍

する機会を広げるとともに、その豊かな経験やスキルを活か

して企業成長につなげながら、（株）三越伊勢丹らしさの継承

を図っています。

定年者数 再雇用者数 再雇用率

2016年度 164 138 84.1%

2017年度 129 106 82.1%

2018年度 139 124 89.2%

2019年度 142 124 87.3%

2020年度 126 112 88.8%

定年を迎えるまでのサポート
◆	40歳、50歳時にキャリア・マネーを考えるセミナー
を実施

◆	59歳時に人事による定年に向けての各種説明実施

再雇用を希望しない従業員への対応
◆	再就職支援会社による支援サービスを18カ月間利用
可能

◆	支援会社を4社の中から自由に選択
◆	在職中から再就職活動が可能、定年とともに新たな
就業開始可能

当社グループでは、求める人財像に沿って国籍にかかわら

ず採用しています。新卒採用実績としては、過去6年で59名

の外国人採用を行っており、今後も継続する予定です。

新しい発想・スキル・ノウハウを積極的に取り込むことによ

るイノベーション創出促進のため、グループ外からの人財の

活躍も推進しています。また、当社グループからも別の組織

に出向する制度もあります。（P.66参照）

企業数 人数

2019年度 13 44

2020年度 11 49

2021年度 10 44

グループ外人財の人数

※�グループ外企業から、（株）三越伊勢丹および（株）三越伊勢丹ホールディングス
への出向者

定年後再雇用者数・再雇用率� ※（株）三越伊勢丹の社員・メイト社員

シニア活躍推進 外国人・グループ外人財の活躍推進

エルダースタッフ制度

当社グループの一人一人にとっての日々の行動の基準である

「三越伊勢丹グループ企業倫理行動基準」、および「三越伊勢

丹グループ人権方針」において、人権・多様性の尊重、性

別・性的志向による差別の禁止を明文化しています。

個々人が持つ個性と能力を十分に発揮できる環境づくりの

ため、また従業員だけでなくすべてのステークホルダーにおけ

る多様性を実現させるために、LGBTQ＋についての取り組み

を積極的に進めていきます。

LGBTQ+ 尊重の取り組み
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三越伊勢丹グループでは、国連の「ビジネスと人権に関す

る指導原則」および日本経済団体連合会の「企業行動憲章」

に則り2018年11月に「三越伊勢丹グループ人権方針」を制

定しました。これは、当社グループが、お客さま、従業員、

お取組先、地域のコミュニティ等、企業活動を行う上で関わ

る様々なステークホルダーの人権を尊重するための方針です。

また、当社グループは、約120社が参加している東京人権

啓発企業連絡会に加盟しています。人権に関する最新の課題

と取り組みについて情報を収集しつつ、参加企業との情報交

換を通じて、よりよい人権保護を実現しています。

ここ最近は特にハラスメントの撲滅に向けた取り組みに注力

しています。グループの状況を確認しながら、従来型の研修

や社内資料の作成・配布に加え、eラーニングなども組み合わ

せることで従業員の特性に応じた啓発活動に力を入れていま

す。人権については、自社の従業員だけでなく、サプライ

チェーン全体の問題として、今後取り組みを強化していき�

ます。

当社グループでは、職場の環境整備と生産性向上のための

重要な課題の１つとして「しない、させない、みすごさない、

Noハラスメント」を合言葉にハラスメントゼロに向けた取り組

みを実施しています。

ハラスメントそのものの発生を防ぐた

め、予防教育に力を入れています。2020

年には、グループ全社の社員・メイト社

員を対象にeラーニングを実施し、のべ

15,000人が受講しました。2021年には、

受講対象を役員からフェロー社員（時給

制社員）まで拡大しました。イントラネッ

トでの定期的なハラスメント教育（年度内

で11回を計画）を通じ、一層の撲滅に努

めています。また、懲戒が科せられた案

件については、その内容を社内で開示し、

注意喚起も行っています。

ハラスメントの通報があった場合には、

各社人事、三越伊勢丹ホールディングス

リスクマネジメント室、労働組合が三位一

通報 事案発生の共有 ヒアリング 事実認定

職場改善

相談者（被害者）のメンタルケア

懲戒の審議

相談者へのフィードバック

行為者への人事的措置

ハラスメントの通報・対応フロー

人権＆ハラスメント防止

人権に関する方針

ハラスメントの撲滅に向けた取り組み

ハラスメント防止のための社内ポスター

体となって、真摯に対応しています。2020年6月1日に施行さ

れた改正労働施策総合推進法に則り、通報があった際には「迅

速かつ適切な対応」ができるよう、通報窓口教育も実施してい

ます。
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人はあらゆる場面で、常に同等の能力を発揮できる

とは限りません。特に“気持ち・マインド”の良し悪し

は、個々の能力の発揮度合いを大きく左右します。企

業においても、従業員のモチベーションは「個々のパ

フォーマンス」「組織の生産性」「離職率」など様々な

形で影響を与えるため、企業が成長を続ける上で必

要不可欠な要素です。

三越伊勢丹グループは、従業員が大きな“働きが

い”を感じられるための様々な制度の充実を行い、従

業員満足度の向上を目指しています。併せて、「学び」

と「幅広い経験」を従業員が自律的に築き上げていく

ためのサポートや、それを促進させる風土醸成を推進

しています。

当社グループは、企業の持続的な成長と事業戦略実現に向

けて、従業員が自律的に学び、成長し、キャリアにつなげる

環境と機会が整っている状態を目指しています。そのために、

人財育成のグランドデザインである【MANABIの森】を策定

し、教育の環境・機会を全従業員に提供しています。

私たちの目指す人財開発のあるべき姿

これは、2015年より発刊している教育体系「MANABIの森」

をベースに、企業の継続的成長に向けて、①全従業員にとっ

て必要不可欠な教育と、②従業員一人一人が描くキャリアに

合わせて自ら選べる教育、の両軸で構成されています。

大きく「キャリア教育」「基礎」「専門」「体験教育制度」の4

つの分類に沿って、業務教育と能力開発のコンテンツを用意

人財育成

人財育成のグランドデザイン

し、徹底すべきところを押さえつつ、従業員それぞれが描く

キャリアに沿って自ら選び学べる機会をeラーニング含めて展開

していきます。
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ステージA（部長職）4年目以降の人財を対象に、将来の

ボードメンバーとなりうる人財プールを形成すべく、育成プロ

グラム「ビジネスリーダープログラム」を実施しています。

このプログラムは、2013年度より「企業価値構想力」や「リー

ダーシップ」の養成を目的に開講しました。これまでに累計

150名以上が参加し、その受講者の中から2021年度までに

30名の役員が誕生しています。

また、配置においても、評価、面談、自己申告など多方面

から本人の能力・適性を見定め、経営人財育成視点での戦略

的な異動配置を実施しています。

当社グループでは、積極的に人財交流を促すことで、グ

ループの一体感の醸成と次世代人財の育成を進めています。

例えば、グループ百貨店の入社3年目以降の定期採用社員

（選抜者）を、首都圏の商品統括部や店舗に配属し、1年間

に及ぶ研修を実施しています。これは主に、リアル店舗での

お客さま一人一人とつながるCRM戦略の理解、デジタルリテ

ラシーの向上、お取組先との関係づくりなど、首都圏ならで

はの知識やスキル、経験を習得する学びの機会を提供するも

のです。帰任後はそれらを活かし日々の業務に邁進しています。

この研修を継続実施することでグループ全体のレベルアップと

将来の優秀なマネジメント層の早期育成を目指しています。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目〜

百貨店事業
全社／全領域

グループ外研修出向（4年目以降）
海外研修出向（5年目以降）

マネジメント職
全事業

［ 百貨店事業からスタートし年次を追うごとに活躍フィールドが拡大します ］

昇格試験

三越伊勢丹グループ内では獲得できない知見・スキルを、

外部企業で一定期間経験を積むことで身につけ、帰任後に組

織に還元することを目的にグループ外出向を実施しています。

官庁、団体、異業種企業など幅広い組織へ直近3年間で35

社110名が出向しています。

総合職として新卒入社した社員がまず経験するのが、百貨

店事業の業務です。まずは百貨店事業において現場に身を置

き、お客さまと直接接しながら、商売の基本を身につけます。

その後は本人の希望と適性に合わせて、継続して百貨店事

業に携わるほか、百貨店事業以外の様々な事業へ配属され�

ます。

また広い視野を持ちどの分野でも通用する人財になるため

に、希望者からの選抜で海外店舗や他企業へ1～2年程度研修

出向するという選択肢も用意されています。

その後昇格試験を経て、最短で7年目にはマネジメント職を

担います。

新卒社員のキャリアパス　� ※（株）三越伊勢丹

新卒社員教育 グループ外出向

（株）三越伊勢丹と地域事業会社の人財交流

経営人財育成
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表彰制度開始から10年を迎えるにあたり、2021年度には

表彰内容の見直しを行います。好事例のノウハウを見える化

し、人財育成につなげながら、従業員の自律性を高めモチ

ベーション向上に寄与する表彰制度とする予定です。

三越伊勢丹グループではお客さまと接点を持つすべてのスタ

イリストの中から、お客さま・働く仲間・会社にとってなくては

ならない存在として最も優秀なスタイリストを「エバーグリーン」

として敬意を持って認定・表彰し、モチベーション向上を図っ

ています。

「エバーグリーン」は2011年度に（株）三越伊勢丹でスター

トし、翌2012年度よりグループ全社に拡大しました。対象と

なる約78,000人のスタイリストのなかから、9年間で累計573

人が表彰されています。

当社グループでは、「高い専門知識をもって、お客さまのご

期待を上回る感動レベルでお応えすることができる人財」を目

指しています。商品領域ごとに求められる専門知識を社内資格

と定め、体系的な知識・技術の習得を推進しています。

現在は「パーソナルカラーアナリスト」「シューカウンセラー」

「マスターシューカウンセラー」「マタニティ・ベビー コンシェ

ルジュ」「インテリアスペシャリスト」「モードフィッター」「手

話」の社内資格を取得したスタイリストがスキルを活かしなが

ら活躍しています。

 取得人数

パーソナルカラーアナリスト 421

シューカウンセラー 262

マスターシューカウンセラー 59

マタニティ・ベビー コンシェルジュ 59

インテリアスペシャリスト 22

モードフィッター 61

手話 63

合計 947

※2020年11月時点

社内資格者数� ※（株）三越伊勢丹計表彰制度・社内資格制度

社内資格制度

表彰制度

シューカウンセラー講義の様子 インテリアスペシャリスト講義の様子

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 67

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07従業員満足度の向上05

○モチベーションの向上 ○ライフワークバランスの実現○コミュニケーション ○ダイバーシティ＆インクルージョンの推進 ○●モチベーションの向上

Motivation



三越伊勢丹グループでは、継続的な企業成長の実現のため

には、「会社が戦略としてやるべきこと」と「従業員がやりた

いこと」を最大限マッチングさせること（＝適所適財）を重要

視しています。適所適財はモチベーションの向上に直結するた

め、個人のパフォーマンス、ひいては組織・企業としての業績

にも大きく影響すると考えます。

また、不確実性が増していく世の中において、企業も人も

常に変化し続けることが求められているなか、個人の成長に

おいては会社主導のキャリア開発ではなく、自らの責任でキャ

リアを選択していくことが必要であると考えます。

当社グループは「意欲ある人財の自律的なキャリア形成を

支援する」という考え方のもと、1年に1度の「自己申告制度」

や、社内で募集がかかった案件に自身の意思で自由に応募が

できる「社内公募制度」、希望部署に自ら手を挙げる「チャレ

ンジ申告制度」など、自律的なキャリア形成を支援する制度

を整備しています。

今後は、今まで以上に個々の従業員の要望・スキルなどを

深く収集するとともに、「パーソナルデータ」「パフォーマンス

データ」「キャリアデータ」を一元管理することで、「戦略」と

「個々人の想いやスキル」を有機的にマッチさせた戦略的な人

事配置を効率的に実行していきます。

中期経営計画の実現に向け、広く人財公募の必要性が高い

案件の募集に対し、職務遂行に必要な能力や適性を持ち、意

欲のある人財を公募する求人型の公募制度です。

なお、この申告制度は社員、メイト社員、エルダースタッ

フを対象に実施しています。

希望する役割や業務内容に対して、自分を活かすことので

きる経験、能力を具体的に申告できる求職型の公募制度です。

自己申告制度を一段階進め、ポジティブなキャリアチェンジを

希望する人に人事担当との直接面接を実施します。

なお、この申告制度は入社7年目以降の社員を対象に実施

しています。

社内公募制度の実績

2020年度

公募案件数 23

エントリーのべ人数 95

マッチング人数 42

制度の流れ
社内公募制度

チャレンジ申告制度

二次審査
（面接）

一次審査
（書類審査等）

希望者 応募案件 提示

二次審査
（面接）

一次審査
（書類審査等）

希望者 応募所属情報 提示

戦略にもとづく
案件

上司への
報告・許可なしで

応募可

人事部が
実施

案件に応じて
部門・人事部が

実施

業務内容
希望する
人財像など

上司への
報告・許可なしで

応募可

人事部が実施

定
期
人
事
異
動

本
人
通
知

合
否
決
定

当社グループで働く上での仕事や進路、異動等の希望や自

己啓発、キャリアプランについての意見や意欲を自由に回答

し、提出する制度です。

適所適財

自己申告制度

チャレンジ申告制度

社内公募制度

現在の仕事への満足度や、過去のキャリアの振り返り、保

有スキルなどの情報も収集することで、より本人の要望や適

性にマッチした異動配置に活用しています。今後は、従業員

個々人の「想い」や「要望」をより深く抽出することで、人

財育成や適所適財を通した「従業員満足度の向上」につなげ、

企業としての戦略実現につなげます。

なお、この申告制度は毎年1回、社員、メイト社員（地域

限定社員）、エルダースタッフを対象に実施しています。
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（株）三越伊勢丹のメイト社員（地域限定社員）は、全従業

員約8,800名のうち約2,000名を占め、百貨店で最も重要な店

頭販売で大きな役割を担っています。入社4年目以降を無期雇

用とする制度を、2016年4月からは入社初年度より無期雇用

とし、スタイリストの働く環境のさらなる改善を図っています。

また、メイト社員から正社員への登用は、登用試験受験ま

での年数を入社5年目から4年目に短縮した結果、正社員登用

者数は年々増加し、2020年度は約80名、累計で約1,000名

が正社員となり、うち約30名が管理職に昇格しています。

また、フェロー社員（時給制契約社員）からメイト社員への

転換者数は、2020年度は約30名、累計で1,400名以上となっ

ています。

従業員が今よりもさらに専門的な知識を身につけ、能力を

向上させるための制度・取り組みです。メイト社員にも正社

員登用を通じて、キャリアアップの機会があります。

当社グループでは、能力開発として従業員が自主的に学ぶ

場を提供しています。これまでは集合開催が中心でしたが、

2020年度からはオンライン開催も取り入れることで、地理的、

時間的な制限を可能な限り取り除き、より学びやすい環境を

整えています。具体的にはグループ内従業員が学びを進める

「SNACK」と、グループ外企業の従業員と学びあう「DATE」と、

それぞれのつながりによる学ぶ場を提供しています。

DATEは「Development Acceleration Training by 

Exchange」の略で、他企業が実施している優れた研修を相

互に交換し、交流することで、自社にない新しい学びと刺激を

提供する研修です。（株）三越伊勢丹、カルビー、ソフトバンク、

サントリー、ユニリーバ、５社による連携の取り組みです。

上司と部下の定期的な1対1の対話（1on1：P.57参照）に

加え、2017年度からは、節目節目での評価に対するフィード

バック面談にも力を入れています。評価の納得感を高め、今

後強化すべきポイントを相互に明確にすることで、個人の目標

が明確になり、自己成長意欲の向上につながっています。

三越伊勢丹グループでは、自己啓発のために一時的に休職

できる制度やグループ外出向制度があります。

※うち、（株）三越伊勢丹は60名

参加人数 参加企業数 開催回数

2020年度 延べ502名 4社 全5回

自己研修休職制度
期間は、最短１カ月から最長2年です。2015年から計10
名が制度利用しており、取得目的は、主に大学院進学�
です。

グループ外出向制度
グループ内では経験できない知見を、外部企業で一定期
間経験を積むことで身につけ、帰任後に組織に還元する
ことを目的に、グループ外出向を実施しています。（P.66
参照）

DATE開催実績

キャリアアップ

グループ内外のつながり

一人一人と向き合う面談・フィードバック

メイト社員（地域限定社員）の積極的な正社員登用 SNACK

DATE

知識習得のための外部機関への派遣や制度

SNACKは「Skill」「Network」「Attitude」「Communication」

「Knowledge」の略称。これまでは持ち込み企画として朝活・

夕活を中心に、社内従業員および社外で活躍されている方を

講師にリラックスして学ぶ場として位置づけていました。

2021年度からは、成長したいという意欲を持った従業員が

自律的にいつでも・どこでも・誰でも学ぶことができる場として、

「リベラルアーツ〜教

養を高める学び〜」​

をテーマに社内で動

画をアップしていく

形へと変化させてい

きます。
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メリハリある働き方を実現することで、従業員の心身の健康

を確保しライフワークバランスの向上につなげるため、継続的

に総実労働時間の短縮に向けて取り組んでいます。単に時間

だけを削減するのではなく、業務の見直しを図ることで、生

産性の向上につなげています。

（株）三越伊勢丹では、2019年度より1日の労働時間を30分

短縮し（変更後の１日あたりの労働時間：7時間25分）、年間

所定労働時間を1,972時間から1,840時間に短縮しました。

モバイルＰＣと通信機器を貸与することで、外出先など通

常勤務先以外での業務遂行を可能にしています。2015年度

よりテレワークの推進に努めています。

（株）三越伊勢丹では、効率的な働き方を進めるため、Office�

365の活用や業務用スマートフォンの貸与、書類のオンライン

化（ペーパーレス）、会議の在り方の見直しなどの業務改善を

実施しています。

長時間労働抑制のため、PC使用時間を把握するシステムに

より労働時間を客観的に把握できる仕組みも導入しています。

また、就業関連の知識浸透に向けて、業務用スマートフォン

でもルールを確認できるよう、アプリ化も進めています。

グループとして年間の取得目標（55%以上消化）を掲げ、

取得推進を図っています。期初に連休取得計画を立案するこ

とで有給休暇を取得しやすい環境づくりを推進しています。

現状の取り組み
1）在宅勤務制度
◆	�2017年度より導入しています。
◆	�対象者は雇用形態ではなく「自宅で通常業務が自律
的に実施可能か」で判断・実施しています。

◆	�2021年度時点で（株）三越伊勢丹と三越伊勢丹ホー
ルディングスの合計で、3,000名（全従業員の33.7%）
が実施しています。

2）社内サテライトオフィス
◆	�2019年度より順次導入しています。
◆	�新宿、日本橋、銀座、立川、浦和の店舗または周辺
ビルにて執務可能な共有スペースを設置しています。

◆	�店舗立ち寄り時や顧客やお取組先訪問後の残務処理
時に活用することで、総実労働時間の短縮にも貢献
しています。

少子高齢化、生産年齢人口の減少、働き方への価

値観の変化に伴い、働き方の自由度を拡大する「ライ

フワークバランスの実現」が重要視されています。文

字通り「生活と仕事の調和」を実現させるためには、

従業員の健康や生産性向上も重要な要素となってき

ます。

三越伊勢丹グループは、ライフワークバランスの実

現に向けて、従業員が“働きやすさ”を実感できる環境

を作っていきます。従業員のライフステージ・ライフ

イベントにおける問題に適切に対応できる制度構築を

はじめ、健康サポートや多様な働き方の促進など、

個々人が柔軟にかつ継続的に働くことができるための

取り組みを進めていきます。

※「いかなる時も“仕事最優先”ではない」「一人一人の人生や価値観が最
大限に尊重され、それにフィットする企業・職場でありたい」という思
いから、当社グループはワークライフバランスではなく、“ライフワーク
バランス”と表現します。

総実労働時間の短縮

所定労働時間短縮

テレワーク

年次有給休暇

業務改善
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三越伊勢丹グループでは、出産・育児をしながら働く従業

員を支援するために、法令を上回る制度を設けているほか、

働きがいをもって仕事をし続けられるよう、様々な制度と環

境を整えています。

「産前・産後休暇」「育児休業制度」を取得した従業員の出

産後の復職率は約9割であり、2021年8月現在、約440人が

「育児勤務制度」を利用し、仕事と家庭の両立を図っています。

そのほかにも、フルタイム勤務への早期復帰に向けた支援と

して「育児勤務の一時的勤務時間延長制度」「フルタイム早番

固定勤務制度」「育児勤務のスライド制度」など勤務形態の拡

充を行っています。

また、人事統括部内に「育児関連制度相談窓口」を設置し

ており、育児休業中の従業員への「トピックスレター」の発送（毎

月）のほか、職場復帰前には「復職準備質問会」を、復職後

には人事制度の説明や制度利用経験者からのアドバイスを聞け

る「ワーキングマザー・セミナー」などを実施しています。

2015年度からは、フルタイム勤務復帰を迎える従業員を対象

とした「ワーキングマザー・セミナー2」を実施するなど、復職

やフルタイム勤務復帰に向けたソフト面の取り組みにも力を入

れています。

 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

育児休業取得者数
女性 124 134 127 126 120
男性 24 19 19 14 13
計 148 153 146 140 133

育児休業取得率
女性 － － 99.4% 100% 100%
男性 － － 21.8% 23.3% 21.7%

妊娠・育児のための短時間勤務者数
女性 462 451 457 475 473
男性 0 0 0 1 0
計 462 451 457 476 473

育児休職からの復職者数 91 97 103 111 118

育児支援制度の体系

育児関連制度利用者数� ※（株）三越伊勢丹の社員・メイト社員

育児関連制度

制度名 内容

産前・産後休暇 産前8週間・産後8週間の取得が可能

育児休業制度 子が満4歳に達する月の末日まで利用が可能
（最長、1子につき3年に達する月の末日まで）

育児短時間
勤務制度

育児のために一定期間内において勤務時間を
短縮する制度。子が小学校3年生の3月31日ま
で利用可能（在籍期間中の育児勤務と育児休
業の合計は最長10年。超えた場合は、末子が
小学校1年生の9月30日まで延長可能）
※2014年度より、「育児勤務の一時的勤務時間延長制
度」を導入（月10日まで、一時的にフルタイム勤務が
可能）

※2018年度より、「育児勤務のスライド制度」を導入（月
10日まで、時間帯をスライドして勤務することが可能）

フルタイム早番
固定勤務制度

第1子が小学校4年生の年度末まで、第2子以
降は、小学校1年生の年度末まで可能

子の看病の
ための休暇

●	� 小学校就学に達するまでの子の看護に対し
て、子が1人であれば年間5日、2人以上で
あれば年間10日の利用が可能

●	� 時間・半日・1日単位で取得可能

ソフト面の支援 制度支援

● 

再
雇
用
制
度
　
● 

グ
ル
ー
プ
内
継
続
雇
用
制
度

人
事
部
内
に
「
育
児
関
連
制
度
相
談
窓
口
」
を
設
置

産前・産後休暇
育児休業

育児短時間
勤務

フルタイム早番
固定勤務

フルタイム勤務

● �休職前：産前面談
● �休職中：社内 
トピックスレター送付

● �復職前： 
復職準備質問会

● �復職時： 
ワーキング 
マザー・セミナー

● �年1度： 
ランチミーティング

● �フルタイム勤務 
復帰前： 
ワーキング 
マザー・セミナー2

● �育児勤務の一時的 
時間延長制度

● �育児勤務の 
スライド制度

● �フルタイム勤務 
育児支援補助金 
制度

多様性のある働き方

育児と仕事の両立支援

育児関連制度
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男性の育児参加を促進するため、法定の育児休業制度のほ

か、「育児休業の特例」として（株）三越伊勢丹独自の育児休

暇制度を設定しています。

家族の介護をしながら働く従業員を支援するために、一定

期間内において休業できる制度や勤務時間を短縮できる制度

を法令以上に設定し、継続して働き続けられる体制を構築して

います。また、家族の介護を事由としてストック有給休暇※を

取得することを可能とし、選択肢を広げています。 結婚、出産、育児、介護または配偶者の転勤等を理由に退

職した場合、退職後12年以内であれば、退職時の雇用形態

で優先的に再雇用する制度。

結婚、育児、介護、配偶者の転勤等ライフイベントに応じ、

本人希望による地域間異動を可能にする転籍制度。

再雇用制度

グループ内継続雇用制度

制度名・内容 人数

配偶者が出産した男性従業員 60

育児休業制度 法定制度 1

育児休業の
特例

当社独自の制度。子が1歳に達す
る日以前であり、育児休業期間
が7日（各人の休日含む）以内の
場合は、休職とせず、1子につき
5日間まで有給とする制度

12

取得者合計 13

取得率 21.7%

制度名 内容 人数

介護・介護準備
休業制度

1対象家族につき、最長1年ま
で。分割取得が可能 10

介護・介護準備
勤務制度

1対象家族につき、最長3年利
用が可能。分割取得が可能 10

家族の介護の
ための休暇

●	� 対象家族1人につき年間5日、
2人以上であれば年間10日
の利用が可能

●	� 時間・半日・1日単位で取得
可能

6

 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

利用者数 9 3 11 5 6

2020年度制度を利用した男性従業員� ※（株）三越伊勢丹

2020年度介護関連制度利用者数� ※（株）三越伊勢丹の社員・メイト社員

グループ内継続雇用制度利用者数� ※グループ計

当社グループでは、個人のライフイベントに対応した雇用

制度を設定しています。

※期限内に取得できなかった年次有給休暇を一定数までストックできる制度（P.74
参照）

男性の育児休業制度利用促進 介護と仕事の両立支援 ライフイベントに対応する制度
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私は、2020年4月から2021年3月までの1年間、育児休
業制度とストック有給休暇制度を活用し、育児のために休
業しました。
子どもを授かったことがわかってから、自分が子育てにど

のように関われるのか色 と々思案しました。元々、子どもを
育てるということは、一生続く、大変なことで責任のあるも
のであると考えていたこと、また、妻も当社グループで、私
と同じ職責で働いていること等から、子育てを妻に任せきる
のではなく、楽しいこともつらいこともシェアしながら、で
きうるかぎり関わりたいという気持ちをもっていました。
ちょうどそのころ社会の関心事として男性の育児参加が
積極的にとらえられていたこと、周りに男性で育児休業の経
験者がいてお話を伺えたこともきっかけとなり、育児のため
に休業することは人生においても貴重な経験になるのではと
思い、選択肢として前向きに考えてみることにしました。
取得にあたっては、当初、休業中の金銭面のことや、復

職後のキャリア形成のことで不安もありましたが、実際に取
得してみて、（株）三越伊勢丹の制度は非常に充実している
と感じました。女性が取得できる制度の多くは、男性も同じ
ように利用できるように整備されています。育児休業制度の
みならず、ストック有給休暇制度（P.74参照）を育児のた
めに利用できたおかげで、金銭面での不安は払拭されまし
た。キャリア形成については、上司とのコミュニケーション
の中で、後押ししてくれたことで、こちらも不安を払拭でき
ました。育児の先輩としても、相談にのってくれてとてもあ
りがたかったです。
取得するからには、またとない機会と思い1年間、会社を

離れました。この1年間は初めての経験ばかりで本当に大変
でしたが、とても貴重な歳月でした。
復職してみて思うことは、育児が自分を人間的に成長さ

せてくれたことです。当社グループには女性従業員が多く、
育児休業制度や、育児勤務制度を利用されている方が多く

いらっしゃいます。育児と仕事を両立させながら働く大変さ
を、少しでも理解し、配慮しようと思えるようになったの
は、大変な進歩だと感じています。
現在、妻は育児勤務制度を利用していますが、子どもの

突発的なことに勤務が左右されるのを見て、私も引き続き
主体的に関わりたいと思っています。今後、また子どもを授
かったら、再度の取得を考えると思います。私自身、先に
取得された方や、周りの方の応援があって育児休業を取得
できたので、今後機会があれば、男性の間にも制度が広が
るように、取得を考えている人の後
押しになるようなことができればと
も思います。

I N T E R V I E W　育児休職はブランクではなく、成長の貴重な機会となりました。

（株）三越伊勢丹
MD統括部
マーケテインググループ
マーケティング企画部　　

佐々木 崇志
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従業員がグループ内で得ることが難しいスキルや経験を会

得できるだけでなく、従業員の自律性や自主性も促進される

ため、2020年4月より制度を開始しました。

長時間労働や過重労働による従業員の健康被害が生じない

よう、また、職務専念義務や秘密保持義務に違反することが

ないよう、遵守事項を常時掲示しています。

2020年には（株）三越伊勢丹ホールディングスおよび�

（株）三越伊勢丹で計88名が利用しました。

働きやすい仕組みの環境づくりの一環として、法的には失

効してしまう未取得の年次有給休暇を最大230日までストック

できる制度です。予め定めた事由と日数の範囲内であれば原

則本人が希望する時期に取得できます。

2019年度 2020年度
のべ申請者数 申請日数 のべ申請者数 申請日数

介護 119 294 252 628

育児 33 155 90 376

能力開発 9 13 1 1

ボランティア 9 23 0 0

災害休暇（災害休暇延長） 0 0 0 0

看護 71 87 93 126

慶弔（慶弔休暇延長） 3 6 8 8

慶弔（親族、知人の結婚式・通夜・告別式） 5 5 8 8

慶弔（法事） 16 18 21 21

子の学校行事 117 117 131 133

不妊治療 0 0 1 3

ストック有給休暇制度の利用実績� ※（株）三越伊勢丹ホールディングスおよび（株）三越伊勢丹

取得が認められる事由は、従来の治療・介護・看護などの

他、ボランティア、不妊治療など社会的な動きに合わせた内

容も含んでいます。近年は介護、看護、学校行事の事由での

申請が増えており、育児事由で男性が1カ月単位で取得する

ケースも出てきています。

兼業・副業 ストック有給休暇制度
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従業員が心身ともに健康で勤務できるよう、様々な取り組

みを進めています。

従業員が健康に勤務できるよう、年に1回の健康診断を実

施しています。法定以外の項目についても定期的に健康診断

を行い、年齢に応じて実施内容を変えるなど、個人の状況に

応じた内容としており、満40歳になる年からは、5年に一度人

間ドックを実施しています。

結果に対するフローも整備し、細やかなフォローを行うこと

で、従業員一人一人の健康管理を支援しています。

（株）三越伊勢丹では労働災害の状況や対策の実施状況を会

社と労働組合の両者で確認しています。職場巡視による確認な

ど、産業医とも連携しながら労災の未然防止に努めています。

また、労働組合と会社の合同会議として、年2回中央安全

衛生委員会を開催しています。職場をまたいだ社内の労災の

発生状況を確認し、再発防止に向けた対策を共有するととも

に、開催時期に応じたテーマを設定し、議論することで取り

組みの精度向上を図っています。

（株）三越伊勢丹では、常勤産業医を新宿店・日本橋店に

各1名配置しています。非常勤の産業医7名と連携を取り、従

業員の健康診断結果や安全衛生体制を確認しています。従業

員は自分の健康診断結果に関する質問や、健康に関する相談

を産業医に申し込むことができます。また、メンタルヘルス専

門の産業医もおり、心身の健康管理に対応しています。

受診率

2018年度 99.2%

2019年度 99.8%

2020年度 95.6%

健康診断受診率� ※グループ計

ハーフタイム利用者数� ※（株）三越伊勢丹
組織のストレス状態を捉える機会としてグループ全体でスト

レスチェックを活用しています。（株）三越伊勢丹では、法制

化を前に2014年８月に「ストレスチェック」を実施。2016年

度よりグループ全体に広げて実施しており、グループ全体・

各社・各所属で組織の活性度合いを可視化しています。

本人への結果通知はもちろん、管理職には組織の調査結果

をフィードバックすることで組織改善に結びつけています。

グループ計 （株）三越伊勢丹

2018年7月 94.7% 96.4%

2019年1月 93.5% 94.0%

2019年6月 93.8% 97.2%

2021年2月 93.3% 96.5%

ストレスチェック受検率

メンタル不調による休職などを未然に防ぐため、社内・社

外に相談窓口を設置して早期に相談しやすい環境をつくって

います。また、一旦休職に至った従業員に対しては、勤務時

間や業務を調整して段階的に通常業務に復帰できる仕組みを

設けています。

気軽に体調など健康関連のことを社内の保健スタッフへ相

談できる制度です。状況に応じて産業医との面談や医療機関

の紹介を行っています。

利用者数

2020年度実績 22

メンタル不調で休職した方の復職をサポートするシステムで

す。要保護勤務（時間外不可、短時間勤務）を設定し、休職

から段階を経てスムーズに復職できる環境を整備しています。

体調相談中心のハーフタイムとは異なり、職場問題やハラ

スメント関連を産業カウンセラーに相談できるカウンセリング

ルームを設けています。

ヘルス＆メンタルケア

健康診断

労働災害防止

ストレスチェック

産業医の配置

メンタルケア

ハーフタイム

カウンセリングルーム

復職支援プログラム
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、行政の方針を

遵守しつつ、三越伊勢丹グループでは様々な取り組みを行っ

ています。

感染者が発生した場合には、個人が特定されない形で速や

かに社内外に開示を行い、社内対策を強化するなどの対応を

行っています。対策内容については、店内看板、サイネージ

動画、HPを通じて周知を図るほか、店頭での感染防止には、

お客さまにもご協力をいただいています。

首都圏をはじめ国内グループ百貨店で実施している対策を

ご紹介します。

◆	手指消毒・不織布マスク着用（一部フェイスシールド）等、
基本的感染予防対策の徹底

◆	出社時の従業員通用口における検温の実施

◆	従業員施設における3密防止対策の実施

◆	業務上可能な場合はテレワークの推奨
	 ➡�2021年度時点で（株）三越伊勢丹と（株）三越伊勢丹ホー
ルディングスの合計で、約3,000名（全従業員の33.7%）
が実施

◆	職域接種の実施

◆	COCOA（厚生労働省の接触確認アプリ）の業務用スマー
トフォンへのダウンロード推奨

❸従業員の安全確保対策

◆	定期的な店内施設及び備品の消毒
	 ➡�カート、買物カゴ、手すり、什器、カウンター、試着室、
ハンガーなどを定期的に消毒

◆	飛沫防止シートの設置
	 ➡�食品フロアやギフトセンター等一部のレジカウンターに�
設置

◆	お会計時の従業員とお客さまの接触回避
	 ➡�現金・カード・レシートなどの受け渡しは金銭トレイで�
行い、サインが必要な場合は消毒済のペンを使用する

◆	食品フロアや催事場における試食・試飲の一時中止

◆	混雑回避の取り組み
	 ➡�クリアランスセールや物産展など、混雑が想定されるイベ
ントにおいては、特に混雑回避について取り組んでいます。
オンライン上の品ぞろえの強化、段階的なスタート、時間
別入場、ソーシャルディスタンスを確実に確保できる売場
の構成など、お客さまに協力していただきながらの対策を
講じています。また、グループ内で好事例を共有し、回を
重ねるごとに改善しています。

❷店内での対策

◆	店舗入口での体温測定（赤外線サーモグラフィーカメラで
の計測）と手指消毒

◆	店内でのマスクの着用

◆	お客さま同士の適度な距離の確保

◆	入口の限定へのご理解（入口、出口を分ける対応）

❶お客さまにお願いしていること新型コロナウイルス感染症対策
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ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

多様性の実現

モチベーションの向上

人財育成

適所適財

その他

ライフワークバランスの実現

妊
娠
・
出
産
・
育
児

休暇・休職

勤務制度

費用補助

介
護

休暇・休職

勤務制度

費用補助

休
暇

ストック
有給休暇

その他休暇

勤務制度・その他

障がい者活躍
（特例子会社）

エルダー制度
（定年後再雇用）

グループ外人財の�
受け入れ

ハラスメント撲滅 外国人活躍

MANABIの森 （人財
育成のグランドデザイン）

新卒社員教育 グループ内外への�
出向

経営人財育成

自己申告制度 社内公募制度
（求人型）

チャレンジ申告制度
（求職型）

グループ内キャリア
支援制度 （グループ
会社への転籍）

適性判定
（直属上司による
適性診断）

キャリア面談
（総合職1年目、
メイト社員1・2年目）

表彰制度
（エバーグリーン等）

社内資格制度
（全7資格）

自己研修休職制度
（1カ月～２年）

正社員登用 メイト社員転換 社内外のつながり
（SNACK・DATE）

キャリアライフプラン
セミナー （労使共催）

産前育児休業
（必要日数・無給）

産前・産後休暇
（産前8週・産後8週・�
無給）

育児休業
（子が満4歳に達する�
まで・無給）

育児休業の特例
（1子につき5日まで・�
有給）

ストック有給休暇
（育児）
（上限：連続230日）

ストック有給休暇
（不妊治療）
（上限：連続45日）

ストック有給休暇
（子の学校行事）
（上限：1日）

子の看護のための休暇
（1人につき年5日・無給）

産前育児勤務�
（短時間勤務）
（必要日数）

母性保護のための�
労働時間等制限
（時間外勤務・�
休日勤務の免除、等）

育児勤務�
（短時間勤務）
（最長10年）

育児時間
（1日につき30分×2回・
有給）

育児勤務のスライド�
制度
（月10日まで）

育児勤務の�
一時的勤務時間延長
（月10日まで）

育児のための�
労働時間等制限
（時間外勤務・�
休日勤務の免除、等）

早番固定勤務

育児補助金�
（フルタイム勤務者）

共 月極保育補助金� 共 一時保育補助金� 共 不妊治療給付� 共 出産手当金� 健 出産育児一時金� 健

介護休業 （1対象家族
につき最長1年・無給）

ストック有給休暇（介護）
（上限：連続230日）

家族の介護のための休暇
（1人につき年5日・無給）

介護勤務
（1対象家族につき�
最長3年）

介護のための労働時間
等制限 （時間外勤務・�
休日勤務の免除、等）

介護費用援助� 共

傷病
（上限：連続230日）

能力開発
（上限：連続20日）

災害休暇の延長
（上限：連続120日）

ボランティア
（上限：連続60日）

看護
（上限：連続20日）

慶弔休暇の延長
（上限：1日）

慶弔災害休暇
（有給）

転勤に伴う引越休暇
（最大4日・有給）

生理休暇
（必要日数・無給）

総実労働時間の短縮 有期社員の無期雇用化
（21年10月全雇用形態の
原則無期化完了）

再雇用制度
（退職後12年以内）

グループ内継続雇用�
制度

兼業・副業 フレックスタイム制度 有給休暇の半日取得

業務改善・効率化
（デジタル化・労働時間管理）

業務用スマホの配布
（社員・メイト社員全員対象）

フリーアドレス制 テレワーク 
（在宅・サテライトオフィス）

ヘルス＆メンタルケア 傷病手当金� 健

支援制度と取り組み� ※（株）三越伊勢丹

　	＝三越伊勢丹健康保険組合からの拠出
　	＝三越伊勢丹グループ共済会からの拠出
健
共
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■	機関設計の形態 � ����� 指名委員会等設置会社

■	取締役の人数� ��������������������  9名�
　うち社外取締役の人数��������������  6名

■	取締役会の開催回数（2021年3月期） ����� 13回�
　全取締役の出席率 � ���������������  99%

■	取締役の任期� ��������������������  1年

考え方

三越伊勢丹グループは、お客さま・従業員・株主／投資家・お取組先・地域社会といった
ステークホルダーと良好な関係を構築するとともに、株主総会、取締役会、会計監査人等、
法律上の機能制度を整備・強化し、経営機構改革とあわせて、コーポレート・ガバナンス
改革を推進しております。
企業活動の透明性を確保し、コンプライアンス経営に徹し、当社グループに関わるすべて
のステークホルダーの皆さまに対し提供すべき様々な価値の創造に努め、皆さまからより一
層信頼される企業グループを目指します。
当社は、当社グループのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方、枠組み、及
び、運営指針を定めた「コーポレート・ガバナンスガイドライン」を制定しております。

ガバナンス06
方針・体制

背景 リスクが多様化する事業環境において、将来にわたって持続的な成
長を可能にするためにも、お客さま、株主／投資家、お取組先、従
業員の安心・安全を最優先として、リスクを明確化し、対応の一層
の強化を図っています。
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コーポレート・ガバナンス

一層のガバナンスの高度化を図ることを目的に、機関設計

として指名委員会等設置会社を採用しています。経営の意思

決定の迅速化、経営監督機構の強化、内部統制システムの充

実などに継続的に取り組んでまいります。

取締役会および各委員会の状況

議長／委員長 人数と構成 主な役割 2020年度主な議題 開催平均出席率

取締役会
議長：
久保山取締役

9名

内、社外取締役   6名（66.7％）   

グループの大局的な�
方向付けと、�
業務執行に対する�
監督・モニタリング

■	会社法、定款等で定められた�
決議・報告事項

■	長期ビジョン・中期経営計画�
などの方針決定

■	重要な業務執行のモニタリング
■	内部統制のモニタリング

指名委員会
委員長：
飯島取締役

5名

内、社外取締役   4名（80.0％）   

役員の「指名」に�
関する審議や�
意思決定

■	社長CEOの再任可否および�
後継者計画審議

■	取締役候補者の決定
■	委員会委員・執行役等の�
役員人事案審議

報酬委員会
委員長：
土井取締役

3名

全員社外取締役        （100％）         

役員の「報酬」に�
関する意思決定

■	役員報酬に関する方針の決定
■	業績連動報酬・非金銭報酬等の�
インセンティブ制度についての�
検討および決定

■	取締役、ならびに代表執行役・�
役付執行役を含む執行役の�
個別報酬額の決定

監査委員会
委員長：
赤松取締役

4名

内、社外取締役   3名（75.0％）   

執行役および取締役
の職務執行の監査、�
内部統制システムの
状況の監査、�
会計監査人の�
選解任等に関する�
株主総会提出議案の
内容の決定

■	監査方針および監査計画の策定
■	リスクマネジメントに関する�
報告

■	内部監査室報告
■	会計監査人報告
■	執行部門に対する�
業務執行状況のヒアリング

99%
（2021年3月期）

100%
（2021年3月期）

100%
（2021年3月期）

96%
（2021年3月期）

株主総会

選任・解任

会計
監査

連携・報告

連携・報告・
要請

連携・報告

取締役の選任・解任

指名委員会 報酬委員会 監査委員会 会計監査人

執行役の
選任・解任

監督

監査
執行役社長の
選定・解職

指示・報告

内部監査

執行役(会)

代表執行役社長

統括部門・事業部門・スタッフ部門 グループ各社

内部監査室

取締役会

企業統治の体制

推進体制
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当社グループでは、取締役会における審議の活性化のた

めに、以下の取り組みを行っております。

当社では、「役員在任年齢上限規程」により、在任の上限

年齢と上限任期を役位ごとに定め、適切なローテーションを

促しております。そのうえで、代表執行役および役付執行役を

含む執行役の選任、および委任契約期間満了後の再任の可否

については、各人の委任契約期間における定量的な成果、お

よび第三者機関による経営人財評価等の客観的データを適切

に評価し、指名委員会にて判断することとしております。役員

に関わる選解任基準については透明性確保のため、各ガイド

ライン・ポリシーの策定を進めてまいります。

当社グループでは、毎年度「取締役会実効性の分析・評

価」を行っており、抽出された課題について継続的な改善を

することで、取締役会のさらなる実効性向上に取り組んでお

ります。具体的には、取締役全員への個別アンケートを実施

し、取締役会の構成や審議内容、事務局によるサポート等の

運営や、役員の「指名」や「報酬」の決定プロセス等について、

定量・定性の両面から評価しております。

2020年度には、第三者であるアドバイザーの新たな視点を

盛り込んだアンケートおよびインタビューを実施し、分析・評

価を踏まえた取締役による討議のうえ、課題の抽出と改善に

向けたアクションプランをとりまとめました。

CEOの選任、後継者計画（サクセッションプラン）および
再任可否の判断については、指名委員会における最重要
事項の一つに位置づけ、透明性・公正性を確保しつつ取
り組んでおり、その在り方を同委員会で積極的に審議し、
その過程において指名委員以外の全ての社外取締役から
も意見聴取するなど、かかる取り組みのさらなる高度化を
図っています。

具体的には、CEO就任初年度に在任期間中のビジョンを
指名委員会において審議した上で、毎期経営計画に対す
る進捗状況や今後の見通し、解決すべき課題等を指名委

CEOの選任、後継者計画（サクセッションプラン）
および再任可否の判断

●❶	取締役会の決議や報告の前提となる、執行役会の議論
の質向上に取り組むこと、また取締役会においては、経
営計画や戦略的案件等、経営に関する大局的な審議の
時間を確保することで、その活性化を図っています。

●❷	�取締役会の数日前に開催する社外取締役への事前説明
会において、起案部門から十分な説明を行い、取締役
会における審議の活性化につなげています。

●❸	�取締役会の実効性評価を行い、その結果を踏まえて継
続的な改善を行うことで、取締役会のさらなる実効性
向上に取り組んでいます。

2021年4月以降、社外取締役を議長とした新体制におい

て、アクションプランを着実に実行し、検証・修正すること

で、さらなる実効性向上に努めております。

取締役会の実効性向上のための取り組み

取締役会実効性評価

役員の指名に関する方針

員会にて説明・共有します。また、CEO後継者情報につ
いては、候補者の外部経営人材評価機関によるスクリーニ
ング結果、育成計画、および経験させるべき分野への異
動配置案等のあらゆる情報を徹底して指名委員会に共有
します。

その上でCEOの継続可否については、提供されている後継
者情報も踏まえ、毎期指名委員会委員である社外取締役
が主体的にCEO継続の可否を判断できる体制を整えてお
ります。なお、緊急時のCEO候補（CEO代行者）について
は、毎期初に指名委員会にて審議・確認しております。
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当社グループは、社外取締役を独立役員として指定するに

あたって、その独立性を判断するため、「三越伊勢丹ホール

ディングス社外役員の独立性に関する基準」を独自に定めて

おり、下記のいずれにも該当しない社外役員を独立役員とし

て指定しております。

この「役員報酬原則」にもとづき、法定の報酬委員会にお

いて、「報酬」に関する検討や意思決定を社外取締役主導で

実効性高く実施し、客観性、透明性を確保しています。

執行役・執行役員においては、報酬原則を反映し、目標達

成を強く動機づけるために、下記の業績連動型賞与体系を導

入しております。

株主価値の向上に対する意識をこれまで以上に高めることを目

的として、従来の株式報酬型ストックオプションを改定し、2020

年度より一定期間の譲渡制限を付した自社株を付与し、株主と

役員の利害一致を図る譲渡制限付株式報酬を導入しております。

独立性基準
役員報酬に関する基本原則

報酬構成

賞与

譲渡制限付株式報酬

※�❷❸の「主要なお取組先」とは「当社グループと当該お取組先の連結ベースの
年間取引額が、過去３年間において１度でも両者いずれかの連結ベースの年間
総取引額の１%を超える取引があったお取組先」
※�❹の「主要な借入先」とは、「当社グループの借入金残高が、事業年度末におい
て当社グループの連結総資産の２％を超える借入先」
※�❺の「一定額」とは、「過去3年間のいずれかの年度において1千万円以上」

※1	� 基準株価：割当決議日の前取引日（当該日に終値が付かない場合はその前取
引日）の東京証券取引所における当社グループ株式の終値

※2	� 割当役員が、任期満了もしくは取締役会が正当と認める理由による譲渡制限
期間中の退任の場合は譲渡制限を解除

取締役候補者の指名にあたっては、取締役会が高い倫理観

とともに、幅広くかつ専門性の高い知識とスキルを有した多

様なメンバーで構成されるよう考慮しています。特に社外取

締役については、実業界で経営・執行経験を十分に積んだ方

をはじめとして、その客観的かつ専門的な視点からの幅広い

意見を積極的に取り入れ、バランスの取れた経営を行うため

に、異なる分野・業界から招聘することとしております。

取締役候補者については、社外取締役が過半数かつ委員長

を務める指名委員会にて決議し、株主総会へ上程いたします。

また、経営陣幹部である執行役については指名委員会にて審

議のうえ、取締役会で決議しております。

このように、ガバナンス上重要な「指名」に関する審議や

意思決定を社外取締役主導で行い、今後の指名委員会におい

ても当社グループの役員選任基準の一層の明確化に努めてい

きます。

取締役候補者の指名を行うにあたっての方針

●❶	�当社グループの業務執行者

●❷	�当社グループを主要なお取組先とする者またはその業
務執行取締役、執行役、支配人

●❶	株主と役員の利害一致の促進
●❷	�業績や株主価値の向上に向けたインセンティブ効果の拡大
●❸ （目標達成時における）産業界全般における比較におい
て遜色のない水準の提供

●❹	評価方法や報酬決定方法の客観性・透明性の確保

●❶	譲渡制限付株式の金銭報酬債権額�
執行役（取締役兼務者含む）	：月額基本報酬額×3カ月分�
非業務執行取締役	 ：月額基本報酬額×1カ月分

●❷	割当株数の算出�
個別金銭報酬債権÷基準株価※1（百株未満切り捨て）

●❸	譲渡制限期間　30年間※2

執行役・執行役員
基本報酬
×12カ月

基本報酬
×12カ月

賞与
基本報酬×5カ月分

株式報酬
基本報酬×1カ月分

株式報酬
基本報酬
×3カ月分

※取締役兼務を含む

非業務執行取締役 ※社外取締役を含む

連動目標 評価ウエイト 連動範囲
単年度連結営業利益�
目標の達成度

60%
（代表執行役社長は100%）

0～200%

（個別の）定性評価 40%
（代表執行役社長は0%）

50～150%

役員報酬

●❸	�当社グループの主要なお取組先またはその業務執行取
締役、執行役、支配人その他の使用人である者

●❹	�当社グループの主要な借入先の業務執行者

●❺	�当社グループから役員報酬以外に、一定額を超える金
銭その他の財産上の利益を受けているコンサルタント、
会計専門家、法律専門家等

●❻	�当社グループの発行済総株式数の５%以上の株式を保
有している株主またはその業務執行者

●❼	�過去３年間において上記●❶から●❺に該当していた者

●❽	�上記●❶から●❺の配偶者または二親等以内の親族
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連携・報告・要請

指名委員会 報酬委員会

リスク対策部会

コンプライアンス推進部会

サイバーリスク対策プロジェクト

コロナ対策本部会議

監査委員会

株主総会

報告・監督

議　長：社長 CEO
副議長：CRO

＊次頁参照

HDS

コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議

３線ディフェンスと５つのレイヤー

第5レイヤー

第4レイヤー

第3レイヤー

第2レイヤー

第1レイヤー

❺

❹

❸

❷

❶

HDS
内部監査室

HDS
リスクマネジメント室

HDS
各統括部門

事業会社
管理部門

事業会社
現業部門

取締役会

HDSリスクマネジメント室

該当部門5つのレイヤー3線

HDS統括部門

グループ事業会社  管理部門

グループ事業会社  現業部門

２
線
２
線

３
線
３
線

１
線
１
線

監査

執行役会
代表執行役 CEO HDS内部監査室

コンプライアンス・リスクマネジメントの統合的実践

リスクに対する3線ディフェンスと５つのレイヤー管理

三越伊勢丹グループでは、内部統制システム構築の基本方

針にもとづいて、グループ各社の主体的なリスクマネジメント

体制を整備・構築しています。コンプライアンス・リスクマネジ

メントの統合的な実践を通し、当社グループの全業務領域にお

けるリスクの未然防止と発生時対応の準備を横断的に行い、企

業価値の向上につなげています。

リスクが多様化する事業環境において、将来にわたり持続的

当社グループにおけるリスクマネジメント体制は3つのディ

フェンスラインと5つのレイヤーで管理されています。各グルー

プ会社を第1線、HDSリスク管理部門を第2線、HDS内部監

査室を第3線とする3つのディフェンスラインに加えて、現行の

組織においてリスク管理を行う5つのレイヤー（❶グループ事

業会社現業部門 ❷グループ事業会社管理部門 ❸HDS各統括

部門 ❹HDSリスクマネジメント室 ❺HDS内部監査室）がリス

クマネジメントにおいて担う役割を明確化することで、より実

効性の高いリスク管理体制の構築を図っています。

リスクマネジメント体制図

な成長を可能にするためにも、お客さま、お取組先、従業員の

安心・安全を最優先にリスクを明確化し、コンプライアンス・

リスクマネジメント推進体制の更なる強化を図っています。
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Plan

Check

Act Do

コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議 リスク4部会 リスクマネジメントPDCAサイクル

リスクマネジメントの実効性を高める各組織

リスクマネジメント基本規程において、リスクマネジメント

の体制および「平常時のリスク管理」と「緊急事態発生時の

対応」に関する基本事項を定めています。

その実践のための最高機関として、三越伊勢丹グループ

CEOを議長とする「コンプライアンス・リスクマネジメント推

進会議」を設置し、定期的に開催する同会議を基点に、リス

クマネジメントのPDCAサイクルを構築しています。

推進会議の中では「重点リスク」の選定や見直しを行い、

リスク発生の未然防止と発生時の対応方針を審議し、グルー

プ全体で周知徹底を図っています。

コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議で選定した

重点リスクについて、より具体的な対策を立案し、実践、検

証、改善のPDCAサイクルを回すために、次の４つの部会を

通して、実効性のある未然防止対策を講じています。

●❶	�リスク対策部会� �
事業継続に直結する火災や変化する自然災害をはじめ
とした重点リスクの未然防止・軽減につなげるために、
自主点検を中心とした対策に主体的に取り組む

●❷	�コンプライアンス推進部会� �
営業上のコンプライアンス違反防止に加え、品質管理関
連の法改正や主管官庁の方針に即した当社グループに
おける周知徹底に取り組む

●❸	�サイバーリスク対策プロジェクト�  
セキュリティ動向を常に把握し、グループセキュリティ
の技術的な最適化を図るとともに、日々のモニタニング
体制を整備し、未然防止や迅速なインシデント対応に
取り組む

●❹	�コロナ対策本部会議�  
お客さまと従業員の安心・安全を最優先に、グループ
共通の方針や対策を決定し、感染防止対策の徹底を図
りながら営業体制と新しい働き方の両立に取り組む

リスク4部会推進会議

内部監査

■ リスク一覧作成
■ リスクマップ策定
■ 重点リスク選定
■ �リスク対応方針・計画 

の策定

■ �重点リスク対応策の 
策定と周知徹底

■ �リスク 
マネジメント 
の実践

   （自主点検 
　活動等）

■ �問題点の 
是正

■ モニタニング・報告
■ 課題の抽出

■ 監査活動
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事業を取り巻くリスクを幅広く抽出し、「経営戦略上のリスク

および機会」と「リスク事象」の２つに仕分けを行います。

前者は経営上の課題として所管部署を明確化し経営戦略等

に反映させ、後者は事業活動に与える影響度や発生頻度を勘

案したうえで「リスクマップ」を作成し、重点的に取り組むリ

スクを選定することにより、対策の徹底を図っています。

災害や事件・事故などが発生した場合の影響度・発生頻度

を勘案した「リスクマップ」を作成（右表イメージ）し、その

中でグループ事件・事故発生件数をもとに、2021年度は重点

リスクを８項目選定しました。

リスクの一覧（カテゴリー毎に抽出） 経営戦略上のリスクおよび機会（一例）

（１）災害・外部リスク
（２）戦略リスク
（３）財務リスク
（４）人事・労務リスク
（５）オペレーションリスク�
	 ①商品・サービス�
	 ②顧客�
	 ③管財・物流�
	 ④システム・情報管理�
	 ⑤法務・コンプライアンス�
	 ⑥レピュテーションリスク

・デジタル化の進化
・SDGｓの重要性向上
・消費者行動の変化　等

リスク事象（一例）

・自然災害（風水害、地震等）
・火災
・食品事故
・ハラスメント　等

リスクの抽出 リスクへの対応リスクの仕分け

リスクマップ

重点リスク項目

High

Middle

Low

1 2 3

発
生
時
の
影
響

発生頻度・確率

大

大小

重点リスク

リスクの捉え方

リスクマップと重点リスクの選定

1. 火災、消防法違反1. 火災、消防法違反
2. 自然災害（風水害、地震等）2. 自然災害（風水害、地震等）
3. パンデミック（コロナ対応）3. パンデミック（コロナ対応）
4. サイバー攻撃4. サイバー攻撃
5. �営業上のコンプライアンス 5. �営業上のコンプライアンス 

違反（独禁法、下請法等）違反（独禁法、下請法等）
6. 詐欺（ビジネス詐欺）6. 詐欺（ビジネス詐欺）
7. テロ、デモ7. テロ、デモ
8. �食品衛生事故（アレルギー 8. �食品衛生事故（アレルギー 

有症被害、食中毒等）有症被害、食中毒等）

所管部署を明確化し、
経営戦略等へ反映させる

「リスクマップ」を作成
重点リスクを選定し、
4部会にて対策を徹底させる

新型コロナウイルス感染症による影響と対応
新型コロナウイルス感染症による消費マインドおよび消
費行動への影響は非常に大きく、この感染状況が収束を
迎えて経済活動が正常化するまでは、ライフスタイルお
よび消費構造は変化する可能性があると考えられます。
今後も日本百貨店協会等のガイドラインにもとづいた対
応基準に準じ、対策の重要性をグループ全社に周知徹
底し、店舗勤務のお取組先従業員を含めた当社グルー
プ従業員およびご家族の身体生命の安全確保と感染拡
大防止に努めてまいります。

新しい消費行動への対応
三越伊勢丹グループは、この度の新型コロナウイルス
感染症の拡大が消費行動をこれまで以上のスピードで
変化させると考えています。DXによる消費行動の変容
および非接触型社会への進化のなかで、三越伊勢丹オ
ンラインストアでのオンライン提案の強化やアプリによ
るリモートショッピングなどのEC事業を拡充し、シーム
レスな百貨店サービスを提供することにより、お客さま
の満足度を高めてまいります。合わせて、バーチャル・
リアリティ（VR）の世界への参入も開始しました。ア
プリを使用することで、お客さまはVR上で街並みをご
覧いただけるだけでなく、仮想の伊勢丹新宿本店でお
買物もでき、バーチャルでも「人とのつながり」を体験
いただけます。
今後もあらたな顧客創造および顧客獲得につながる施
策を経営計画に位置付けて推進してまいります。
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三越伊勢丹グループは、グループで働く従業員が、法令を

はじめ倫理や社会規範等を遵守していくために、コンプライア

ンスを価値観や意識・行動まで根付かせ実践することが重要

であると考えています。

そのために、役員および従業員の行動規範とする、「三越

伊勢丹グループ企業倫理行動基準」を制定し、全社に浸透を

図るとともに、コンプライアンス体制の維持向上に取り組み、

社会的信頼の確保を行っています。また、お客さま・お取組

先や従業員との関係性において遵守すべき法令や倫理行動の

指針を纏めた「コンプライアンス・ガイドブック」を社内イン

トラネットに掲示し、日々の業務における法令遵守の周知徹底

を図っています。

「コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議」下部部

会として「コンプライアンス推進部会」を設置。前年度までの

「公正取引推進部会」を2021年度よりコンプライアンスに関

する考え方に準じ法令・倫理・社会規範遵守まで幅を広げ取

り組みを進めております。

その活動においては、期初方針説明と期末総括を行う「全

体会議」、重点取り組みテーマに対する正しい知識・運用を

浸透させることを目的とした「月例部会」、現場における日常

管理を強化し事故の未然防止を図る「重点点検」で構成し、

より実効性を高めています。

①お客さま：個人情報保護の取り組み

お客さまからお預かりする個人情報を適切に管理し、正しく

利用するために従業員に対し、「プライバシーポリシー」を制

定・公開し、お客さまの信頼とご期待にお応えしています。

また、「個人情報取扱規程」を定め、適切な利用と厳重な保

護管理を規定しております。

②株主：IRポリシーの制定

IR活動において、株主・投資家の方々のご信頼と共感を得

られる企業を目指し、「IRポリシー」を制定・公開して、公

平な情報開示やコミュニケーションの充実を図っております。

③地域社会：反社会的勢力対応

「内部統制システム構築の基本方針」および「三越伊勢丹グ

ループ調達方針」において反社会的勢力との関係遮断、不

当要求の拒絶、被害の防止を掲げております。

④お取組先：公正取引を推進するための体制構築と運用

「三越伊勢丹グループ反贈賄ポリシー」および、「公正取引

に関する指針」を定め、公正かつ自由な競争を堅持し、広く

社会に貢献し続ける企業であるための体制構築と運用を推進

しております。

⑤従業員：内部通報窓口の設置と運営

グループ内で不当行為が発生した場合にその事実を速やか

に認識し改善するために、「グループホットライン規程」を定

めています。「グループホットライン」を設置し、通報者保護

の観点から社外専門会社・弁護士事務所が通報を受ける体

制を整えております。

法令・倫理・社会規範遵守
「三越伊勢丹グループ企業倫理行動基準」 

「コンプライアンス・ガイドブック」

従業員
■ 労働法
■ �ハラスメント 

防止法  等

株主さま
■ 会社法
■ �インサイダー 

取引規制法  等

お取組先
■ �独占禁止法、 

下請法
■ �不正競争防止法   

等

お客さま
■ 個人情報保護法
■ 景品表示法  等

地域社会
■ �大店立地法、 

食品衛生法
■ 環境関連法  等

三越伊勢丹
グループ

リスク対策
部会

全体会議

月例部会

コンプライ
アンス
推進部会

サイバー
リスク対策
プロジェクト

コロナ対策
本部会議

2021年度重点取り組みテーマ：
独禁法･下請法､食品衛生､
個人情報保護法等

重点点検
2021年度重点点検項目：
下請法､アレルギー表示､
食中毒（HACCP対応）

期初：方針
期末：総括

コンプライアンス・リスクマネジメント推進会議

コンプライアンスに関する考え方 コンプライアンス推進部会 ステークホルダーに対するコンプライアンス強化ポイント

コンプライアンス推進体制
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コンプライアンス



環境

07 ESGデータ集

環境方針 有 https://www.imhds.co.jp/csr/2016/effort/environment/ev_line.html

資源と廃棄物

原材料方針 有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

廃棄物方針 有
「三越伊勢丹グループ環境方針」および「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#992 
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

化学物質方針
有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む

https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012生物多様性方針

 バウンダリ※1 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

原材料使用量（容器包装使用量） グループ t 4,794 4,679 4,451 4,375 2,412
廃棄物排出量 グループ t 29,359 27,886 26,686 24,680 16,992
廃棄物リサイクル量 グループ t 21,524 20,410 19,497 17,993 12,118
リサイクル率 グループ % 73.3 73.2 73.1 72.9 71.3
最終処分量 グループ t 7,835 7,476 7,190 6,686 4,874
最終処分量原単位（売上高当たり） グループ t 6.9 6.7 6.5 6.5 6.5
食品リサイクル率 グループ % 77.6 75.9 76.8 75.8 77.1
NOx排出量 三越伊勢丹 t 70 66 62 85 96
PM排出量 三越伊勢丹 t 1 1 1 1 1

水

水方針 有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

 バウンダリ※1 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

水資源使用量※5 グループ 千m3 3,005 2,879 2,720 2,464 1,760
排水量 グループ 千m3 2,588 2,536 2,492 1,916 1,561

コンプライアンス
 バウンダリ※1 単位 2017年

3月期
2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

環境違反罰金回数 グループ 回 0 0 0 0 0
環境違反罰金額 グループ 円 0 0 0 0 0

※1	バウンダリ：環境に係るバウンダリ（グループ）は（株）三越伊勢丹ホールディングス、（株）三越伊勢丹、国内グループ百貨店および国
内関係会社（一部）です

※2	集計範囲の修正および排出係数を固定係数から調整後変動係数に変更したことで、CO2排出量およびエネルギー使用量は過去にさかのぼ
り変更しました

※3	 Scope1～3：当社グループGHG排出量算定規程、及びSCOPE３カテゴリ別算定方法により第三者機関の検証を受けています
※4	フロン類排出量：フロン排出抑制法で報告している、店内で使用する冷凍・冷蔵庫等のフロン漏えい量です。「フロン類算定漏えい量等の

報告書」の届出数値を公表しております
※5	上水・工業用水・井水を含みます
※	 非財務データ（環境）については集計範囲の見直しを実施し、過去の数値を修正している場合がございます

●「−」としている箇所は、データがないため数値を記載しておりません。
●「%」の数値は、小数点第2位以下を切り捨てて記載しています。
●  �バウンダリの「三越伊勢丹」は（株）三越伊勢丹（首都圏の百貨店事
業会社）を指しています。

気候変動

気候変動方針 有 「三越伊勢丹グループ環境方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#992

 バウンダリ※1 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

GHG
排出量※2※3 

GHG Scope 1

グループ t-CO2

27,281 25,644 24,234 22,573 17,030
GHG Scope 2 210,705 187,581 175,458 152,628 123,237
小計（Scope 1・2） 237,986 213,224 199,691 175,201 140,267
GHG Scope 3（15カテゴリ） − 3,462,866 3,419,360 3,089,695 2,703,028
計（Scope 1・2・3） − 3,676,090 3,619,051 3,264,896 2,843,295

CO2

排出量※2※3

CO2直接排出量
グループ t-CO2

27,281 25,644 24,234 22,573 17,030
CO2間接排出量 210,705 187,581 175,458 152,628 123,237
計 237,986 213,224 199,691 175,201 140,267

CO2排出量原単位（営業時間×延床面積当たり）※2 グループ − 48.3 45.3 44.0 40.4 40.7

エネルギー
使用量※2

電力使用量

グループ

GJ 3,715,661 3,420,165 3,169,908 2,884,668 2,461,563
千kWh 380,703 350,427 324,786 295,560 252,209

ガス使用量

GJ

515,128 491,429 463,992 430,939 327,533
地域冷暖房 110,985 102,179 104,192 99,815 38,400
軽油・A重油・灯油使用量 18,312 11,940 11,596 10,769 10,475
蒸気 15,499 17,704 10,990 11,088 10,482
温水・冷水使用量 141,349 129,782 128,395 135,153 101,027
再生可能エネルギー使用量 632 583 586 545 652
計 4,517,566 4,173,782 3,889,659 3,572,976 2,950,133

エネルギー原単位（営業時間×延床面積当たり）※2 グループ − 916.1 887.6 857.1 823.5 855.7
購入、または生成した総再生可能エネルギー グループ 千kWh 65 60 60 55 66

フロン類 
排出量※4

HFC

グループ t-CO2

2,600 1,949 2,588 2,017 1,686
HCFC 1,185 353 426 70 381
CFC 1,059 802 565 1,524 783
計 4,846 3,106 3,584 3,614 2,853

ISO 14001 取得数 グループ 件 0 0 0 0 0
CDP 気候変動スコア グループ − B A- A- A-
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方針

人権方針 有 「三越伊勢丹グループ人権方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1063

児童労働防止方針 有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

強制労働防止方針 有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

非差別方針 有 「三越伊勢丹グループ人権方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1063

結社の自由の方針 有
社内規程「労働協約」に含む

団体交渉権の方針 有

労働安全衛生方針 有 「三越伊勢丹グループ調達方針」に含む
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#1012

情報セキュリティ

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

ISO 27001取得数

グループ

件 2 2 2 2 2
ISO 20000取得数 件 1 1 1 1 1
JISQ15001（プライバシーマーク）取得数 社 5 5 5 5 5
情報セキュリティ違反件数 件 0 0 0 0 0
情報セキュリティ違反罰金額 円 0 0 0 0 0

お取組先

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

お取組先への経営方針説明会 三越伊勢丹 回 1 1 1 1 0※1

従業員

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

従業員数※1 
（社員・地域限定社員）

女性

三越伊勢丹

人
5,254 5,181 4,957 4,598 4,464

男性 2,826 2,617 2,405 2,186 2,104
計 8,080 7,798 7,362 6,784 6,568

平均臨時雇用者数※1  
（パートタイム雇用者数）

女性
人

2,671 2,554 2,292 1,788 1,622
男性 139 126 101 83 73
計 2,810 2,680 2,393 1,871 1,695

平均勤続年数※1 
（社員）

女性
年

20.6 20.7 21.1 21.2 21.4
男性 21.4 21.3 21.2 21.2 21.6
計 21.0 20.9 21.1 21.2 21.5

平均年齢※1 
（社員）

女性
歳

42.3 42.6 43.2 43.2 43.7
男性 44.3 44.2 44.2 45.5 44.6
計 43.3 43.3 43.6 44.4 44.1

障がい者雇用率※2
グループ

% 2.28 2.42 2.56 2.69 2.75
女性役員数※3 人 4 3 4 5 5
女性管理職数

三越伊勢丹

人 587 576 576 540 544
女性管理職比率 % 22.6 23.9 25.6 25.9 26.7

育児休職取得者数 
（社員・地域限定社員）

女性
人

124 134 127 126 120
男性 24 19 19 14 13
計 148 153 146 140 133

育児休職取得率 
（社員・地域限定社員）

女性
%

− − 99.4 100.0 100.0
男性 − − 21.8 23.3 21.7

妊娠・育児のための
短時間勤務者数 
（社員・地域限定社員）

女性
人

462 451 457 475 473
男性 0 0 0 1 0
計 462 451 457 476 473

育児休職からの復職者数（社員・地域限定社員） 人 91 97 103 111 118
組合加入従業員比率（社員・地域限定社員） % 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
OHSAS 18001 認証取得数
（労働安全衛生マネジメントシステム） 件 0 0 0 0 0

新卒採用人数 
（社員・地域限定社員）

女性
人

191 151 67 79 25
男性 56 32 19 23 14
計 247 183 86 102 39

女性新卒採用比率 % 77.3 82.5 77.9 77.4 64.1 
労働災害件数 件 152 139 97 135 101
年間総実労働時間 時間 1,954 1,944 1,926 1,789 1,781
有給取得率 % 68.5 74.9 78.2 83.3 64.7
研修時間※5 （社員・地域限定社員・

パートタイム・お取組先従業員）
時間 − 5,770 5,627 6,093 12,018

のべ研修人数 人 − 24,377 24,640 25,123 21,034
海外事業所の幹部（役員等）に占める現地社員の割合 グループ % 25.7 28.4 30.8 30.0 35.0

※4

※1	各年4月1日現在
※2	各年6月1日現在、（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社各社の合計
※3	社外取締役および（株）三越伊勢丹ホールディングス・（株）三越伊勢丹の執行役員、グループ子会社社長
※4	新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う緊急事態宣言発令対応のため、（株）三越伊勢丹では、2020年4月8日（水）から5月29日（金）
まで臨時休業。その間、従業員には公休を付与

※5	基礎（入社3年目までの従業員向け研修、お取組先従業員の入店研修など）、職務別、領域別、資格取得教育の実施時間を指す

※1	新型コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事態宣言発令に付、中止

●「−」としている箇所は、データがないため数値を記載しておりません。
●「%」の数値は、小数点第2位以下を切り捨てて記載しています。
●  �社会・ガバナンスに係るバウンダリの「三越伊勢丹」は（株）三越伊勢丹（首都圏の百貨店事業会社）を指しています。
●  �社会・ガバナンスに係るバウンダリの「グループ」は（株）三越伊勢丹ホールディングス、（株）三越伊勢丹、国内グループ
百貨店および国内関連会社（一部）です。

●  �社会・ガバナンスに係るバウンダリの「海外」は海外を拠点にする関係会社（一部）です。
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社会



 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2021年
6月末

取締役数※1

社内
女性

HDS

人

0 0 0 0 0 0
男性 5 5 5 5 6 3
計 5 5 5 5 6 3

独立社外
女性 0 0 1 2 2 2
男性 2 2 2 1 5 4
計 2 2 3 3 7 6

社外
（独立以外）

女性 0 0 0 0 0 0
男性 1 1 1 1 0 0
計 1 1 1 1 0 0

総計 8 8 9 9 13 9
執行役員兼務取締役数
（2020年３月期以前は
執行役員数）

人 5 3 3 4 4 2

執行役員兼務取締役比率
（2020年３月期以前は
執行役員比率）

% 62.5 37.5 33.3 44.4 30.8 22.2

社外取締役の独立比率 % 66.6 66.6 75.0 75.0 100.0 100.0
女性取締役比率 % 0 0 11.1 22.2 15.3 22.2
取締役の平均年齢
（社外含む） 歳 65.3 65.3 65.9 62.5 63.4 64.8

取締役の平均年齢
（社内のみ） 歳 61.0 60.4 60.4 60.3 61.2 61.7

取締役会開催回数
（事業年度でカウント） 回 17 15 14 15 13 −

取締役会出席率 % 97.7 95.0 99.2 95.6 99.4 −
独立取締役出席率 % 100.0 100.0 97.4 93.3 98.9 −
取締役会出席率
75%以下取締役数 人 0 0 0 0 0 −

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2021年
6月末

指名委員会
委員数※1

社内
女性

HDS 人

− − − − 0 0
男性 − − − − 1 1
計 − − − − 1 1

独立社外
女性 − − − − 1 1
男性 − − − − 3 3
計 − − − − 4 4

社外
（独立以外）

女性 − − − − 0 0
男性 − − − − 0 0
計 − − − − 0 0

総計 − − − − 5 5
指名委員会開催回数 HDS 回 − − − − 9 −
指名委員会出席率 HDS % − − − − 100.0 −
指名委員会出席率75%以下委員数 HDS 人 − − − − 0 −

報酬委員会
委員数※1

社内
女性

HDS 人

− − − − 0 0
男性 − − − − 1 0
計 − − − − 1 0

独立社外
女性 − − − − 1 1
男性 − − − − 2 2
計 − − − − 3 3

社外
（独立以外）

女性 − − − − 0 0
男性 − − − − 0 0
計 − − − − 0 0

総計 − − − − 4 3
報酬委員会開催回数 HDS 回 − − − − 9 −
報酬委員会出席率 HDS % − − − − 96.0 −
報酬委員会出席率75%以下委員数 HDS 人 − − − − 0 −

監査委員会
委員数※1

社内
女性

HDS 人

− − − − 0 0
男性 − − − − 1 1
計 − − − − 1 1

独立社外
女性 − − − − 1 0
男性 − − − − 3 3
計 − − − − 4 3

社外
（独立以外）

女性 − − − − 0 0
男性 − − − − 0 0
計 − − − − 0 0

総計 − − − − 5 4
監査委員会開催回数 HDS 回 − − − − 16 −
監査委員会出席率 HDS % − − − − 100.0 −
監査委員会出席率75%以下委員数 HDS 人 − − − − 0 −

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2021年
6月末

指名報酬
委員会
委員数※1

社内
女性

HDS 人

0 0 0 0 − −
男性 2 2 1 1 − −
計 2 2 1 1 − −

独立社外
女性 0 0 1 2 − −
男性 2 2 2 1 − −
計 2 2 3 3 − −

社外
（独立以外）

女性 0 0 0 0 − −
男性 1 1 1 1 − −
計 1 1 1 1 − −

総計 5 5 5 5 − −
指名報酬委員会開催回数※1 HDS 回 11 12 12 12 − −
指名報酬委員会出席率※1 HDS % 100.0 96.6 98.3 93.3 − −

監査役数※1

社内
女性

HDS 人

0 0 0 0 − −
男性 2 2 2 2 − −
計 2 2 2 2 − −

独立社外
女性 0 0 0 0 − −
男性 1 2 2 2 − −
計 1 2 2 2 − −

社外
（独立以外）

女性 0 0 0 0 − −
男性 1 1 1 1 − −
計 1 1 1 1 − −

総計 4 5 5 5 − −
社外監査役の独立比率※1 HDS % 50.0 66.6 66.6 66.6 − −
女性監査役比率※1 HDS % 0 0 0 0 − −
監査役会開催回数※1 HDS 回 14 15 15 16 − −
監査役会出席率※1 HDS % 100.0 96.9 97.3 96.2 − −
独立監査役出席率※1 HDS % 100.0 91.6 96.6 90.6 − −
監査役会出席率75%以下監査役数※1 HDS 人 0 0 0 0 − −

※1	 2020年6月より監査役会設置会社から指名委員会等設置会社へ機関設計を変更しました

コーポレート・ガバナンス
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報酬
 バウンダリ 単位 2017年

3月期
2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

取締役報酬
（社外取締役を除く）

基本報酬※1

HDS 百万円

153 159 175 178 112
業績連動賞与 0 0 58 0 0
株式報酬※2 72 75 72 66 10
計 226 234 306 244 123

執行役報酬※3

基本報酬※1

HDS 百万円

− − − − 167
業績連動賞与 − − − − 9
株式報酬※2 − − − − 19
計 − − − − 195

監査役報酬※4
（社外監査役を除く）

基本報酬※1

HDS 百万円

44 44 50 50 12
業績連動賞与 − − − − 0
株式報酬※2 − − − − 0
計 44 44 50 50 12

社外役員報酬※4

基本報酬※1

HDS 百万円

51 58 69 78 90
業績連動賞与 − − − − −
株式報酬※2 − − − − 7
計 51 58 69 78 97

コンプライアンス

倫理規範 有 三越伊勢丹グループ企業倫理行動基準
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/86#925

腐敗防止方針 有 反贈賄ポリシー
https://www.imhds.co.jp/ir/governance/compliance.html

贈収賄防止方針 有 反贈賄ポリシーおよび社内規程「贈賄防止規程」に記載有り
https://www.imhds.co.jp/ir/governance/compliance.html

公益通報者保護方針 有 グループホットライン規程
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/152

公正取引に関する指針 有 公正取引に関する指針
https://imhds.disclosure.site/ja/themes/152#1172

 バウンダリ 単位 2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

腐敗防止違反件数

グループ

件 0 0 0 0 0
腐敗防止違反罰金額 円 0 0 0 0 0
法令違反件数 件 0 1 0 1 0
法令違反罰金額 万円 0 819 0 1,526 0

※1	子会社を除く
※2	 2021年3月期において、株式報酬型ストックオプションを改定し、株価連動型譲渡制限付株式報酬を導入しております
※3	執行役の報酬等の総額は、移行後に就任した者の2020年6月15日から2021年3月31日までの在任期間に関わるものとなります。そのうち、

取締役を兼務する者については、移行後の報酬の総額を取締役と執行役の支給分を分けて記載しております
※4	当社グループは2020年6月15日開催の第12回定時株主総会の決議により指名委員会等設置会社に移行しており、社外監査役を含む監査

役は、同定時株主総会終結の時をもって退任しております

会計監査
 バウンダリ 単位 2017年

3月期
2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

会計監査人への報酬※1 グループ 百万円 253 260 247 232 227

株主権

買収防衛策 なし

※1	「非監査業務に係る報酬」を含む

各種会議体
 バウンダリ 単位 2017年

3月期
2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

「私たちの考え方」推進協議会※1
構成員数 グループ 人 249 255 250 68 68
開催回数 グループ 回 1 1 1 1 1

コンプライアンス・リスクマネジメント
推進会議※2

構成員数 グループ 人 24 19 65 75 82
開催回数 グループ 回 2 2 2 2 2

サステナビリティ推進会議※3
構成員数 グループ 人 63 62 21 63 46
開催回数 グループ 回 2 2 2 2 1

働き方改革推進会議
構成員数 グループ 人 − − 64 82 72
開催回数 グループ 回 − − 3 3 3

※1	 2018年3月期まで旧企業理念推進委員会
※2	 2018年3月期まで旧リスクマネジメント委員会
※3	 2018年3月期まで旧環境委員会

その他データ
 バウンダリ 単位 2017年

3月期
2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

総店舗数 国内百貨店 店 25 24 24 21 20
入店客数 三越伊勢丹 千人 103,409 94,000 90,083 79,412 39,662
自社カード口座数 グループ 万口座 269.4 268.5 263.9 252.8 229.9
自社カード取扱高 グループ 百万円 1,077,390 1,093,369 1,095,236 1,068,100 870,273
自社カード稼働率 グループ % 82.7 82.5 81.7 80.7 80.5
免税売上高※1 グループ 百万円 52,272 67,511 75,554 64,687 5,095

※1	免税手続きを行った売上の合計

ISETAN MITSUKOSHI HOLDINGS  Sustainability Report 2021 89

INDEX 企業ビジョン01 重点取り組み02 人・地域をつなぐ03 持続可能な社会・時代をつなぐ04 従業員満足度の向上05 ガバナンス06 ESGデータ集07 ESGデータ集07

○その他○環境 ○社会 ○ガバナンス○●ガバナンス ○●その他

ESG related data

ガバナンス・その他



開示事項 該当ページ
GRI 102  一般開示事項2016

1. 組織のプロフィール

102-1 組織の名称 会社概要

102-2 活動、ブランド、製品、サービス 会社概要

102-3 本社の所在地 会社概要

102-4 事業所の所在地 グループ会社事業

102-5 所有形態および法人格 グループ会社事業

102-6 参入市場 グループ会社事業

102-7 組織の規模 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
グループ会社事業

102-8 従業員およびその他の労働者に関する情報 P.87 ESGデータ集（社会）

102-9 サプライチェーン P.46,48,49,51 サプライチェーン・マネジメント

102-10 組織およびそのサプライチェーンに関する重大な変化 －

102-11 予防原則または予防的アプローチ P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス

102-12 外部イニシアティブ P.39-41 TCFD提言に沿った情報開示

102-13 団体の会員資格 －

2. 戦略

102-14 上級意思決定者の声明 P.10-12 トップメッセージ
P.15-16 サステナビリティ担当役員メッセージ

102-15 重要なインパクト、リスク、機会 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.19-20,23 重点取り組み
P.25-77 重点取り組みの活動報告
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント

3. 倫理と誠実性

102-16 価値観、理念、行動基準・規範 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.17 サステナビリティに関する方針

102-17 倫理に関する助言および懸念のための制度 P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス

4. ガバナンス

102-18 ガバナンス構造 P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス

開示事項 該当ページ

102-19 権限委譲 P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-20 経済、環境、社会項目に関する役員レベルの責任 P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-21 経済、環境、社会項目に関するステークホルダー
との協議

P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-22 最高ガバナンス機関およびその委員会の構成 P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-23 最高ガバナンス機関の議長 P.79 コーポレート・ガバナンス

102-24 最高ガバナンス機関の指名と選出 P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-25 利益相反 －

102-26 目的、価値観、戦略の設定における最高ガバナンス
機関の役割

P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-27 最高ガバナンス機関の集合的知見 P.17 サステナビリティに関する方針
P.79 コーポレート・ガバナンス

102-28 最高ガバナンス機関のパフォーマンスの評価 P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-29 経済、環境、社会へのインパクトの特定と
マネジメント

P.24 サステナビリティ推進体制
P.19-20,23 重点取り組み
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制
P.84 リスクマネジメント 

102-30 リスクマネジメント・プロセスの有効性 P.19-20,23 重点取り組み
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント

102-31 経済、環境、社会項目のレビュー P.24 サステナビリティ推進体制
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント

102-32 サステナビリティ報告における最高ガバナンス機関の
役割

P.24 サステナビリティ推進体制
P.79-81 コーポレート・ガバナンス

102-33 重大な懸念事項の伝達 P.24 サステナビリティ推進体制
P.64 人権
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス

102-34 伝達された重大な懸念事項の性質と総数 P.24 サステナビリティ推進体制
P.64 人権
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス
P.89 ESGデータ集（ガバナンス）
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開示事項 該当ページ

102-35 報酬方針 P.81 コーポレート・ガバナンス

102-36 報酬の決定プロセス P.80-81 コーポレート・ガバナンス

102-37 報酬に関するステークホルダーの関与 P.80-81 コーポレート・ガバナンス

102-38 年間報酬総額の比率 －

102-39 年間報酬総額比率の増加率 －

5. ステークホルダー・エンゲージメント

102-40 ステークホルダー・グループのリスト P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略

102-41 団体交渉協定 P.57 労使コミュニケーション

102-42 ステークホルダーの特定および選定 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略

102-43 ステークホルダー・エンゲージメントへの
アプローチ方法

P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.18 ステークホルダーエンゲージメント
P.51 責任ある調達
P.87 ESGデータ集（社会）

102-44 提起された重要な項目および懸念 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.51 責任ある調達
P.87 ESGデータ集（社会）

6. 報告実務

102-45 連結財務諸表の対象になっている事業体 P.3 編集方針

102-46 報告書の内容および項目の該当範囲の確定 P.3 編集方針
P.19-20,23 重点取り組み

102-47 マテリアルな項目のリスト P.19-20,23 重点取り組み

102-48 情報の再記述 －

102-49 報告における変更 －

102-50 報告期間 P.3 編集方針

102-51 前回発行した報告書の日付 －

102-52 報告サイクル －

102-53 報告書に関する質問の窓口 P.3 編集方針

102-54 GRIスタンダードに準拠した報告であることの主張 －

102-55 内容索引 P.90-93 GRIスタンダード対照表

102-56 外部保証 －

GRI 103  マネジメント手法 2016

103-1 マテリアルな項目とその該当範囲の説明 P.24 サステナビリティ推進体制
P.19-20,23 重点取り組み

103-2 マネジメント手法とその要素 P.24 サステナビリティ推進体制
P.19-20,23 重点取り組み
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント

開示事項 該当ページ

GRI 201  経済パフォーマンス2016

201-1 創出、分配した直接的経済価値 P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと機会 P.39-41 TCFD提言に沿った情報開示

201-3 確定給付型年金制度の負担、その他の退職金制度 －

201-4 政府から受けた資金援助 －

GRI 202  地域経済での存在感2016

202-1 地域最低賃金に対する標準新人給与の比率（男女別） －

202-2 地域コミュニティから採用した上級管理職の割合 －

GRI 203  間接的な経済的インパクト2016

203-1 インフラ投資および支援サービス P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.26-29 地域社会との協創
P.34-35 未来を拓く「人とのつながり」

203-2 著しい間接的な経済的インパクト P.14 三越伊勢丹グループの事業戦略
P.26-29 地域社会との協創
P.34-35 未来を拓く「人とのつながり」

GRI 204  調達慣行2016

204-1 地元サプライヤーへの支出の割合 －

GRI 205  腐敗防止2016

205-1 腐敗に関するリスク評価を行っている事業所 P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス

205-2 腐敗防止の方針や手順に関するコミュニケーションと
研修

P.17 サステナビリティに関する方針
P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント
P.85 コンプライアンス

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置 －

GRI 206  反競争的行為2016

206-1 反競争的行為、反トラスト、独占的慣行により受けた
法的措置

P.89 ESGデータ集（ガバナンス）

開示事項 該当ページ

103-3 マネジメント手法の評価 P.24 サステナビリティ推進体制
P.25 人・地域をつなぐ
P.36 持続可能な社会・時代をつなぐ
P.56 従業員満足度の向上
P.78 ガバナンス
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経済



開示事項 該当ページ

GRI 401  雇用2016

401-1 従業員の新規雇用と離職 P.58,59 女性活躍推進
P.71-74 多様性のある働き方
P.87 ESGデータ集（社会）

401-2 正社員には支給され、非正規社員には支給されない
手当

－

401-3 育児休暇 P.71-74 多様性のある働き方
P.87 ESGデータ集（社会）

GRI 402  労使関係2016

402-1 事業上の変更に関する最低通知期間 －

GRI 403  労働安全衛生2018

403-1 労働安全衛生マネジメントシステム P.17 サステナビリティに関する方針
P.75-76 ヘルス＆メンタルケア

403-2 危険性（ハザード）の特定、リスク評価、事故調査 P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.84 リスクマネジメント

403-3 労働衛生サービス P.75-76 ヘルス＆メンタルケア

開示事項 該当ページ
GRI 301  原材料2016

301-1 使用原材料の重量または体積 P.86 ESGデータ集（環境）

301-2 使用したリサイクル材料 P.86 ESGデータ集（環境）

301-3 再生利用された製品と梱包材 －

GRI 302  エネルギー2016

302-1 組織内のエネルギー消費 P.38 2020年度のScope１、２結果
P.86 ESGデータ集（環境）

302-2 組織外のエネルギー消費 P.38 2020年度のScope3結果
P.86 ESGデータ集（環境）

302-3 エネルギー原単位 P.86 ESGデータ集（環境）

302-4 エネルギー消費量の削減 P.38 環境に関する中長期目標
P.86 ESGデータ集（環境）

302-5 製品およびサービスのエネルギー必要量の削減 －

GRI 303  水と廃水2018

303-1 共有資源としての水との相互作用 －

303-2 排水に関連するインパクトのマネジメント －

303-3 取水 －

303-4 排水 P.86 ESGデータ集（環境）

303-5 水消費 P.86 ESGデータ集（環境）

GRI 304  生物多様性2016

304-1 保護地域および保護地域ではないが生物多様性価値
の高い地域、もしくはそれらの隣接地域に所有、賃借、
管理している事業サイト

－

304-2 活動、製品、サービスが生物多様性に与える著しい
インパクト

－

304-3 生息地の保護・復元 －

304-4 事業の影響を受ける地域に生息するIUCNリスト
ならびに国内保全種リスト対象の生物種

－

GRI 305  大気への排出2016

305-1 直接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ1） P.38 2020年度のScope１、２結果
P.86 ESGデータ集（環境）

305-2 間接的な温室効果ガス（GHG）排出量（スコープ2） P.38 2020年度のScope１、２結果
P.86 ESGデータ集（環境）

305-3 その他の間接的な温室効果ガス（GHG）排出量
（スコープ3）

P.38 2020年度のScope3結果
P.86 ESGデータ集（環境）

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位 P.86 ESGデータ集（環境）

305-5 温室効果ガス（GHG）排出量の削減 P.38 環境に関する中長期目標
P.86 ESGデータ集（環境）

開示事項 該当ページ
305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量 －

305-7 窒素酸化物（NOx）、硫黄酸化物（SOx）、および
その他の重大な大気排出物

－

GRI 306  廃棄物2020

306-1 廃棄物の発生と廃棄物関連の著しいインパクト P.46-50 循環型社会に向けて

306-2 廃棄物関連の著しいインパクトの管理 P.46-50 循環型社会に向けて

306-3 発生した廃棄物 P.49 2020年環境中期目標結果（廃棄物）
P.86 ESGデータ集（環境）

306-4 処分されなかった廃棄物 P.49 2020年環境中期目標結果（廃棄物）
P.86 ESGデータ集（環境）

306-5 処分された廃棄物 －

GRI 307  環境コンプライアンス2016

307-1 環境法規制の違反 －

GRI 308  サプライヤーの環境面のアセスメント2016

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤー －

308-2 サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパクトと
実施した措置

－
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社会

環境



開示事項 該当ページ

GRI 412  人権アセスメント2016

412-1 人権レビューやインパクト評価の対象とした事業所 P.17 サステナビリティに関する方針
P.64 人権

412-2 人権方針や手順に関する従業員研修 P.64 人権

412-3 人権条項を含むもしくは人権スクリーニングを
受けた重要な投資協定および契約

－

GRI 413  地域コミュニティ2016

413-1 地域コミュニティとのエンゲージメント、インパクト
評価、開発プログラムを実施した事業所

P.26-29 地域社会との協創

413-2 地域コミュニティに著しいマイナスのインパクト
（顕在的、潜在的）を及ぼす事業所

－

GRI 414  サプライヤーの社会面のアセスメント2016

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤー －

414-2 サプライチェーンにおけるマイナスの社会的インパクト
と実施した措置

－

GRI 415  公共政策2016

415-1 政治献金 －

GRI 416  顧客の安全衛生2016

416-1 製品およびサービスのカテゴリーに対する安全衛生
インパクトの評価

P.52-55 品質管理の取り組み

416-2 製品およびサービスの安全衛生インパクトに関する
違反事例

－

GRI 417  マーケティングとラベリング2016

417-1 製品およびサービスの情報とラベリングに関する
要求事項

P.52-55 品質管理の取り組み

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する
違反事例

－

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関する
違反事例

－

GRI 418  顧客プライバシー2016

418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に
関して具体化した不服申立

－

GRI 419 社会経済面のコンプライアンス2016

419-1 社会経済分野の法規制違反 P.82-83 コンプライアンス・リスクマネジメント推進体制 
P.85 コンプライアンス
P.89 ESGデータ集（ガバナンス）

開示事項 該当ページ

403-4 労働安全衛生における労働者の参加、協議、
コミュニケーション

P.75-76 ヘルス＆メンタルケア

403-5 労働安全衛生に関する労働者研修 －

403-6 労働者の健康増進 P.75-76 ヘルス＆メンタルケア

403-7 ビジネス上の関係で直接結びついた労働安全衛生の
影響の防止と緩和

－

403-8 労働安全衛生マネジメントシステムの対象となる
労働者

P.75-76 ヘルス＆メンタルケア

403-9 労働関連の傷害 P.75 ヘルス＆メンタルケア
P.87 ESGデータ集（社会）

403-10 労働関連の疾病・体調不良 －

GRI 404  研修と教育2016

404-1 従業員一人当たりの年間平均研修時間 －

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび移行支援
プログラム

P.63 シニア活躍推進
P.65 人財育成

404-3 業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを
受けている従業員の割合

P.57 ミドルマネジメント層とメンバーとの対話

GRI 405  ダイバーシティと機会均等2016

405-1 ガバナンス機関および従業員のダイバーシティ P.58-63 ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
P.79-81 コーポレート・ガバナンス
P.87-88 ESGデータ集（社会・ガバナンス）

405-2 基本給と報酬総額の男女比 －

GRI 406  非差別 2016

406-1 差別事例と実施した救済措置 －

GRI 407  結社の自由と団体交渉2016

407-1 結社の自由や団体交渉の権利がリスクにさらされる
可能性のある事業所およびサプライヤー

P.17 サステナビリティに関する方針
P.57 労使コミュニケーション

GRI 408  児童労働2016

408-1 児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所
およびサプライヤー

P.17 サステナビリティに関する方針

GRI 409  強制労働2016

409-1 強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所
およびサプライヤー

P.17 サステナビリティに関する方針

GRI 410  保安慣行2016

410-1 人権方針や手順について研修を受けた保安要員 －

GRI 411  先住民族の権利2016

411-1 先住民族の権利を侵害した事例 －
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